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クジラ漁の始まったころ１

『白鯨』と船舶位置確定

鷲津浩子

　ハーマン･メルヴィル『白鯨』（一八五一年；以下、作品名は『白鯨』と表記）２をめぐる

読みについては、マイケル･ポール･ローギンの『サブヴァーシヴ･ジニアロジー』（一九八

三年）３以降、多かれ少なかれ、政治的･イデオロギー的観点から、アメリカ拡張主義の帝

国的・搾取的側面を指摘することによって展開してきた先行研究を無視することはできな

いだろう。本稿はそのような読みが発見した、侵略・植民地・異文化・人種・境界・ジェン

ダー･セクシュアリティ･労働などの問題について批判的でも否定的ではない。けれども、

これらの問題をこれ以上敷街することに紙数を費やそうとは思わない。というのも、第一

には、この分野ではすでに数多くの優れた労作があり、それらに匹敵する独自の読みを創

出することは難しいと思うからである。また、十九世紀アメリカという時代と地域を限定

して扱うとき、『白鯨』という特定のテクストには、アメリカ拡張主義の表象だけではなく、

それとは反対向きの読みを許容する装置がしかけられていると考えるからである。

　本稿は、『白鯨』を同時代の捕鯨航海記とは一線を両する個別のテクストととらえ、そこ

に固有に見られる構図を、主にピーコッド号の海上での位置確定にかかわる問題に焦点を

あて、その船舶航路が「進出」や「侵略」というよりは、むしろ「回帰」や「遡行」の方

向に向かっていることを論じるものである。
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『白鯨』の「抜粋」で引用されている同時代の捕鯨航海記には、トマス・ビール『マッコ

ウクジラの自然誌』（一八三九年）、フレデリック・デベル・ベネット『世界一周捕鯨航海

記』（一八四〇年）、Ｊ・ロス・ブラウン『捕鯨素描』（一八四六年）、ヘンリー・Ｔ・チュ

ーヴァー『鯨と捕獲者』（一八四九年）などがあるが、これらの航海記と『白鯨』との大き

な違いは、一方が捕鯨をあくまで無批判かつ楽観的にとらえているのに対し、他方はクジ

ラや捕鯨や捕鯨船を意識的に描いていることである。４これは、何も一方が「事実」であり、

≪
<
ｔ
≪

こ
Ｕ

Ｃ
Ｏ

ｎ
Ｕ

Ｃ
.
~
）

ｒ
ｏ

Ｃ
１
３

一

１



他方が「虚構」であるということでも、一方が生還した成功者の物語であり、他方がクジ

ラによって沈められた捕鯨船の生き残りの物語であるという違いだけではない。両者を比

較するとき、次のような相違点・疑問点が指摘できるだろう。

　第一に、なぜイシュメールはナンタケットから出航する必要があったのだろうか。彼が

出発点として選んだのは、ピーコッド号出航時（一八四二年）あるいは『白鯨』執筆時（一

八五〇年）に捕鯨基地として繁栄していたニュー・ペッドフオードではなく、明らかに落

ち目のナンタケットであった。5たとえば、『捕鯨航海のできごと』（一八四一年）のフラン

シス・アリン・オルムステッドは、一八三九年にコネティカット州ニュー･ロンドンから出

航している。６また、『素描』のブラウンはワシントン、フィラデルフィア、ニューョーク、

プロヴィデンスを経由して、ニュー・ペッドフオードから出航している。　しかも、出航地

を選んだ理由として、ニューョークの街頭で見かけた船員募集のビラをあげ、「いくぶん見

込みがある」（一〇）としてニュー・ベッドフオードヘと向かうのだ。ナンタケットは、そ

の砂州のために大型船を入港させられないという地理的条件から、一八四〇年ごろにはす

でに捕鯨基地前線としての役割を譲っていた。しかも、イシュメールが乗り込むピーコッ

ド号は「旧式に属する船」（六九）であり、明らかにナンタケットの栄光が過去のものであ

ることを示唆するものとなっている。

　実のところ、ウィルソン･Ｌ・ヘフリンの指摘によれば、メルヴィルが最初で最後のナン

タケット訪問をしたのは一八五二年のことで、これは『白鯨』を出版した翌年にあたる。

ちなみに、ジェイ・レイダの『メルヴィル・ログ』では、この日は七月八日、たった一日

だけの訪問であった。また、ジョン・ブライアントによれば、自ら捕鯨船に乗り組んだ経

験のあるメルヴィルは、ニュー･ペッドフオードについては熟知していたものの、ナンタケ

ットについての知識がなかったため、この港町を想像で書き上げたという。７だとすれば、

イシュメールの出発地としてわざわざナンタケットを選ぶには、それだけの理由がなけれ

ばならないだろう。

　さらには、ニュー・ベッドフオードとナンタケットの興隆と没落は、歴史上の事実であ

るばかりでなく、『白鯨』本文でも明確に記されている。たとえば、第二章「旅行鞄」の冒

頭では、多くの若人はニュー・ペッドフオードから鯨捕りに出かけるだろうが、「わたしが

心に決めていたのは、ナンタケット以外の船では出帆しないということだった」（八）とさ

れている。また、第十二章「出自」では、イシュメールはクイークェッグに「ナンタケッ

トから出帆するのは、そこが冒険好きな鯨捕りが船出するのにいちばん幸先がいいところ
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だから」（五六）と説明している。

　第二に、同時代のほかの捕鯨航海記が、寄港地の異国情緒を大いに利用し喧伝している

のに対して、ピーコッド号はどこにも寄港しない。確かに、第五四章「タウン・ホー号の

物語」と第一〇二章「アルサシードのあずまや」では寄港地の風物が捕かれているが、い

ずれも物語内物語であり、他の章と同等には論じられない。また、同じ著者の『タイピー』

や『マーディ』では寄港地の様子が捕かれていることからも、ピーコッド号の無寄港航海

は意図的にしくまれたと考えられる。８

　第三に、モービィ･ディック（以下、鯨の名前はモービィ・ディックと表記）を追跡する

とき、ピーコッド号上の航海器機(navigational instruments)は歴史上の発展に逆行し、

昔の器機へと遡行していく。老朽船ピーコッド号に最新器機クロノメターは望むべくもな

いにしても、天体観測による位置確定はエイハブの四分儀破壊によって不能となり、紐つ

き測程器は水中投下したとたん紐が切れ、羅針儀も雷によって正しい方向を指さなくなっ

てしまう。メルヴィル自身、捕鯨船に乗り組んだ経験があるのだから、捕鯨船の航海器機

に無知であるはずもなく、したがってこの遡行もまた意図的に選択されたものと考えられ

よう。９

　第四に、ピーコッド号の航跡を現在のメルカトール地図（図1 a &b)に投影するのは

便宜上有効ではあるが、当時の捕鯨船の心象地理概念つまり海域中心の見取り図ではまっ

たく異なった意味合いを帯びてくる。ことに、メルヴィル自身の捕鯨船経験が東向きであ

ったのに反して、ピーコッド号に東向きの航路をとらせているのには、それなりの理由が

必要だろう。 1oちなみに、この二葉ではピーコッド号の航跡が異なり、後者では南アメリカ

大陸の東岸に接近しているが、これは第五一章の「潮吹きの霊」の冒頭でピーコッド号が

四つのクジラ漁場に立ち寄ったことを地図に反映させたものと考えられる。

また、たとえばウィリアム・スコーズビー・ジュニア『北洋捕鯨航海記』（一八二三年）の

グリーンランド地図や、ジェイムズ･ウェデル『南極行航海記』（一八二五年、二七年）の

ケープ岬付近の海図が示すように、当時の地図･海図は、正確とはいいがたいものであった

ことも忘れてはならないだろう。 11この問題は、本稿の後半で論じられる。

　第五に、『白鯨』のテクストに挿入されている「鯨学」の問題がある。本文中では明らか

にクジラを哺乳類とする描写があるにもかかわらず、第三二章「鯨学」でクジラを「魚(fish)」

に分類しようとしている（一三六～三七）のは、当時最先端の自然誌、たとえばジョルジ

ュ・キュヴィエ（「鯨は後足のない哺乳動物である」、xxiii)やカール・フォン・リンネ（「鯨

３



を魚から切り離［して分類する］、一三六）よりも、旧約聖書の「創世記」「ョブ記」「ョナ

書」「詩篇」「イザヤ書」(xviii)を意識したものとなっている。もしピーコッド号の捕鯨を、

たとえばチーヴァーの『鯨と捕獲者』のように、あるいは一六三五年から一八三五年まで

のニュー･イングランドの捕鯨者をあつかったエドウワール・Ａ･ストックポールの『海の

狩人』のように、捕獲者と捕獲物の関係を象徴したものととらえるのならば、「水平の尾を

もつ潮ふく魚八一三七」を追いかける漁業よりも、むしろキュヴィエやリンネに従って「哺

乳類」であるクジラを「狩猟する」行為とするほうが、その構造が明白になるだろう。 12

この問題は興味深い論議を呼ぶはずであるが、本稿では立ち入らない。また、「鯨学」の同

時代コンテクスト、その自然誌的・百科事典的側面については、後日にゆずる。

　続く各項では、上記項目のうち第三白lの航海器機と第四点の航路に焦点を絞って、ピー

コッド号の海上での位置確定を検証することにより、『白鯨』には「回帰」や「遡行」の方

向性が隠されていることを論じることにしよう。

２

　船舶位置の確定は、外洋に出た途端、難しいものとなる。地中海の内だけを航海してい

る間は、ポルトランという陸地の目印と風向きを記録した地図で充分だった。ジブラルタ

ル海峡を巡航することも、陸地が見えさえすれば、ちょっとした注意だけで足りた。赤道

を南下することも、アフリカ海岸に沿っている限り、勇気と決断の問題だった。十四世紀

中ごろの地図には、位置が不正確とはいえ、すでにアフリカ沖にあるアソレス諸島が描か

れている。十五世紀、ポルトガルの航海王エンリケの時代には、カボヴェルデ諸島が発見

され、大西洋航海の道標および停泊地となった。コロンブスが夢のアジアに向けて出帆し

たとき、彼はまずカナリア諸島を訪れ、食料を調達するとともに、既に位置が確定されて

いたこの地から西へと航路をとった。これらの歴史上の事実は、すべて同じ問題に集約し

ている。それは、海上での船舶位置の確定の難しさ、ことに経度の確定の不確実性にまつ

わるものであった。13

　経度に比べると、緯度を確定することは、それほど難しいことではない。正午すなわち

太陽が最高点に達したときに、四分儀（あるいはその発展形態としての八分儀や六分儀）

を使ってその角度を測れば、船舶が赤道からどんな角度の場所にいるか、比較的簡単に計

算できるからだ（図2 a&b)。この方法に問題点がなかったわけではないが、いずれも解
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決が不可能なくらい重大なものではなかった。太陽は直接見つめると眼を痛め視力を失わ

せる原因にもなるのだが、それならば間接的に観測して高度を測定すればいい。そのため

に、鏡（図3 a &b)をとりつける工夫がなされた。また、高緯度の場所では太陽の高度

を正確に測ることは難しかったが、北極か南極にでも探検に行かない限り、大きな問題に

はならなかった。揺れる船の上で四分儀を扱うのは煩わしかったが、慣れによって熟練の

域に到達できると考えることによって、その不便さを解消しないまでも軽減しようとした。

　これに対して、経度の確定は困難を極めた。精密とは言いがたい測量器機によって作ら

れた不正確な海図を頼りに、経度を確定する器機も持たず、大雑把な位置しかわからない

まま、多くの船が海上で方向を見失い、難破し、最悪の場合には永遠に戻らなかった。実

のところ、あの「輝かしい」大発見時代(Age of Discovery)は、二度と発見されることも

回収されることもない数多くの船(unre(dis)covered ships)の時代でもあったのだ。

　決定的な経度確定法が見つからないまま、初期の海洋航海者たちはあやふやな、しかし

次善の方策に頼らざるを得なかった。そのひとつが、羅針儀と簡単な速度測程器を使って

位置を測定し、記録に残す方法である。羅針儀じたいは、画期的な発明だった。磁気を帯

びた針が北を指すという原理を応用したこの器機は、十二世紀に中国から伝来したと言わ

れている（羅針儀にまつわる大問題、磁気偏差magnetic variationや磁伏角magnetic dip

については、ここでは立ち入らない）。大発見時代の外洋航海では、この器機を使って方位

を知り、前日の記録と比較検討した上で現在の船の進行方向を推定した。速度測定は、五天

に紐を結び、その紐に一定の間隔で応て粕をつけたものを海中に投げ込み、一定時間内（た

いていは砂時計による計量）にどのくらいの結び日が船外に出て行くかを数えることで算

出した。この方法で得られるのは、せいぜい推測にすぎず、正確さや精密さは望むべくも

ないのだが、それでも頻繁に用いられた方法であることは、現在でも航行記録をログ、航

行速度をノットと呼ぶことからもわかるだろう。この方法は航程を推測することから「推

測航法」と呼ばれているが、英語ではdeduced reckoningがなまってdead reckoning と呼

ぶようになったという説が有力視されている。この航海術が、『白鯨』の第一二五章で、「紐

つき側程器」と記されているものの正体である。

　推測航法より正確な経度確定は、時差を応用するものであった。地球は二四時間で自転

するのだから、ある地点の位置を知るためには、基準地との時差がわかれば、簡単に計算

でわりだすことができる（ちなみに、グリニッジを標準時とするのは慣習に過ぎず、理論

上は経度が既に確定されているところならどこでも基準点となりえる）。もし時差が一時間
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ならば、両地点は経度で十五度西か東に離れていることになるし、二時間ならば三〇度と

いうことになる。けれども、この方法は言うは易く行うに難いものだった。出発地の時刻

を船上で保持できる正確な時計（クロノメター）の発明には、十八世紀まで持たなければ

ならなかった。14

　出発地の時刻を船上で保持することが不可能ならば、他の方策を捜さなければならない。

そこで登場したのが、地球上の二地点で同時観測が可能な天文現象を「標準時」として使

う着想である。たとえば、プトレマイオスは月食を提唱し、たとえば月食をアレクサンド

リアとジブラルタルで観測すれば、それぞれの現地時間を比較することによって、両地点

の経度の違いがわかることを示唆している。また、ガリレオは自作の望遠鏡で見つけた木

星の四衛星を使い、それらが木星に対して作る衛星食を基準点とすることを推奨している。

けれども、この天体食観測による経度確定は、推測航法よりははるかにましであるにして

も、問題の解決にはほど遠いものだった。天体食は頻繁に起きる現象ではないし、観察す

るには遠すぎた。いつ天体食に入ったのかを的確に判断し正確に観測することは、望遠鏡

の精度から考えても無理な注文だったし、現地時間の確定も、厳密とはいいかねる時計で

はあてにならなかった。

　そこで、太陰距離(lunar distance)と呼ばれる方法が登場する。これは、月と任意の星

が形成する角度を四分儀によって測り（図４）、その結果を既に経度が確定されている場所

でのデータと比べ、数式に当てはめて計算し、現在の位置を知るというものである。この

基準点として天体観測をするために一六七五年に設置されたのがグリニッジ天文台であり、

その任務のひとつは経度表として使える航海暦(nautical almanac)の発行だった。とは

いえ、これもまた容易ならざる問題を孕んでいた。いくら慣れで熟達するとはいえ、揺れ

る船上で四分儀を扱うのは面倒だったし、計算式は煩雑で一般船員には手におえなかった。

ちょっとした観測や計算のミスが、とんでもない誤差を生んで、難破事故や失踪事件の原

因となった。

　以上のような航海器機の発展の歴史は、『白鯨』の最後の部分、モービイ･ディック追撃

に新しい見方を提供するだろう。というのも、ピーコッド船上では明らかに航海器機は、

歴史上の発展過程とは反対に、逆行して昔のそれへと回帰し遡行していくからである。 15

ピーコッド号にクロノメターがないのは、さほど不思議なことではない。この高価な最新

器機は、国家が装備してくれる海軍とは異なり、商船や捕鯨船では船長個人の所有物と考

えられていたから、「なしですます」ことも可能だった。ことに、捕鯨から最大収益を上げ
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ようとする船主や株主は、捕鯨船に最低限の装備をすることさえ渋った。けれども、この

知識をメルヴィルが持っていたことは、『ピエール』の挿話、プロティナス･プリンリモン

のパンフレット『クロノメトリカルズとホロロジカルズ』でも明らかだろう。また、『白鯨』

でもただ一箇所、第二六章「騎士と従者」でスターバックの気質のたとえとして登場して

いる（一一五）。比喩であるとはいえ、他の航海機器が紹介される前、いちばん最初にクロ

ノメターに言及されていることは、明記しておく必要があるだろう。

　実際、『白鯨』には、地図や海図にまつわる比喩が見られる。たとえば、クイークェッグ

の出身島は「どんな地図にも載っていない。真の場所は地図には載らないものだ」（五五）

とされている。また、エイハブが皺になった海図の空白部分に何本もの線や航路を書きこ

むと、彼の額の深く刻まれた海図状の皺にも「見えない鉛筆が線や航路を引く」（一九八）。

あるいはまた、鯨捕りがたまさか山の背に見る鯨の似姿は、ソロモン諸島のように「まだ

位置の確定ができていない」（二七一）から、いったん眼を離すと見つからなくなってしま

うとされる。にもかかわらず、ピーコッド号の正確な位置を経度と緯度で示す描写は皆無

といって差し支えない。たとえその位置が示されるとしても、せいぜい大体の地域が示さ

れるか、近くの島によって示唆されるだけである。

　経度にいたっては、緯度と組み合わせて比喩の中で使われているだけであり、ピーコッ

ド号の位置とは直接の関係はない。たとえば、第四四章「海図」の註で示唆されている海

域を「緯度五度ごと経度五度ごと」に区切ったクジラ分布図の作成（一九九）、あるいは季

節によって予測可能な鯨漁区の目処としての「緯度または経度」（二〇〇）、前述した山の

背に鯨の似姿を再発見するために必要な立ち位置確認のための「緯度と経度」（二七一）、

ュングフラウ号との漫遊を稀有なものとする比喩「どれほど緯度と経度がへだたっていよ

うと」（三五一）などである。確かに、エイハブがモービィ・ディックによって傷つけられ

た「緯度と経度」に辿りついたことが第一三〇章「帽子」の冒頭で示されるが、具体的数

字は示されない（五三六）。また鯨が呼吸のため再浮上する位置を「緯度や経度」にいたる

まで正確に推測してみても、この推測は風と海の状況によって左右されてしまうとされて

いる（五五六）。

　これに対して、緯度の計算は、ピーコッド号では毎日の習慣となっている。エイハブは、

正午に四分儀を使って太陽の高度を図り、義足の上部にとりつけたメダル状の図表をたよ

引こ、計算で割り出している（一四九）。第一一八章「四分儀」では、四分儀を使って経度

をわりだす毎日の儀式が捕かれている（五〇〇－○一）。
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　ここでは、ことにメダル状の図表が義足の上部にとりつけられていることに注目してみ

よう。エイハブの義足は、一方で、モービィ･ディック探索の原因となっている。というの

も、エイハブの片脚は、ピーレグ船長によれば、「途方もねえマッコウ」（七二）にとられ

てしまったからだ。義足はまた、他方で、モービィ･ディック解体という復讐の目的を示唆

するものとなる。というのも、それが「磨き上げられたマッコウクジラのあごの骨から作

られた」ものだからだ（一二四）。こうして、ピーコッド号の位置確定は、その計算図表が

義足にとりつけられていることによって、モービィ･ディック追撃の原因と目的と密接に結

びついていく。

　ところで、ピーコッド号で緯度確定に用いられているのが四分儀であり、その発展形態

の八分儀でも六分儀でもないことにも、注意しておく必要があるだろう。四分儀（図5a）

の歴史は古く、プトレマイオスまでさかのぼる。八分儀（図5b）は、ジョン･ハドレーに

よって一七三一年の『フィロソフィカル・トランザクションズ』に報告され、一七五〇年

には一般に用いられるようになり、十九世紀の終わりまで使われている（「ハドレーの四分

儀」と呼ばれているものは、実は八分儀である）。また、より精密度を増した発展形態であ

る六分儀（図5c）は、一七七〇年頃には船上で使われるようになり、一八○○年以降はさ

かんに生産されるようになっていたのだが、値段が高かったため一般には広まらず、かわ

引こ古い形態である四分儀や八分儀が残った。メルヴィル自身、『マーディ』の第二九章（九

三）で四分儀と六分儀を使い分けていることから、ピーコッド号には意図的に旧式の航海

器機が装備されているといえよう。 16

　以上のように航海器機の歴史を参照して『白鯨』テクストの詳細を検討すれば、第一一

三章での四分儀破壊は、ローギンが言うような「科学的機械によって航行することを拒否

する」（一三八）以上の別の大きな意味を帯びてくるだろう。当時の航海器機の最先端クロ

ノメターも最新式六分儀も持ち合わせていない「老朽船」ピーコッド号は、旧来の四分儀

による太陽観測で緯度の計算をして大体の位置を割り出していたが、その四分儀を破壊す

ることによって、「紐つき側程器」による推測航法での航海を余儀なくされる。この航海術、

すなわちデッド･レコニングが、その後のピーコッド号の運命を予告するものとなることは

明らかだろう。しかも、この紐つき側程器は、海中に投げ込んだとたん、紐が切れてしま

うのだ（五二一）。もはや位置の確定が不可能となったピーコッド号は、自力で航路を決定

することもままならない。

　しかしながら、航海器機の遡行は、ここにとどまらない。第三五章の「カラスの巣」エ
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ピソードが示すように、ピーコッド号には羅針儀磁石の局部引力（船上の鉄製品によって

羅針盤の針が影響をうけること）を修正する器機は備え付けられていない（一五七）。した

がって、第一二四章「羅針」で、雷によって磁石が狂ってしまうことは、致命的欠陥とな

る（五一七）。たとえエイハブが自前の羅針を調達したとしても、航海の危うさ危なさが軽

減されることはない。こうして、ピーコッド号は、「やつはまったく磁石だ!」（四四一）と

いうエイハブの叫びに象徴されるように、モービィ･ディックによって先導されていく。す

でに四分儀破壊によって天体観測による航行も不可能であり、いまや羅針儀すら機能しな

いばかりか、翌日には紐つき測程器の紐も切れてしまう事態に、ピーコッド号はモービィ・

ディックの磁力の支配に抗しようもないのだ。

その最終的な富谷と百街寇へと、ピーこ==1ッド号は航海術の歴史を遡っていく。船の名

前が「今では古代メディア人のように絶滅した、マサチューセッツ・インディアンの高名な

部族」（六九）のそれであったように、その航海は過去への回帰をともなった死出の旅とな

る。この意味で、ピーコッドの航跡を追うことは、とりもなおさず、「クジラ漁の始まった

ころ（tｈｅearlier days of the sperm whale fishery)」（一八二）へと我々を連れ戻す回帰と

遡行の行程なのである。

３

　さて、以上のようにピーコッド号の航海器機が歴史上の発展に逆行して過去の航海術へ

と遡行していくならば、その航路をいま現在の世界地図に投影して云々するだけでは不充

分だろう。実のところ、この時代に書かれた多くの捕鯨航海記には、沿岸探検や新島の発

見・消失とその追認が記録されている。たとえば、『白鯨』第五七章では、メンダーニヤが

一五六八年に発見し、フィゲロアが記録しているソロモン諸島は、「まだ未発見のまま」（二

七一）であること述べられている。それらが再発見され宣教師たちがおくりこまれるのは、

一九世紀後半のことである。

　また、エドガー･アラン･ポウの『アーサー・ゴードン・ピムの物語』（一八三八年）でピ

ムたちが海上を捜索するオーロラ諸島は、発見と消失を繰り返している。それらは、まず

一七六二年にスペイン船オーロラ号によってフォークランド諸島の東に発見され、一七九

〇年と一七九四年に存在が確認されている。けれども、その後、誰にも見つけられないま

ま姿をしてしまう。けれども、その位置は海図上で一八七〇年代まで記載されていたし、
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何とまた一八五六年に発見されるのだ。もちろん、それらが存在しないことは、今となっ

ては明らかである。 17この間にも、『南極への航海』（一八二七年）を書いたイギリス人捕鯨

船長ジェームズ･ウェデルはオーロラ諸島の探索に失敗したことを記しているし、『四つの

航海』（一八三二年）のベンジャミン・モレルも、『世界一周旅行』（一八三三年）のエドモ

ンド・ファンニングも失敗したことを書き残している。 18

　さらには、ウェデルやモレルがオーロラ諸島の存在の典拠としたものが、一八〇九年の

　「マドリッド水界地理学会」会報での発見報告であることにも、注意しておこう。という

のも、実はこの学会と会報自体が虚構であった可能性も、否定できないからだ。ちなみに、

スペイン国立図書館には、いずれの資料も存在していない。 19しかも、「南海のほら吹き男

爵」の異名を持つモレルが、どのくらい信用できるのかという問題も残っている。また、

モレルの「手記」は、その出版社ハーバー兄弟社の意向によって、サミュエル･ウッドワー

スが代作したものだということもわかっている。おまけに、彼の四番目の航海に同行した

妻アビー・ジェーン･モレルの『旅行記』（一八三三年）にいたっては、女性読者を想定し

ていたにもかかわらず、サミュエル･Ｌ・ナップ大佐によって代作されるというジェンダー

転換がおこっている。 2oオーロラ諸島にまつわるこれらの挿話は、あたかも「事実」のみを

書いていると想定される旅行記も、実はかなり信憑性を疑われるものであったことを例示

するだろう。

　あるいは、一八三八年から一八四二年のチャールズ・ウィルクス指揮による合衆国探検隊

　(U. S. Exploring Expedition、通称Ex ＥＸ）をとりあげてもいいだろう。この探検航海は、

明らかに拡張主義の使命（ことに捕鯨基地確保）を視野にいれたものだったが、その大き

な目的のひとつは、海図および内陸探検に必要な地図の整備にほかならない（図6a）。 21

スミソニアン博物館編の『威風堂々の航海者たち』によれば、ウィルクスに与えられた指

令は「あやふやな島や浅瀬の存在を確固とする」（一六九）ことであった。また、海図作成

に細心の注意を払ったにもかかわらず、サンフアン島（現ワシントン州北西部）付近に記

されている「ゴードン島」と「アドルフ島」は、一八五三年の調査で「存在しない」こと

が確認されている（図６ｂ）。つまりは、領土拡張の基盤となる地図ですら完備されていな

かったことになるだろう。　しかも、デイヴィド・マクゴニアとリン・ウッドワースの『南

極』によれば（四〇七）、ウィルクスは「故意についた嘘」によって軍法会議にかけられて

いる（重罪には問われなかった）。大量の人員と多額の税金をつかい、国家の威信をかけた

探検であったにもかかわらず、エクス･エクスの報告は、その信憑性を問われることになっ
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たのだ。ウィルクスに代表されるこの時代の「アメリカ拡張主義」も、事実や詳細を取り

上げてみれば、不確かで匝しげな情報によってなりたっていたことになる。

　しかも、そもそもこの探検航海の必要性を政府に陳情したのが、ジェレマイア・Ｎ・レ

イノルズであったことも特記に値するだろう。このレイノルズ（ウィルクス探検隊に参加

したウィリアム･レイノルズとは無関係）は、今ではポウの『ピム』との関連で言及される

以外に思い出されることはほとんどないが、当時はちょっとした有名人だった。というの

も、彼は自ら参加した世界一周旅行の記録『合衆国フリゲート船ポトマック号の航海』（一

八三五年）の著者として知られていただけではなく、翌年には下院議会で演説を許される

ほど熱心な「シムズの穴」の信奉者であったからある。　レイノルズの提案した合衆国探検

隊の目的のひとつは、南極海域の調査だったが、それは、何と、この穴を探しに行くこと

を意味していた。 22

　「シムズの穴」を提唱したのは、一八一二年戦争の英雄ジョン･クリーヴ・シムズだったが、

彼によると、地球の両極には大きな穴が通じており、その穴には地中人が住んでいる。だ

から、北極あるいは南極探検、というわけだ（図７ａ）。シムズ自身、自説を携えそのころ

各地に誕生していた講演会を廻ったし、そのための地球儀も作られていた（図７ｂ）。また、

一八二〇年には、アダム･シーボーン船長の手になる『シムソニア』なる「航海記」までが

出版されるにいたった。今では、この「人類初の男の名」を持ち「海で生まれた」ことを

誇示する怪しげな名前の船長は、実はシムズと特定されているし、この説もまた噴飯もの

と笑えもしようが、その当時には両極地方の精密な地図さえなかったことを考えれば、こ

れを単なる法螺話と片付けるだけでは不充分だろう。 23

　あるいはまた、白鯨』の「抜粋」に登場し、捕鯨の資料を提供した『極地報告』（一八二

〇年）の執筆者スコーズビーが、一八二三年に出版した『北洋捕鯨』から二葉の地図を比

較してみよう。最初の地図（図８ａ）が一八二二年の探検の結果を示す海岸線の地図で、

この地図（四角で囲った部分）をグリーンランド全体の地図に組み込んだのが次の地図（図

８ｂ）である。 24もちろんスコーズビーは鯨捕りであって地図製作者ではなかったことを割

り引かなければならないのだが、それにしても海岸線でさえ途切れ途切れ、内陸部はまっ

たく白紙のままとなっていることに注意を喚起しておく必要があるだろう。ことほどさよ

うに島が発見され消失し再発見され再消失し、海岸線でさえその輪郭を把握できていない

としたならば、利益最優先で最低限の装備すらままならない捕鯨船が正確な地図や海図を

装備していたとは考えにくい。
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　しかも、捕鯨船は、明らかに探検隊とは違った地理感覚を持っていたと考えられる。た

とえば、アイヴァン・Ｔ・サンダソンの捕鯨史『クジラを追え』（一九五六年）に収録され

ている興味深い地図を見てみよう。最初の地図（図９ａ）はサンダソン自身の手になるナ

ンタケット捕鯨者の心象地理による大西洋地図（十八世紀末）であり、次の地図（図９ｂ）

もサンダソン自身の手になる、イギリスの有名な捕鯨会社サミュエル・エンダビー社が見た

太平洋の地図（一八二〇年代）となっている。 25この会社は、『白鯨』でモービィ･ディック

に二度会ったと報告するイギリスの捕鯨船の名前でもある（一〇〇～一〇一章）ことから

もわかるように、当時の捕鯨を先導する会社であった。サンダソンの最初の地図では、ナ

ンタケットが下部中央にあり、メルカトール地図での南北がここではやや東よりに逆転し

ている。次の地図では、ホーン岬を巡回した捕鯨船が、メルカトール地図では東西に捕か

れる大西洋を「下っていく」様子が捕かれている。これらの地図を見る限り、捕鯨船の航

路は海上に捕かれたものであり、陸地は目印あるいは中継点にすぎない。

　さて、これらの地図をメルカトール図法による世界地図（図1 a&b)と比較してみれ

ば、その違いは明らかだろう。これらのメルカトール図法の地図が示すのは、すでに緯度

も経度も確定され、海岸線も場所の呼称も定まった（あるいは「定まった」という前提の）

世界である。したがって、この地図に十九世紀前半の捕鯨船の航跡を書き込むことは、と

りもなおさず現在の世界観でピーコッド号を解釈することになるだろう。

　当時の老朽捕鯨船にどのような地図あるいは海図が装備されていたかについては、特定

不可能、あるいはとても難しい。けれども、『白鯨』の第四四章「海図」の冒頭で、エイハ

ブが海図に「これまで空白だった部分に鉛筆で新しい線を引く」（一九八）場面から、少な

くともピーコッド号上にはモービィ・ディック追跡のための海図が存在していたことはわ

かるだろう。とはいえ、その海図に書きこまれる線は、うずたかく積もれた古い献旨b諮を

もとにしたものだ。つまり、ここでの海図は、実際にクジラがいる場所を特定するもので

はなく、書かれた「情報」（その信憑性は問われていない）を転写したものとなっているの

である。

　ところで、この「海図」の章には原註がついていて、『白鯨』出版時に「経度五度緯度五

度ごとに区切った地域」におけるクジラ券赤面表が作成されていることが述べられている

　（一九九）。一八五一年四月十六日号のワシントン国立観測所発行の通達に、モーリー中尉

のクジラ分布図表が「完成されつつある」という記事が掲載されているというのだ。この

通達と思われる文書は、一八五一年五月付国立観測所の「風と潮流の海図に付随した説明
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と航海心得」（ＥｘＤｌａｎａtｉｏｎｓ ａｎｄ ＳａｉｈｎｓDiｒｅｃtｉｏｎｓtｏＡｃｃｏｍｐａｎｙ tｈｅ Ｗｉｎｄａｎｄ Ｃｕｒｒｅｎt

ＣｈａＨｓ)の二〇八ページに掲載されている図表（図10）と思われる。「チャート」は「チ

ャート」でも、海図ではなく統計図表だったわけだ。 26さらには、原註の「モーリー中尉」

の正体はマシュー・フオンテン・モーリーと思われるが、実際の分布図表は、二人のアメ

リカ捕鯨船船長の記録と三人の海軍中尉による統計処理によって作成されている。この図

表から読みとれるのは、統計にとられたクジラが南大西洋上の「西経」に偏っているとい

うことである。もちろん、このクジラ「偏在」が、コッド岬付近から出航した捕鯨船の南

進、さらには海上での経度確定の難しさと無関係ではないことは、自明の理である。

　以上のような事実からわかるのは、一八五〇年代半ばのクジラ情報はとても豊富かつ正

確であったとはいえず、むしろやっと集積されるようになったということだろう。そして、

このような状況から見れば、サンダソン提案になる時代限定・地域限定の捕鯨地図は、き

わめて示唆的だといえる。それは、精密とは言いがたい測量器機によって作られた不正確

な海図を頼りに、経度を確定する器機も持たず、大雑把な位置しか分からないまま、多く

の船が方向を見失い、難破し、最悪の場合には永遠に戻らなかったという時代コンテクス

トである。

　同時代の海難事故のなかで最も有名なのが、一八二〇年十一月二〇日、鯨によって難破

させられた捕鯨船エセックス号だろう。この歴史上の事実は、生還した一等航海士オーウ

ェン・チェイスによって出版され（一八二一年）、『白鯨』のみならず、ポウの『ピム』にも

着想を与えているのだが、その船員たちの漂流は飢えと渇きとの戦いだったのと同時に、

見渡す限り何もない海上をいつ果てるともない試練の旅を続けていく絶望感との戦いでも

あった。皮肉なことに、途中三人の船員たちを残していった島をデューシー島と誤話しな

いでヘンダソン島と正しく認識していれば（両島はほぼ同じ緯度にあるので、経度確定に

誤りがあったことになる）、至近距離にあるピトケアン島（バウンティ号の反乱者たちが棲

みついた島）にたどりつけたかもしれなかった。けれども、もちろん本船から持ち出した

羅針盤と四分儀とナサニエル･バウディッチの『新アメリカ実用航海術』（図11 a&b)だ

けでは正確な位置確定は不可能だったし（実際には一六〇キロ近くずれていた）、しかもバ

ウディッチの『実用航海術』には肝心のピトケアン島は記載されていなかった（どこが「実

用」なのかという疑問が残らないわけではない）。 27

　チェイスらの見た海はまた、ピップの見た「まだ歪んでいない原始の世界に棲息する、

見慣れない影かたちが敵意する」（四一四）海でもあった。それはまた、最初の鯨捕りペル
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セウスの「騎士道的な時代」（三六一）への回帰の旅であり、「真の鯨捕りはイロクオイ族

と同じくらい野蛮である」（二七〇）ことを是認する過去への遡行でもあった。

　したがって、イシュメールが旅立つのは「この水陸からなる球体の三分の二をわがもの

とするナンタケット人」（六四）の港でなくてはならない。そこは、陸上の「国家」という

概念がもはや通用しないか、少なくとも国境線が明確には引かれていない太古の海上世界

へと出帆する地となる。そして、彼の乗り込む船は、老朽船で、しかも絶滅したインディ

アンの名前を持つピーコッド号でなくてはならない。さらには、クジラは哺乳類とする描

写にもかかわらず、「鯨学」でクジラを「魚」に分類することによって、当時最先端のリン

ネやキュヴィエの自然誌への「進行」を回避し、聖書のョナ書へと意図的に回帰していく。

『白鯨』が描いている世界は、原初の鯨捕り物語を再編成することによって成立している。

ナンタケット以外のどこから、あの原初の鯨捕りである赤い肌の男たちが最初にカヌー

に乗って出撃し、レビヤタンを追跡したというのだろうか。そしてまた、ナンタケット

以外のどこから、最初の怖れを知らぬ小さな帆船が出航し［中略］、その船首の先から鈷

を投げつけるような危険を冒したというのだろうか。（ハ）
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Society

(Dallas Southern Methodist UP, 1953), 165･79, John Bryant,“Ｍｏｂｙ-Ｄｉｃｋ ａｓ Revolution” 　Ｔｈｅ

Ｃａｍｂｎｄｓｅ Ｃｏｍｐａｎｉｏｎ tｏ Ｈｅｒｍａｎ ＭｅｌｖｉＵｅ，ed Robert Ｓ Levine (Cambridge Cambridge U只1998)，

65･90, Jay Leyda.　Ｔｈｅ ＭｅｌｖｉＪＪｅ Ｌｏｓ' Ａ Ｄｏｃｕｍｅｎtａｒｖ Ｌｉｆｅ ｏｆ Ｈｅｒｍａｎ Ｍｅｌｖille， 1８1９-１８９Ｌvol l(New

York Cordian,1961), 452メルヴィルと捕鯨については，次の文献を参照した。 HiUway.　ＭｅＪｖｉＩＪｅ ａｎｄ

the Whaか> Thomas Philbrick, “Melville's ‘Best Authorities." Ｎｉｎｅｔｅｅｎtｈ･Centuぴ乃ction 15
(Sept

1960) 171-79, David Jaffe, The Stormy Peね'el and the WbaかSome Origins o/Moby･Dick
(Baltimore"

Port City, 1976); Gill B Gidmark］Ｖｆｆｔｌｎｌｌｅ Ｓｅａ Ｄｉｃtｉｏｎａｒｖ' Ａ　Ｇｌｏｓｓｅｄ Ｃｏｎｃｏｒｄａｎｃｅ ａｎｄ
Ａｎａｌｙｓｉｓ ｏｆ

tｈｅ Ｓｅａ Ｌａｎｓ‘ｕａｓｅ
ｉｎ

Ｍｅｌｖille’ｓ Ｎａｕtｉｃａｌ Ｎｏｖelｓ(Westporf Greenwood, 1982), Wilson Heflin.Ｈｅｒｍａｎ

Melvi裁?'s Whaling Ye∂rs, eds Mary Ｋ Bercaw Edwards and Thomas Farel Heffernan
(Nashville

Vanderbilt UP, 2004)
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　８『白鯨』の無寄港航海を，同し著者になる『タイピー』『マーディ』で描写されている寄港地の異国

情緒との対比で指摘する必要性を示唆したのは，山口答成（高知女子大学）である。ここに記して，謝意

を表する。一八二〇年代から一八四〇年代にかけて，捕鯨記あるいは捕鯨に関係する旅行記は数多く出版

されているが，そのほとんどが航海記録であると同時に，寄港地の異国情緒や風物を伝えるものであり，

またその異国情緒風物を副題に入れることによって「売り物」にしようとしている。しかしながら，異な

る著者が異なる土地の異なる風物を伝えているにもかかわらず，多くは退屈なほど似通っている。

　９クロノメターについては，鷲津浩子『時の娘たち』（南雲堂，二〇〇五年）の参考文献「Ｈ　個別項

目　３　クロノメター・経度の確定」を参照のこと。それ以外の航海器機については，以下の文献を参照

した。 Gerard L’Ｅ Turner.Ｎｉｎｅtｅｅｎtｈ･Ｃ四治ｊｙ Ｓａθ刀�ic Insね･uments (Berkeley & Los Angeles Ｕ of

California p, 1983), William Goetzman,Ｎｅｗ Ｌａｎｄｓ，Ｎｅｗ Ｍｅｎ' Ａｍｅｒｉｃａ ａｎｄ tｈｅ Ｓｅｃｏｎｄ Ｇｒｅａt Ａｇｅ ｏｆ

Ｄｉｓｃｏｖｅｒｙ(New York Viking, 1986), Robert Bud, Deborah Warner & Jean Stephen Jonston, eds ，

Ｉｎｓtｒｕｍｅｎtｓ ｏｆＳｃｉｅｎｃｅ≒ＡｎＨｉｓtｏｒｉｃａｌＥｎｃｙｃｌｏｐｅ山ａ（Ｎｅｗ York and London Garland, 1998); Gerard

L’Ｅ Turnerヽ.Ｓ。ｉｆ＾ｎtｉｆｉｒ.Ｔｎａtｒｕｍａｎtｓ 1５００-1９００゛Ａｎ Ｉｎtｒｏｄｕｃtｉｏｎ(Berkeley & Los Angeles
ｕ of

California Ｐ, 1998), Derek Wilson,Ｔｈｅ Ｃｉｒｃｕｍｎａｖｉｓａtｏｒｓ，ａ Ｈｉｓtｏｒｙ'Ｔｈｅ ＰｉｏｎｅｅｒＶｏｙａｇｅｉ･sWho Set

ｎｆｆａｒｏｕｎｄ tｈｅ Ｇｌｏｂｅ（Ｎｅｗ York- Carroll & Graf,2003);Alan Gurney,Ｃｏｍｐａｓｓ:Ａ Ｓtｏｒｙ ｏｆＥｘｐｌｏｒａtｉｏｎ

ａｚ�Inno回心on (New York and London- Ｗ Ｗ. Norton & Co.,2004），荒俣宏『年表で読む荒俣宏の博物

探検史一一あの珍種この珍種が発見された探検航海を年表で辿る』平凡杜，二〇〇〇年，飯島幸人『航

海技術の歴史物語一帆船から人工衛星まで』　成山堂書店，二〇〇三年。

　lo本稿に使われている図版処理は，杉本裕代（筑波大学大学院生）によるものである。ここに記して，

謝意を表する。地図･海図については，以下の文献を参照した。 John Noble Wilford,Ｔｈｅ Ｍａｐｍａｋｅｉ･ｓ゛ Ｔｈｅ

Ｓtｏｒｖ ｏ｛ tｈｅ Ｇｒｅａt Ｐｉｏｎｅｅｒｓｍ ＣａｒtｏｅrｒａｐｈｙＳｃｏｒｎＡｎtｉｑｕｉtｙ　tｏ　tｈｅＳｐａｃｅ Ａｇｅ(New York Vintage,

1982), Peter Whitfield, ５ｅ Image of the心地/. 20 Centuries of World Maps Rpt. (San Francisco

Oinegrabate Artbooks, 1994）， Ａtlaｓ ｏｆＥｘｐｌｏｒａtｉｏｎ（Ｎｅｗ York° Oxford UP, 1997), Carl Moreland ＆

David Bannister, An titμjθ奮励s, 3rd ed. （Ｌｏｎｄｏｎ Phaidon,1998）･Denis Cosgrove, ed Ｍａｐｐｉｎｇｓ

（Ｌｏｎｄｏｎ Reaktion Books, 1999)', Norman Ｊ Ｗ Thrower,Ｍａｎｓ　＆　Ｃｉｖ.山ｚａtｉｏｎ' Ｃａｒtｏｇｒａｐｈｙ ｍ

Ｃｕltｕｒｅａｎｄ Ｓｏｃｉｅtｙ，　２nded (Chicago ｕ of Chicago P, 1999), David N. Livingstone & Charles W J

Witheｒｓ． Ｇｅｏｇｒａｐｈｙａｎｄ Ｅ�ｌｇｈtｅｎｍｅｎt(Chicago ｕ of Chicago l∃t1999）

　１１ William Scoresbv, Jr,Ｊｏｕｒｎａｌ ｏｆａ Ｖｏｙａｓrｅtｏ tｉｅ Ｎｏｒtｈｅｒｎ Ｗｈａｌｅ･Ｆｉｓl】ｅｌ:ｙ．ＩｎｃｌｕｄｉｎｇＲｅｓｅａｒｃｈｅｓ

ａｎｔｉＤｌｓ。ｖｆｉｎｅｓｏｎ tｈａ Ｅａｓtｅｒｎ Ｃｏａｓt ｏｆ Ｗｅｓt Ｇｒｅｅｎｌａｎｄ.Ｍ‘ａｄｅｍ tｈｅ Ｓｕｍｍｅｒ ｏｆ１８２０，１ｎ tｈｅ Ｓｈｉｐ

Ｂａｍｎ ｏｆＬｉｖｅｒｐｏｏｌ(Edinburgh Archibaold Constable ＆Ｃｏ＆Ｌｏｎｄｏｎ Hurst, Robinson & Co.,1823），

James Weddell, A Ｖｏｖａｓrｅtｏｗａｒｄｓ tｈｅ Ｓｏｕtｈ ＰｏｌｅＰｅｒｆｏｒｍｅｄ ｍ tｈｅ Ｙｅａｒｓ 1８２２-２４， Ｃｏｎtａｉｎｉｎｇａｎ

Ｋｘａｎtｉｒtａtｉｎｎｏｆ tｈｅ ＡｎtａｒｃtｉｃＳｅａ（Ｌｏｎｄｏｎ Longman, Rees, Orme, Brown, and Green, 1825, 2nd ed,

1827, Devon David & Charles Reprints, 1970）

　12鯨学についての文献は，上記（註５）を参照のこと。 Edouard A Stockpole,Ｔｈｅ Ｓｅａ･Ｈｕｎtｅｒｓ* Ｔｈｅ

ｊＶ４・England Whaかmen Dunng･Ｔｗｏ Ｃｅｎ tｕｎｅｓ 1６３５･1８３５(Philadelphia Lippmcott,1953）｡

　13海洋航海の歴史・緯度の確定・経度の確定については，上記（註９）（註10）を参照のこと。

　14クロノメターによらない「出発地の時刻の保持」に関する種々の大胆な提案については，『時の娘た

ち』を参照のこと。

　15口頭発表では，『白鯨』における航海器機の歴史的逆行を「退化」と呼んでいた。それは，単にピー

コッド上の航海器機がしだいに昔のそれへと置き換えられていくことをさしているのであって，ターウィ
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ニズムの｢進化｣の反対概念でも，文化・文明に対する優劣価値判断でもなかった。この概念の定義が曖

昧であり，再定義が必要であることを指摘したのは，佐藤憲一(筑波大学大学院生)である。ここに記し

て，謝意を表す。したがって，本稿では多義に捉えられる｢退化｣を使用することを避け，｢回帰｣ある

いは｢遡行｣と書き改めている。

　16 Herman Melville,Ｍａｒｄｉ，ａｎｄ Ａ　Ｖｏｙａｇｅ　Ｔｈｉtｈｅｒ，eds Harrison Hayford, Hershel Parker ＆Ｇ

Thomas Tanselle (1849, Evanston & Chicago: Northwestern UP & Newberry Library, 1970)

　17南アメリカ沖｢オーロラ諸島｣の発見･消失･再発見･再消失を，エドカー・アラン・ポウの『アーサー・

ゴードン・ピムの物語』との関連で考察したものとしては，次の論文を参照のこと。 Washizu,“Mapping

the Fictitious Venfiability of Testimony ｍ the Antarctic Explorations," Ｒｅtｕｒｎ tｏ Ｐｏｓtｍｏｄｅｒｎｉｓｍ'

Ｔｈｅｏｒｙ－Ｔｒａ ｖｅＪ Ｗｒｉ tｉｎｇ"Ａｕtｏｂｉｏｇｒａｐｈｙ，ed Klaus Stierstrofer (Heidelberg Winter,2005), 23･57(英

文)

　１８ Edmund Fanning, Ｖｏｙａｇｅｓ Ｒｏｕｎｄ tｈｅ Ｗｏｒld; Ｗｉtｈ Ｓｅｌｅｃtｅｄ Ｓｋｅtｃｈｅｓ ｏｆ Ｖｏｙａｇｅｓ tｏ tｈｅ Ｓｏｕtｈ

Ｓｅａｓ， Ｎｏｒtｈ ａｎｄ Ｓｏｕtｈ ＰａｃｉＧｃ Ｏｃｅａｎｓ， （:Ｉｈｍａ，　ｅtｃ， Ｐｅｒｆｏｒｍｅｄ ｕｎｄｅｒ tｈｅ Ｃｏｍｍａｎｄ ａｎｄ Ａｇｅｎｃｙ ｏｆ tｈｅ

Ａｕtｈｏｒ． Alｓｏ， Ｉｎｆｏｒｍａtｉｏｎ Ｒｅｌａtｉｎｇ tｏ Ｉｍｐｏｒtａｎt Ｌａtｅ Ｄｉｓｃｏｖｅｒｉｅｓ'）Ｂｅtｗｅｅｎ tｈｅ Ｙｅａｒｓ 1７９２ ａｎｄ １８３２，

Ｔｏｇｅtｈｅｒ ｗｉtｈ tｈｅ Ｒｅｐｏｒt ｏｆ tｈｅ Ｃｏｍｍａｎｄｅｒ ｏｆ tｈｅ Ｆｉｒｓt Ａｍｅｒｉｃａｎ Ｅｘｐｌｏｒｉｎｇ Ｅｘｐｅｄｉtｉｏｎ， Ｐａtｒｏｎｉｓｅｄ

ｂｙ tｈｅ Ｕｎｉtｅｄ Ｓtａtｅｓ Ｇｏｖｅｒｎｍｅｎt， ｉｎ　tｉｅ Ｂｒｉｇｓ Ｓｅｒａｐｈ ａｎｄ Ａｎｎａｗａｎ， tｏ tｈｅ Ｓｏｕtｈｅｒｎ Ｈｅｍｉｓｐｈｅｒｅ

(Ｎｅｗ York Collins & Hannay, 1833, Upper Saddle River Gregg, 1970), 428-30

　19スペイン国立図書館での検索は，レオナルド・デ・アリサバラガ・イ・プラド(Leonardo de

Arrizabalaga ｙ Prado)

氏によるものである。ここに記して，謝意を表す。

　２ｏ Benjamin Morrell (ghostwritten by Samuel Ｗｏｏｄｗｏｒth)，Ａ Ｎａｒｒａtｉｖｅ ｏｆ Ｆｏｕｉ･Ｖｏｙａｇｅｓ，　tｏ tｈｅ

Ｓｏｕtｈ Ｓｅａ， Ｎｏｒtｈ ａｎｄ Ｓｏｕtｈ Ｐａｃｉｆｉｃ Ｏｃｅａｎ， Ｃｈｉｎｅｓｅ Ｓｅａ， Ｅtｈｉｏｐｉｃ ａｎｄ Ｓｏｕtｈｅｒｎ Ａtｌａｎtｉｃ Ｏｃｅａｎ，

Ｉｎｄｉａｎ ａｎｄ Ａｎtａｒｃtｉｃ Ｏｃｅａｎ， 脊ｏｍ tｈｅ Ｙｅａｒ １８２２ tｏ １８３１， Ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ" Ｃｒｉtｉｃａｌ Ｓｕｒｖｅｙｓ ｏｆ Ｃｏａｓtｓ ａｎｄ

Ｉｓｌａｎｄｓ，　ｗｉtｈ Ｓａｉｌｉｎｇ Ｄｉｒｅｃtｉｏｎｓ， ａｎｄ ａｎ Ａｃｃｏｕｎt ｏｆ Ｓｏｍｅ Ｎｅｗ ａｎｄ Ｖａｌｕａｂｌｅ Ｄｉｓｃｏｖｅｒｉｅｓ， Ｉｎｃｌｕｄｉｎｇ

tｈｅ Ｍａｓｓａｃｒｅ Ｉｓｌａｎｄｓ， Ｗｈｅｒｅ Ｔｈｉｒtｅｅｎ ｏｆ tｈｅ Ａｕtｈｏｒ’ｓ Ｃｒｅｗ Ｗｅｒｅ Ｍａｓｓａｃｒｅｄ ａｎｄ Ｅａtｅｎ ｂｙ Ｃａｎｎｉｂａｌｓ，

tｏ Ｗｈｉｃｈ ＩＳ Ｐｒｅｆｉｘｅｄ ａ Ｂｒｉｅｆ Ｓｋｅtｃｈ ｏｆ tｉｅ Ａｕtｈｏｒ’ｓ Ｅａｒlｙ Ｌｉｆｅ(1832, Ann Arbor: UMI, 2004)，Abbｙ

Jane Morrell [ghostwritten by Colonel Samuel Ｌ Knapp], Ｎａｒｒａtｉｖｅ ｏｆ ａ Ｖｏｙａｇｅ tｏ tｈｅ Ｅtｈｉｏｐｉｃ ａｎｄ

Ｓｏｕtｈ Ａtｌａｎtｉｃ Ｏｃｅａｎ， Ｉｎ山ａｎ Ｏｃｅａｎ， Ｃｈｉｎｅｓｅ Ｓｅａ， Ｎｏｒtｈ ａｎｄ Ｓｏｕtｈ ＰａｃｉＧｃ Ｏｃｅａｎ(Ｎｅｗ York J ＆Ｊ

Harper, 1833, Upper Saddle River Gregg Press, 1970)

　21 Ralph E Ehrenberg, John Ａ. Wolter and Charles Ａ Burroughs, “Surveying and Charting the

Pacific Basin," Ｍａｇrｎｉｆｉｃｅｎt Ｖｏｙａｇｅｒｓ' Ｔｈｅ Ｕ Ｓ Ｅｘｐｌｏｒｉｎｇ･Ｅｘｐｅｄｉtｉｏｎ，１８３８･１８４２', eds Herman Ｊ

Viola and Carolyn Margolis (Washington, D Ｃ Smithsonian Institution, 1985), 164･187　ウィルクス

探検隊については，上記の(註７)(註９)にあげたもののほか，以下のものを参照した。 Phihp Ｉ Mitterling,

“The United States Exploring Expedition 1838･1842｡” Ａｍｅｒｉｃａｎｓ ｍ tｈｅ Ａｎtａｒｃtｉｃ ｔｏ 1８４０(Urbana Ｕ

of Illinois Ｐ, 1959. Goezman,Ｎｅｗ Ｌａｎｄｓ， Ｎｅｗ Men, David McGonial and Lynn Woodworth.Ａｎtａｒｃtｉｃ

Ｔｈｅ Ｃｏｍｐｌｅtｅ Ｓtｏｒｙ(Ｌｏｎｄｏｎ: Frances Lincoln, 2003). Nathaniel Philbrick， Ｓｅａ ｏｆ Ｇｌｏｒｙ Ａｍｅｒｉｃａ’ｓ

Ｖｏｙａｇｅ ｏｆ Ｄｉｓｃｏｖｅｒｙ Ｔｈｅ Ｕ Ｓ Ｅｘｐｌｏｒｉｎｇ Ｅｘｐｅｄｉtｉｏｎ， 1８３８-１８４２(New York Harper Collins, 2004)

　22ジェレマイア・レイノルズに関しては，上記(註４)(註５)(註21)のほか，以下の文献を参考に

した。 Jeremiah Ｎ Reynolds, Ｖｏｙａｇｅ ｏｆ tｈｅ Ｕｎｉtｅｄ Ｓtａtｅｓ Ｆｒｉｇａtｅ Ｐｏtｏｍａｃ ｕｎｄｅｒ tｈｅ Ｃｏｍｍａｎｄ ｏｆ

Ｃｏｍｍｏｄｏｒｅ Ｊｏｈｎ Ｄｏｗｎｅｓ， ｄｕｒｉｎｇ tｈｅ Ｃｉｒｃｕｍｎａｖｉｇａtｉｏｎ ｏｆ tｈｅ Ｇｌｏｂｅ， ｉｎ tｈｅ Ｙｅａｒｓ 1831，１８３２，１８３３，
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aｎｄ ｊ８３４; Ｉｎｃｌｕｄｉｎｇａ Ｐａｒtｉｃｕlaｒ Ａｃｃｏｕｎt ｏｆ tｈｅ Ｅｎｇａｇｅｍｅｎt ａt Ｑｕａｌｌａｈ-ＢｓLttｏｏ.　ｏｎ　tｈｅＧｏａｓt ｏｆ

Ｓｕｍａtｒａ）　ｗｉtｈAll tｈｅ ＯｍｃｉａｌＤｏｃｕｍｅｎtｓ Ｒｅｌａtｉｎｇtｏ tｈｅ Ｓａｍｅ(New York, Harper & Brothers, 1835･

Ann Arbor, UMI,2004). Raynolds,Ｐａｃｉｆｉｃ ａｎｄ Ｉｎｄｉａｎ Ｏｃｅａｎｓ ｏｌ; Ｔｈｅ Ｓｏｕtｈ Ｓｅａ Ｓｕｒｖｅｙｉｎｇ-ａｎｄ

ＥｘｖｌｏｎｎｓＥｘｐｅｄｉtｉｏｎＩtｓＩｎｃｅｐtｉｏｎ，Ｐｒｏｇｒｅｓｓ，　ａｎｄ０１リｅｃtｓ(New York Harper & Brothers, 1841, Ann

Arbor UMI,2004）

　23ポウの『ピム』の関連での「シムズの穴」については，次の論文を参照のこと。 Washizu,“Mapping

the Fictitious ”「シムズの穴」については，上記（註９）のほか，以下の文献を参考にした。 Paul Collins,

Ｒａｎｖａｒｄ’ｓＦｏＵｖ Ｔｈｉｒｔｅｅｎ　ＴａｌｅｓｏｆＲｅｎｏｗｎｅｄ Ｏｂｓｃｕｒｉtｙ，Ｆａｍｏｕｓ Ａｎｏｎｙｍｉtｙ，　ａｎｄＲｏttｅｎ Ｌｕｃｋ(New

York- Picador, 2001), 54･70, Captain Adam Seaborn ［pseudonym of Summes],Ｓｙｍｚｏｎｉａ Ａ Ｖｏｙａｇｅｏｆ

Ｄｉｓｃｏｖｅｒｙ（ＮｅｗYork Seymour, 1820, Gainesville Scholars' Facsimiles & Reprints,1965）｡

　24 Scoresby,Ｊｏｕｒｎａｌ ｏｆａ Ｖｂｙａｇrｅtｏ tｉｅ Ｎｏｒtｈｅｒｎ ＷｈａＪｅ･Ｆｉｓｈｅｒｙ，１（図6a) &326 (図6b）｡

　25 Ivan Ｔ Sanderson, 沢辺ｏ・訪ｅ 147Z･ａか(Boston* Little, Brown & Co ,1956), 215 (図7a) & 233 (図

8a）これらのサンダソン地図を再録したのが，森田『鯨と捕鯨の文化史』（一九九四年）と山下『捕鯨』

第二巻（二〇〇四年）である。両者ともそれぞれの改訂を加えているが，基本的にサンダソンの地図を変

えるものではない。たとえば，森田の図版は，（図７ｂ＆図８ｂ）で示したものであり（六六＆八五）。

山下の図版は（図７ｃ＆図８ｃ）である（二五＆四九）。この日本語資料が原典のサンタソンと違うのは，

原典を「踏襲」しながらも，イデオロギー色の強い解釈をうちだしている点である。たとえば，森田によ

ればナンタケット捕鯨者の心象地図は「捕鯨船団の拡張運動」（八三）をあらわすものであり，山下によ

れば捕鯨船は人種差別（二二）と「搾取のシステム」（七七）の場である。確かに捕鯨文化史や捕鯨経済

学の見地からは，そのような解釈も可能だろうが，それを『白鯨』というテクストに無批判にあてはめる

ことはできないだろう。既述のとおり，『白鯨』にはむしろそのような解釈を転覆させる装置が施されて

いるからである。

　26この「クジラ分布図表」についての情報は，すべて吉田恭子（慶唐義塾大学）の調査による。驚く

べき発見も，「チャート」の現物も，彼女の協力なくしては叶わぬ夢であった。ここに特記して，厚い謝

意を表す。出典National Observatory, “Notice to Whalemen," Ｅｘｐｌａｎａtｉｏｎｓａｎｄ ＳａｉｌｉｎｇＤｉｒｅｃtｉｏｎｓtｏ

Accompaμy the Wind and Curi四回:＾’ｂａｒtｓ(Washington,1851), 207･208

　27　「エセックス号」については，上記の（註５）にあげた捕鯨の歴史関係のほか，以下の文献を参照

した。 Owen Chase,Ｔｈｅ Ｗｒｅｃｋ ｏｆ　tｈｅＷｈａｌｅｓｈｉｐEssex■ Ａ ＮａｒｒａtｉｖｅＡｃｃｏｕｎt bｙ Ｏｗｅｎ Ｃｈａｓｅ，Ｆｉｒｓt

Mate, ed　Lola Haverstick & Betty Shepard (1821, San Diego° Harcourt Brace, 1993）;Ｔｈｏｍａ８

Nickerson, Owen Chase and Otheｒｓ．　Ｔｈｅ Ｌｏｓｓ ｏｆ tｈｅ Ｓｈｉｐ Ｅｓｓｅｘ，Ｓｕｎｋ ｂｙ ａ Ｗｈａｌｅ，eds Nathaniel

Philbrick & Thomas Philbrick （Ｎｅｗ York Oenguin, 2000), Nathaniel Philbrick.Tn tｈｅ Ｈｅａｒt ｏｆ tｈｅ

Ｓｅａ’Ｔｈｅ Ｔｒａｇｅｄｙｏｆtｈｅ ＷｈａｌｅｓｈｉｐＥｓｓｅｘ（Ｎｅｗ York Penguin, 2000）［ナサニエル･フィルブリック，

相原真理子訳『復讐する海』（集英社，2003年）］。
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　(図la) Melville's Voyages, 1841-1844.[Herman Melville, Moby-L:万ｃｋ．ed.Hershel

Parker & Harrison Hayford (New York: Norton, 2002), inset]

(図1b) ピーコッド号の航跡。 ［ハ木敏雄訳『白鯨』（岩波書店、2004年）、挿画。］
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[J E.D Williams, Ｆｒｏｍ Ｓａｉｌｓtｏ Ｓａtellitｅｓ　Ｔｈｅ Ｏｒｉｇｉｎａｎｄ Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎt

ｏｆＮａｖｉｇａtｉｏｎ�Ｓｃｉｅｎｃｅ(Ｏｘfoｒｄ ＯＸ丘)ｒd University Press, 1994), 33].
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四分汲六分鳴八分汲による太陰R･mm,r.　堤防物ｇ度計測

図４ Peter Apian，　Ｉｎtｒｏｄｕｃtｉｏ ＧｅｏｇｒａｐｈｉｃａＰｅtｒi Ａｐｉａｎｉ　ｍ

ﾌ:λﾌ回心ssimas lﾝ沁･men Anne池沢旨万死孔嗚咽ble page.［William Ｊ.

Ｈ　Andre we s　ed， 　Ｔｈｅ Ｑｕｅｓt　ｆｏｒ Ｌｏｎｇｉtｕｄｅ(Cambridge

Collection of Historical Scientific Instruments, 1996), 151.］

図5C　六分倶（1790今頃J

図５ａ Twelve-inch astronomical quadrant

　　by John Bird, ｃ　1767. Science &

　　Society　Picture　Library　　［Robert

　　Bud　and　Deborah　Jean　Warner,

　　Ｉｎｓtｒｕｍｅｎtｓ　　ｏｆ　　Ｓｃｉｅｎｃｅ-　　Ａｎ

　　ＨｉｓtｏｒｉｃａｌＥｎｃｙｃｌｏｐｅｄｉａ（Ｎｅｗ York:

　　Garland,1998), 502］

図5b Trade card, depicting an octant ｍ

　　use by Ｒ. Rust, Ｃ 1783. Science &

　　Society　Picture　Library.　［Ibid ，

　　420.］

図5c Sextant by Troughton,

　with double-frame　design, c.　1790.

　Science　＆　Society　Picture　Library

　［Ibid., 531］



図6a Ralph E Ehrenbeig, John Ａ Wolter and Charles Ａ Burroughs, “Suiveying and Charting the Pacific Basin,”

ＭａｇｎｉｆｉｃｅｎtＶｏｙａｇｅｒｓＴｈｅ　Ｕ Ｓ ＥｘｐｌｏｒｉｎｇＥｘｐｅｄｉむｉｏｎ．1８３８-１８４２，　edsHerman Ｊ Viola and Caiolyn Mai golis

(Washington, D Ｃ　Smithsonian Institution, 1985), 177
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図6b Ralph E　Ehrenberg, John Ａ Wolter and Charles Ａ Burroughs, '‘Suiveying and Charting the Pacific Basin,”
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(Washington, D Ｃ　Smithsonian Institution, 1985), 173
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図８ｂＡ map of Greenland including the recent surveys and discoveries made ｍ the

ship Baffin ｍ the summer of 1822 「Ibid.,326」
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図８ａ　Ａ chart of original surveys and discoveries made on the east coast of Greenland

ｍ the ship Baffin of Liverpool when on ａ whaling voyage ｍ the summer of 1822

[William Score sby，　t5ｒ，Ｊｏｕｒｎａｌｏｆａ Ｖｏｙａｇｅ£ｏtｈｅＮｏｒtｈｅｒｎ Ｗｈａｌｅ-Ｆｉｓｈｅｒｙ(Edinburgh

Archibald Constable ＆Ｃｏ＆Ｌｏｎｄｏｎ Hurst, Robinson & Co ,1823)，1]
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図　９ａ　The　Central　Atlantic, as　　Seen　by　tl

Nantucketers　［Ivan Ｔ. Sanderson, Follow the Wha

（ＢｏｓtｏｎLittle,Brown & Co ,1956), 215］

図9bナンタケット捕鯨者の心象地理

による大西洋。［森田勝昭『鯨と捕鯨の

文化史』（名古屋大学出版局、1994年）、

66。］

Map ６ The Central At＼・ntfcasSぶi
　MiHc、 ＭＳ函cd Mcrcator

、¨｀　。こに*v,^　　。、４

乱

召昌

ナソタケタト捕鯨者の心象地理による大西洋
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　　「アメリカ」を輸出する国アメリカ

ー－一知識の枠組みとしてのアメリカ研究-一一

宮本　陽一郎

　アメリカ研究という学の成立と冷戦とのあいだには、やや不気味

な同時代性が存在する。とりわけイラク戦争以降、アメリカ合衆国

の覇権主義とそして「アメリカ」のグローバルな拡張に対し意識的

ならざるをえなくなった現在、アメリカ研究者の研究対象としての

「アメリカ」が、どのような歴史的政治的背景のもとに創出された

かは、無関心でいることの出来ない問題である。アメリカ研究の世

界輸出の嘆矢といえる第一回ザルツプルク・セミナーが開催された

のは一九四七年、つまりウィンストン・チャーチルガ「鉄のカーテ

ン」演説を行った翌年のことである。最初でそしてある意味では最

後の決定版のアメリカ文学史であるロバート・スピラーらの『合衆

国文学史』が刊行されたのが一九四八年、これはトルーマン・　ドク

トリンが冷戦の始まりを宣言した翌年にあたる。そして今日に至る

までアメリカ研究の中枢である学会アメリカン・スタディーズ・ア

ソシエーションが機関誌『アメリカン・クォータリー』を創刊する

のは一九四九年、朝鮮戦争勃発の前年である。冷戦とアメリカ研究

１
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の共謀関係を疑うべき状況証拠は枚挙にいとまがない。

　初期アメリカ研究と冷戦イデオロギーのあいだの関係性は、ある

種のスキャンダルのように暴露されたりあるいは隠蔽されたりして

きた。昨今のアメリカ批判という文脈のなかでのアメリカ研究の危

機を概観したジョージ・　リプシッツの『危機の時代におけるアメリ

カ研究』（二〇〇一年）が、第一章のエピグラフとして「冷戦は単に

超大国の対決が広範な政治的影響を及ぼしたというだけではない。

冷戦は知の形態でありまた世界の認識論的構造でもあった」という

キャサリン・ヴァーデリーの言葉を引用しながら、しかしアメリカ

研究という「知の形態」と冷戦とのあいだの関係性をほとんど解明

せずに終わっているのは象徴的である。　ドナルド・ピースを筆頭と

するいわゆる「ニュー・アメリカニスト」たちが、従来のアメリカ

研究の限界を鋭く批判し、さらに「アメリカ」という知の枠組みそ

のものの脱構築を図ろうとするとき、冷戦期のアメリカ研究の成立

過程そのものが問い直されることは必然といわねばならない。ピー

スとロピン・ウィグマンの編集になる大規模な論文集『アメリカ研

究の未来』（二〇〇二年）においては、アメリカ研究が冷戦時代のア

メリカ例外主義のプロパガンダとしての役割を果たしたということ

が、すでに前提化されている。ここに収められたジェイン・ラダウ

ェイの論文｢いかなる名の下に？｣は、｢多くの人が指摘するように、

２



……アメリカン・スタディーズ・アソシエーションは、合衆国に関

して何が例外的であるかを広めようとする願望を生み出した冷戦状

況によって作り上げられた」( Radaway 47 ）と、何の注記も施すこ

となく断定してしまう。

　もっぱら状況証拠によって冷戦の共犯者と断定された観のある初

期アメリカ研究について、その当事者たちから弁護の声があがるの

も、ある意味では当然である。アメリカ研究の成立の生き証人の一

人ともいえるレオ・マークスは、「アメリカ研究の〈原＞理論を復元

する」（二〇〇五年）において、ピースらの批判に反論する論陣を張

る。マークスはこの論文のなかで、アメリカ研究の起源を冷戦イデ

オロギーに遡る言説を真っ向から否定し、むしろ一九三〇年代のス

ペイン市民戦争期におけるアメリカ左翼知識人たちの思想にその起

源を求めている。マークスにとってニュー・アメリカニストたちの

「アメリカ」批判としてのアメリカ研究は、一九三〇年代の原点を

補完するものであれ、覆すものではまったくない。マークスは、そ

れゆえにアメリカ研究というプロジェクトは現在においても、ある

いは現在においてこそ有効であると結論づける。

　アメリカ研究という「知の形態」と冷戦イデオロギーをめぐるこ

うした論争は、アメリカ研究の歴史をいかなる時代枠で捉えるかに

よって左右される。ニュー・アメリカニストたちは冷戦期に注目し、

３



いっぽうアメリカ研究を擁護する陣営は人民戦線期に目を向ける。

本章が注目するのは、この論争から奇妙に欠落した第二次世界大戦

期のアメリカ研究の展開である。この時期のアメリカ研究およびア

メリカ文学研究の代表者たちの思弁のなかで、いかにして輸出可能

な「アメリカ」が構築されていったか、そして人民戦線期の左翼思

想と冷戦期のアメリカニズムが、いかに橋渡しされていったｶヽを本

章は明らかにする。

アーチポルド マクリーシュー－一人民戦線から愛国主義へ

アメリカ研究の起源を一九三〇年代の反ファシズム人民戦線に求

めるというレオ・マークスの議論は、少なくともアメリカ研究の創

始者たちの思想的背景という点では、十分な説得力を持っている。

マークスが在籍した当時のハーヴァードにあっては、公然と左翼と

しての信条を表明していたグランヴィル・ヒックス、ダニエル・プ

ーアスティン、F・ ○・マシッセンのみならず、英文科と歴史学科の

最も穏健な学者たち（ハワード・マムフォード・ジョーンズ、ルパ

ート・マードック、アーサー・シュレジンジャー・ジュニア）や、

大学院生およびインストラクターたち（ダニエル・アーロン、エド

マンド・モーガン、ヘンリー・ナッシュ・スミス）でさえ「左寄り

のニューディーラーだった」( 125)とマークスは証言する．

４
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　しかし同時にマークスの論は、一九三〇年代左翼からアメリカ研

究へという道のりが決して平坦ではなかったことも、浮き彫りにす

る。つまりアメリカ人によるアメリカ研究が多少なりとも含意せざ

るをえないナショナリズムは、三〇年代左翼思想と単純に相容れる

ものではなかったのである。

［一九三〇年代］に文化戦線の立場を貫いた人々はゝ　　･････｡ほかの

どの時代のアメリカ人にも増してラディカルな平等主義の信奉者

だった。今日から振り返って考えるならば、こうした姿勢は文化

的ナショナリズムの表れととられてもしかたがあるまい。ただし

私たち自身は、そのようには捉えていなかったというだけのこと

である。私たちの一九三〇年代の語彙のなｶヽにあっては、ナショ

ナリズムは反動的な思考パターンであり、外国人嫌悪やファシズ

ムの温床に他ならなかった。私たちの左翼思想はインターナショ

ナリズムだった。(127)

批判の対象であるべきはずだったナショナリズムと左翼思想との接

合、あるいはナショナリズムと反ファシズムとの連携という事態を

もたらした背景は、言うまでもなく第二次世界大戦である。そして

第二次世界大戦のもたらした屈折こそが、アメリカ研究の研究対象

５
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としての「アメリカ」、あるいは冷戦時代の輸出可能なイデアとして

の「アメリカ」を構築するうえで決定的な役割を担うのである。

　マークスの証言が皮肉にも再現している、左翼思想とナショナリ

ズムとのあいだの葛藤は、大戦の勃発の直後に一つの激しい論争と

してかたちを表す。一九四〇年、アーネスト・ヘミングウェイと並

ぶ人民戦線の闘志だった詩人アーチポルド・マクリーシュガ、「無責

任なる者たち（The Irresponsible )」と題する激越な文章を『ネイシ

ョン』誌に発表する。マクリーシュはファシズムと闘うことをため

らう芸術家・知識人たちを、次のように糾弾する。

芸術家たちは芸術しかやらない。あるいは芸術を棚上げにして、

銃を取り戦場に赴く。しかしたとえ戦場にいくにしても、芸術家

としては戦場にいこうとしない。芸術家は闘うものではない。芸

術家の責任一一唯一の責任一一一一は芸術に対するものである。それ以外

に何もない。たとえ芸術そのものが、芸術に携わる可能性そのも

のが、芸術が営まれる国で生きる必要性そのものが危機にさらさ

れようともである○･･･ ･･。 しかしそれでもこうした芸術家たちは、

ことぱという武器を手にとってインテレクチュアルな戦争のバリ

ケードに赴こうとはしないのだ。インテレクチュアルな戦争とは

思想信条を攻撃し、信念を砦で固めることである。それでこそ初

６
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めてこの戦いに勝利することができる。(32-33)

芸術家たちに政治参加を呼びかける論調そのものは、スペイン市民

戦争に赴いた多くの左翼知識人たちの情熱の再現にほかならないが、

しかしマクリーシュはここで言論思想の自由というすべてに優先す

る原則を設定しつつ、それが保証されている「国」を守ること、そ

してそれを脅かす勢力と関うことを呼びかけているのである。

　この文章は同じ年にただちにパンフレットとして刊行され、また

数多くの反応が『ネイション』誌のみならずさまざまな媒体に寄せ

られ、一大論争を引き起こす。ヴァン・ワイク・プルックスを始め

とする多くの知識人がマクリーシュの呼びかけに賛意を表明した一

方で、意外にもマクリーシュとともにスペイン市民戦争に参戦した

ヘミングウェイや、批評家エドマンド・ウィルソン、そして左翼文

芸誌『パルティザン・　レビュー』のジェイムズ・Ｔ・ファレルらか

ら激しい批判の声が挙ったことは、注目に値する。彼らの目には、

マクリーシュの立場は、国際主義から愛国主義への転向であり、社

会主義革命という理想を放棄して新たな全体主義に道を開く危険な

選択と映ったのである（Ｄｏｎａｌｄｓon336-37)。　言い換えるなら一九

三九年の独ソ不可侵条約によって、反ファシズム人民戦線が左翼知

識人の共通の旗印となりえなくなったあと、マクリーシュはアメリ

７



力を明らかな中心とする西欧世界の防衛という道を主張したのに対

し、マクリーシュを批判した左翼知識人は、これを危険な愛国主義

とみなしたことになる。

　こうした論争は、マクリーシュの「無責任なる者たち」が、スペ

イン市民戦争期の反ファシズム人民戦の延長線上にあるように見え

ながら、じつはそこから一歩踏み出したものであったことを物語る。

つまり「無責任なる者たち」の激越さは、ファシズムに対する怒り

に根ざすものである以上に、ファシズムによって脅かされる「アメ

リカ」を、さらには民主主義、自由主義のイデオロギーと等価にみ

なされる「アメリカ」を発明したことによってもたらされたものな

のである。マクリーシュの「無責任なる者たち」が主張する自由と

民主主義の存亡をｶヽけた「インテレクチュアルな戦争( intellectual

warfare )」という図式は、冷戦の構図を先取りするものにほかなら

ない。

大学と諜報

　マクリーシュの「無責任なる者たち」における主張は、国家と知

識人とのあいだの緊密な連帯にも道を開くことになる。マクリーシ

ュのその後の歩みは、スペイン市民戦争と冷戦とをつなぐさまざま

な経路のうちの一つを、太い実線にしてみせてくれる。フランクリ

８
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ン・Ｄ・ローズヴェルト大統領は、マクリーシュの主張する「イン

テレクチュアルな戦争」の意義を直感的に読み取ったかのように、

マクリーシュを戦時政府のプレーンとして重用する。まずローズヴ

エルトは、議会図書館内部の反対を押し切って、マクリーシュを議

会図書館館長( Librarian of the Ｃｏｎ９「ｅｓｓ」に据え、さらには国務副

長官に抜擢するのである。国務副長官としてマクリーシュはOFF

（事実統計局、The Office of Facts and Figures )なる部局を創設す

る。ナチスのプロパガンダに対抗するために、客観的な事実と統計

を調査し対抗プロパガンダとして広報することを意図したこの部局

は、それ自体としてはきわめて短命に終わるが、歴史的な意義は大

きい。OFFは、一九四二年に組織されるＯＷＫ戦時情報局、The Office

of War Information )の母体となり、未曾有の規模における学問・芸

術とプロパガンダそして諜報活動を統合することになる。

　さらにマクリーシュは、一九四一年に組織されるＯＳＳ（戦略情報

局、The Office of strategic Services )の研究調査部( Research and

Analysis Division )の編成にも重要な役割を果たす．言うまでもな

くＯＳＳは、大戦終結後改組されＣＩＡとなるのであり、ここでもマ

クリーシュは冷戦に向けてのアメリカの知の大再編に立ち会うこと

になる。一九四一年七月、マクリーシュは学会の代表者たちを集め

OSSの研究調査部の中心となる人選を行う。合衆国公文書館に残る

９



メモによれば、マクリーシュはＯＳＳの長官となるウィリアム・　ド

ノヴァン将軍および南米の諜報プロパガンダ活動を統括していたネ

ルソン・ロックフェラーと毎日昼食をともにしそこで諜報組織間の

分担協力体制を整備することを提案し、ドノヴァンもこれに合意し

ている。一九四一年十月以降、冷戦時代の原型を作った三人が毎日

情報交換をしていたということになる。図書館と後のＣＩＡという取

り合わせはやや意外ではあるが、ＯＳＳ研究調査部は、発足当初議会

図書館に隣接する建物に設営され、議会図書館の保有する資料を主

な情報源として活動を始めるのである。左翼人民戦線から議会図書

館を経てＯＳＳに至るマクリーシュの足跡は、アメリカの戦前・戦

戦後、そしてそのなかでの文化構造の変容を理解するうえで見

逃すことのできない、いわぱ歴史理解の補助線となっている。

OSSが戦後のアメリカの学術研究に残した影響は、測り知れない

ものがある。アメリカ歴史学会（ＡＨＡ）の戦後の会長のうち八名（コ

ンヤーズ・　リード、ウィリアム・ランガー、バーナドット

ット クレイン・プリントン

アバンク、デイヴィッド

ハーヨ ホルポーン、ジョン

ピンキー、ゴードン

シュミ

・　フェ

クレイグ)、アメリ

力経済学会( American Economics Association )の会長のうち五名

がＯＳＳに在籍している(Katz 203、ｎ. 15)oこれ以外にも、『世紀末

のウィーン』で知られる歴史学者カール・ショースキ、『カリガリか
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らヒットラーまで』の著者ジークフリート・クラカウアー、ワイマ

ールの社会学者フランツ・ノイマン、人類学者のグレゴリー・ペイ

トソン、映画監督ジョン・フォード、そしてケネディー政権のアド

ヴァイザーとなったアーサー・シュレジンジャー・ジュニアガOSS

に加わっている。一方のＯＷＩに目を転じるなら、海外士気分析部

( Foreign Mora le An ａlysis Divisiｏｎ ）という一部署に、ルース・ベ

ネディクト、ジェフリー・ゴアラー、ジョン・エンプリーといった

恐るべき才能が集められる。ルース・ペネディクトは一九四四年か

らＯＷＩの報告書第二五号「日本人の行動パターン」の執筆に着手し、

翌四五年九月十五日に完成する。これを改稿したものが『菊と刀』

（一九四六年）であることは周知の通りである。

　マクリーシュがその出生に立ち会った、ＯＳＳおよびＯＷＩに集っ

た才能を見渡せば、それは戦中の知の総動員であるのみならず、す

でに戦後の知の構築であったことがわかる。『菊と刀』に代表される

ような、ＯＳＳおよびＯＷＩによる敵国文化の総動員態勢による研究

は、地域研究という新たな戦後の学問の形態を生成したのである。

大戦終結後、こうした研究は全米のさまざまな大学で立ち上げられ

た地域研究プログラムに引き継がれ、そして大学の地域研究プログ

ラムは、ＣＩＡおよび国務省と連携しつつ、冷戦時代のアメリカの外

交政策を支えていったのである。
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　マクリーシュがローズヴェルト大統領の委嘱によって編纂した

OFFの報告書『国民への報告一一アメリカの戦争準備』（一九四ニ

年）には、すでに戦後の冷戦の原型がみられる。冊子の中央に見開

きで配された世界地図には、「民主主義の兵器庫」というキャプショ

ンがつけられ、アメリカから世界各地への兵器の輸出が白い矢印で、

世界各地からアメリカヘの原材料の流入が黒い矢印で示される。ま

たこの報告書のかなりの部分を占める戦時の経済政策に関する記述

は、「経済戦争」と題され、さらに「静かなる戦争」という副題が施

されているのは、戦後の「冷たい戦争」を想起させずにはおかず、

象徴的である（Ｕ.S. Dept. of State Foreign Affairs 2 1 ）。そこに示され

た経済政策も、枢軸国に協力的な人物や企業を「ブラックリスト」

化して経済封鎖を行うというもので、冷戦期の「封じ込め政策」を

すでに先取りしている( 24-25 )。ローズヴェルト大統領がこの報告

書を正式に委嘱したのは一九四一年十二月二日、マクリーシュが報

告書を提出したのは一九四二年一月一四日のことである。つまり真

珠湾攻撃と相前後するかたちで、すでに冷戦というパラダイムは構

築されつつあったのである。

科学哲学宗教学会

　マクリーシュのややドン・キホーテ的な戦闘宣言「無責任なる者
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たち」は、第二次世界大戦初期において知識人およびアカデミアの

なかで展開した新たな論題のひとつの切り口とみなされるべきであ

ろう。それはファシズムとの戦いに歴史的政治的な意味を与える枠

組みが模索され

もいえる。

そのなかで冷戦構造が醸成されていくプロセスと

　同じ年に、ユダヤ教のラビであるルイス・フィンケルシュタイン

の呼びかけで、七十九人の知識人たちによって「科学哲学宗教学会」

なる組織が結成され、一九四〇年から一九六八年まで毎年セミナー

を開催する。この学会の正式名称( Conference on Science、

Philoｓophy、and　Religion　and　Their　Relation　to　the　Democratic

Ways of Life､Inc. )が物語るように、この学会の基調となる問題意

識は、ファシズム／民主主義という対立図式と、民主主義＝アメリ

カ合衆国という等式とを両輪とする世界観、そして危機感である。

　今日では顧みられることの稀なこの学会にここであえて注目する

のは、ひとつにはこの学会に参加した顔ぷれのただならぬ充実ぷり

の故であり、もうひとつにはこの学会が反ファシズム闘争というー

九三〇年代的な問題意識から出発して、そのまま冷戦時代に生きな

がらえていった故である。そこには前節で指摘したアメリカ研究の

二つの起源一一反ファシズム人民戦線と冷戦一一を結ぶ、もうひと

つの補助線を読み取ることが可能である。一九四二年に開催された
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第二回シンポジウムの参加者にはアルノX－ト・アインシュタインを

始め、ヴァン・ワイク・プルックス、フランツ・ポアズ、マーガレ

ット・ミード、ルース・ペネディクト、エンリコ・フェルミ、ハワ

－ド・マムフォード・ジョーンズ、アラン・ロック、ペリー・ミラ

ーなどが含まれ、瞳目すべき陣容となっている。また各年次のシン

ポジウムが掲げたテーマ（「国家的統一の諸相」「現代社会における

権力の対立」「アメリカ教育の目標」「教育と世界平和」）は、第二次

世界大戦力ヽら冷戦に向けてのアメリカ思潮の俯瞰図を見るようであ

る。ここでも大戦の勃発と平行するように冷戦パラダイムの構築は

始まっていたのである。

　一九四一年の第一回大会の報告書で序論を書いているのは、当時

の文学研究のなかで疑いなく最も重要な位置を占めていたヴァン・

ワイク・プルックスである。プルックスは、またマクリーシュの「無

責任なる者たち」に対していち早く支持表明をした一人でもある。

プルックスはこの学会の結成の動機を次のように説明する。

科学哲学宗教学会は、集団的な思考という実験によって、われわ

れの文化の危機に対峙しようとする試みである。この学会の前提

となる問題意識は、まず第一に、多くの学術分野におけるアメリ

カの学者たちが、全体主義のアメリカ民主主義に対する脅威に危

14



機感を持っているということである。そして第二に、こうした学

者たちは、科学者であれ哲学者であれ神学者であれ、アメリカ的

な生活と思想のなかである程度のりーダシップを担わなけれぱな

らないという集団的な責任を自覚している。ここに集まった学者

たちは、個々が担う学術領域とその伝統が、全体主義よりも民主

主義になじむものだと確信している。しかし全体主義的な生き方

が世界中に広がり、そして文明を差し迫った危機にさらしている

のである。（¨Ｃｏｎｆｅrｅｎｃｅon Science、 Philosophy and Religion in

Their Relation to the Democratic Ways of Life" 1 )

スペイン市民戦争の際には、ファシズムに対する団結は、「左翼」を

基軸とする国際的な労働者あるいは人民の団結というかたちを取っ

ていたのに対し、プルックスが提起しているのはアメリカの団結で

あり、アメリカの内部における学問分野の壁を越えた連帯、いわぱ

学際的な連帯である。アメリカン・デモクラシー対全体主義という

対立構図は、マクリーシュよりもさらに鮮明になり、いっそう冷戦

に近づいている。冷戦はトルーマン・　ドクトリンに先駆け、広島長

崎に先駆け、ヤルタ会談に先駆けすでに知識人たちによって着々と

構築されつつあったのである。

　プルックスの序文に引用されている、この学会の最初のプレス・
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リリースは、こうした危機感のなかで「アメリカ」が再発見・再定

義されていくプロセスをさらに端的に物語る。

われわれの時代の知的な混迷を克服するために必要なのは、全体

主義などでは決してない。アメリカは連邦主義を大陸規模で展開

した最初の国家である。アメリカという国家の天才性をもってす

れば、同じ原理を異なる宗教のあいだの、異なる政治観・教育観

の共生に応用することが可能であるはずである。哲学や科学のい

かなる分野の持つ真の自律性を奪うことなどありえずゝ　･･･｡われわ

れの共有する背景が、一致団結した民主主義的なアメリカの生き

方という共通の基盤をもたらすだろう。("Conference on Science、

Philosophy　and　Religion　in　Their　Relation　to　the　Democratic

Ways of Life”8）

アメリカの歴史は固有のものであり、その固有の特性あるいは「天

才」性は、第二次大戦中の現代にとって特別な意味を持ち、原理と

しての「アメリカ」は世界の共存と調和のために応用が可能である

と、この学会の主催者たちは考えたのである。

　この学会に集った学者たちがアメリカを語る情熱は、たしかにレ

オ・マークスが指摘するように「文化的ナショナリズム」とは似て
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非なるものだった。彼らの語るアメリカは、国民国家というカテゴ

リーを離れて、全体主義以降の戦後世界のモデル、輸出可能なある

いは輸出されねばならない理念としての「アメリカ」であった。そ

してまさにそれゆえに「民主主義の盟主アメリカ」というドグマは、

単なる超大国のナショナリズムという範鴫を超えた問題を今日の世

界にまで投げかけるのである。

再教育プログラム

　戦後国際社会の構成原理として、応用可能で教育可能で輸出可能

な「アメリカ」という理念の探求は、第二次世界大戦中にはるかに

現実的なレペルで進行する。それはドイツ人捕虜の再教育プログラ

ムである。

　ローズヴェルト大統領は、国民を煽動した一部の指導者を罰する

という、第一次大戦後の戦後処理は致命的な誤りであり、戦後の平

和を築くためには、教育を通じてドイツ人の国民性の根底から改造

することが必要であると考えた。( Robin 19-20　）。こうした政策に

具体性を与えたのが、精神科医リチャード・Ｍ・プリックナーが著

わした『ドイツは治療不可能か？』（一九四三年）である。プリック

ナーはナチズムを精神異常一一パラノイアとメガロマニアー一のー

形態と断定するのみならず、戦後処理のなかにあっては、ドイツと
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国際社会の関係は、患者とその家族の関係をモデルとする必要があ

ることを主張する。今日の私たちの日から見れば、きわめて乱暴な

疑似精神医学に見えてしまうこの書は、しかしながら一九四三年の

段階では広い支持を集めた。ルース・ペネディクトとマーガレット・

ミードもプリックナーを強く支持し、とくにミードはこの書に序文

まで寄せている。

　プリックナーが提起した対ドイツ戦後処理の青写真を現実に遂行

したのが、一方において戦略爆撃であり、もう一方においてアメリ

カ文学およびアメリカ史の教育である。戦略爆撃は、「強烈はショッ

クを与え……既に確立された生き方や行動パターンを断ち切り、新

しい影響力が浸透することを可能にする」ための手段として捉えら

れる（Robin 16）。これは同時代に急速にアメリカの精神科医療に

普及していったショック療法の応用といえる発想である。付け加え

るまでもなく、この発想は日本の主要都市に対する空襲、さらには

広島・長崎の原爆投下につながるものである。戦後のショック療法

に関する報道にしぱしぱ原爆への隠喩的な言及がみられるのは、こ

のことを逆の方向から物語るものと言える。

　しかし戦略爆撃によるショック療法の次の段階で想定される、民

主主義的なアメリカ文化の移植という作業は、遥かに大きな困難を

伴った。とりわけアメリカの文化は物質主義的でそれ故に通俗的な
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文化であるという、あながち的外れとは言い難い先入観を刷り込ま

れたドイツ人に対して、アメリカ文化を教育するという試みは、無

謀とさえいえるものだった。そればかりかドイツ国民の世界観をい

ったん破壊することは、共産主義の浸透という、ある意味ではファ

シズムを放置する以上に危険なシナリオも招きかねないことをアメ

リカ政府は認識していた( Robin 23）。さらにジュネーヴ協定とい

う意外な障壁も存在した。ジュネーヴ協定は、捕虜に対するプロパ

ガンダを禁じており、アメリカがこれに違反した「再教育」を行え

ば、ドイツのアメリカ人捕虜が同様の扱いを受ける危険を意味した

（Robin 22）。その結果、アメリカの再教育プログラムは、ジュネ

ーヴ協定に認められた「知的な娯楽」の範囲で、「読み物と限定的な

範囲における視覚的な補助教材を用い、狭猪なプロパガンダのライ

ターではなく協力的な捕虜の書いた新聞を刊行することによって、

アメリカン・ウェイに捕虜たちを引きつけることを【再教育】フ’ラ

ンは目指した」(Robin 27）。アメリカン・ウェイの緩やかな浸透に

よる全体主義の防止という戦略は、冷戦時代のアメリカの文化政策

そのものといってよい。

　もちろん今日の視点から振り返れば、このような目的のためには、

ハリウッド映画を用いる方ガはるかに効果的ではないかと思わずに

はいられない。しかし再教育プランのなかでは、映画は「限られた
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範囲の視覚的教材」という範囲でしか考慮されておらず、あくまで

もその中心は文学を中心とする「読み物」であった。このことはア

メリカン・ウェイの教育という課題に使命感を持っていたのが、次

に言及するハワード・マムフォード・ジュニアのような文学関係の

人々に限られていたという事情を反映するものと考えられる。

ハワード・マムフォード・ジョーンズのアメリカ

　ＳＰＤ（特別計画部、Special Project Division)の部長として、ド

イツ人捕虜の再教育プログラムの中核となっていったのは、ハーヴ

ァード大学の若い英文科教授ハワード・マムフォード・ジョーンズ

だった。レオ・マークスがアメリカ研究創成期のハーヴァードの穏

健派の「左寄りニューディーラー」の一人として名を挙げているジ

ョーンズは、ニューディーラーとして当然のことながら反ファシズ

ム戦争には積極的な立場を取っていた。とはいえ彼が大戦当初に務

めた役割はハーヴァードの学内警察の副署長として、ケンブリッジ

市内の警備に当たるという名目ばかりの戦争協力だったので、その

意味では大胆な抜擢でもあった。しかしジョーンズは、冷戦時代の

文化戦略を最も早い時期からヴィジョンとして持っていた一人でも

あった。すでに一九三八年に『アトランティック』誌に寄せた論文

「愛国主義 しｶヽしどのような？」において、ファシズムと闘う
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ためには、独裁者たちの魅力的な神話に対抗する民主主義の神話を

創出する必要があり、そのためにリペラル・アーツの教育が重要な

役割を果たすべきであるという、驚くほど先駆的な論を展開してい

たことを考えるなら、この抜擢は至当のものであった．

　ハワード・マムフォード・ジョーンズは、アメリカ研究の創始者

としてただちに思い浮かべられる名前では必ずしもないし、またア

メリカ文学研究の必読書を残した著者でもない。しかしジョーズの

存在は、アメリカ研究の確立に至るまでの過程の中核に常にある。

ジョーンズは一九三六年からハーヴァード大学で教鞭をとり、前述

の科学哲学宗教学会に常連として参加しているのみならず、戦後に

はスピラーを中心とする『合衆国文学史』の編者のなかに名を連ね

ており、またアメリカン・スタディーズ・アソシエーションの学会

誌「アメリカン・クォータリー」の創刊号にも寄稿している。さら

に一九四四年から一九五一年までアメリカ芸術科学アカデミーの会

長を務め、一九五五年から一九五九年までＡＣＬＳ（アメリカ学術評

議会、American Council of Learned Societies ）の会長を務めている。

『アメリカン・ヒューマニズムー一その世界における意味』という

彼の著書のタイトルが端的に物語るように、冷戦期アメリカのリペ

ラリズムおよび教育文化政策のグローバルな展開の中核にいた知識

人といってよい。ハーヴァード大学英文科の一教員ｶヽら、冷戦時代
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の教育文化政策の中枢へという、ジョーンズの転身の重要なきっか

けと考えられるのが、彼のドイツ人捕虜の再教育プログラムヘの関

与なのである。

　しｶヽし、その後のジョーンズの果たした役割から振り返って考え

るとき、逆に印象的なのは、発足当初の再教育プログラムがいかに

貧相なものであったかである。ジョーンズの自伝によれば再教育プ

ログラムの初期の仕事は、マンハッタンのオフィスで、ジョーンズ

ガできる限り簡潔平明な英語でアメリカ史を執筆し、そして彼の協

力者だったヘンリー・エーアマンがドイツ語の対訳をつけるという

ものだったという（Ａｎ Ａｕtｏｂｉｏｇｒａｐｈｙ217)。アメリカ研究の成立ま

での道のりは気が遠くなるほどのもといわなければならない。

　さらにアメリカの大学教育のなかにおいて、そもそも自国文学・

自国文化の研究がないに等しかったという致命的ともいえる事態が

そこにあった。ハワード・マムフォード・ジョーンズの『アメリカ

の諸思想( Ideas in America )』（一九四四年）の第一章に報告され

ている、当時のアメリカ文学研究の実情は、あらためて愕然とさせ

られるものがある。ジョーンズは、「アメリカ文学史という名に値す

る研究はまだない」（2）とし、当時の典型的なアメリカの大学の英

文科の編成にあって、十五名から十六名のスタッフのうちアメリカ

文学の授業の担当者は一名に過ぎず（3）、また一八八四年から一九三
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四年の五十年間に『ＰＭＬＡ』誌に掲載された一四〇五点の論文のう

ち、アメリカ文芸と多少なりとも関連を持つものがわずか四十五点

しかなかったことを報告している。ジョーンズがヴァン・ワイク・

プルックスの「使用可能な過去」という言葉を引き合いに出しなが

ら、「どのような分野であれ、学問の目的は【プルックスのいうよう

な意昧での】過去を創りだすことである」（10）であると主張すると

き、そこには悲壮感すら漂う。ジョーンズは、ドイツ人捕虜にアメ

リカン・ウェイを教育するという難題に取り組むのみならず、教育

すべき「アメリカ」を創り出すというところから出発しなけれぱな

らなかったのである。

　まさにドイツ人捕虜に対する再教育プログラムが本格的に始動し

た年に発表された『アメリカの諸思想』第一章に見られる、自文化

研究への熱烈な訴えかけは、レオ・マークスの言うところの「文化

的ナショナリズム」と容易に見誤られかねないものである。『アメリ

カの諸思想』の最終章は、そうした先入観を大きく覆す意外な展開

を見せる。「部族主義( Tribalism )」と題されたこの章は、われわれ

がともすれば抱きがちな初期アメリカ研究のイメージとその実態と

のあいだの気の遠くなるほどの距離を記録にとどめたものである。

　言うまでもなく「部族主義」とはナチスの人種差別主義である。

ジョーンズは、アメリカ研究がナチスの人種差別主義に対する反撃
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として機能するためにはどのような要件が必要かを論じる。

アーリア人［の優越］をめぐるおとぎ話をまともに受け入れてし

まうような人間がいるとすれば、それは黒人の血に何か植れたも

のが流れているとか、ユダヤ人には金儲けに向かいがちな遺伝子

があるとか、イタリア人には何か臆病な遺伝形質があってだから

勇敢な兵士にはなれないとか、そういうことを信じてしまう人た

ちだろう。ところでナチスの部族主義を、わたしたちの多少穏や

かな部族主義に置き換えたとして、それで戦争に勝てるだろうか。

わたしたちの手からしっかりと罪を洗い落としたと言えるだろう

か。そこを考え直してみよう。（225）

ジョーンズはまず、対日戦争を白人文明を守るための戦争として意

味付けようとするオーストラリア政府高官の蒙昧さを批判し、その

一方であるインドの知識人の発言一一ファシズムとの闘いのためな

ら命を捨てるが、西欧民主主義や大英帝国やキリスト教文明のため

に死ぬつもりなどない一一を紹介する（225-26）。ここからジョーン

ズが引き出す結論は、瞳日に値する。ジョーンズは、対ファシズム

戦争に勝利するためには、「西欧民主主義」「キリスト教文化」「白人

至上主義」「アメリカの世紀」といった理念をも批判し克服しなけれ
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ぱならないと呼ぴかける。

地上の抑圧された人々は、ナチスの圧政から逃れるために閑って

いるのであり、別の形態の部族主義を守ったり、復活させたり、

強化したりするために閑っているのではない。それゆえに「アメ

リカの世紀」といった言い方は、アフリカやアジアやロシアや南

アメリカの人々の心には訴えかけないのである。わたしたちアメ

リカ人が、自己防衛のために武器を多くの国々に貸し与えたから

といって、そうした国々が、平和が戻ってきたときに、諾々とア

メリカの影響力を受け入れるなどと考えるのは、もうやめるべき

だ。それでは、全人類的な会議の殿堂を創ることも、全世界的な

連邦を創ることも、決してできないのだ。

　グローバルな戦争は、グローバルな思考を必要とする。そして

グローバルな思考は、グローバルな教育を必要とする。わたした

ちは単に戦争に勝つためではなく、平和を築くための知を準備し

ているといえるだろうか。(231)

ジョーンズの熱烈な訴えかけは、アメリカ研究のひとつのルーツで

ある一九三〇年代の人民戦線の国際主義を明確に継承しつつ、「文化

的ナショナリズム」を新り捨てるのである。
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この書の冒頭でアメリカ研究の不在を嘆いたジョーンズは、その

最終章においてこれからの大学カリキュラムでアメリカや西欧がそ

の中心になることを許してはいけないとまで主張する。日本研究や

中東研究はアメリカ研究と同じ重要性が与えられなければならず、

西欧研究は東洋研究と平行して位置づけられねばならないとジョー

ンズは指摘する。そしてそうした教育のなかで学生たちは西欧がグ

ローバルな文化と歴史のほんの一部でしかないことを学ぱなければ

いけないという、目を疑うぱかりに今日的な教育観にハワード・マ

ムフォード・ジョーンズは到達する。私たちがともすればアメリカ

批判、アメリカ研究批判の文脈のなかで持ち出す議論が、ここにす

でに曖昧さのないかたちで提示されている。そしてこれは時代を先

取りした理想主義などではなかったことも銘記される必要がある。

ジョーンズの主張は、大戦中のまったく現実的な文化戦略として導

きだされたものなのである。

　序章の主張と最終章の教育観とのあいだの距離は、今日の私たち

にとってこそ目眩をさそうほどのものだが、しかしジョーズにとっ

てその懸隔は存在しない。両者のあいだを継ぎ目なしに橋渡しする

のが「アメリカ」という理念である。この章の締めくくり近く、ジ

ョーンズはアメリカ合衆国の独立宣言に「人種」という言葉が存在

しなかったことに読者の注意を喚起する。二〇世紀後半のアメリカ
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研究批判の出発点が、独立宣言の起草者たちのな力ヽに黒人も女性も

いなかったという微笑ましい発見から出発していたことと照らし合

わせてみることは、無意味ではないだろう。ジョーンズにとって大

切なことは、白人しかいなかったことではなく、そこに人種という

概念がなかったということなのである。そしてそれゆえにジョーン

ズの「普遍的なヒュマニティ」への希求は、アメリカ研究という主

題に回帰するのである。

　ジョーンズを始めとする初期のアメリカ研究者たちにとって、研

究主題であると同時にイデアでもあった「アメリカ」とは何だった

のか。それは国民国家としてのアメリカという実体ではなく、さま

ざまな意味における橋渡しの論理の集合体であったということがで

きる。一九三五年のスペインにおけるローカルな反ファシズム闘争

と、一九三九年以降のグローバルなイデオロギー戦争とを橋渡しす

るなかで醸成された論理である。あるいはスペイン市民戦争におけ

る反ファシズム人民戦線というグローバルな連帯意識と、一九三九

年以降の知識人たちの戦時愛国主義とのあいだの懸隔に橋を渡す論

理であり、また大戦中の反ファシズム闘争と、大戦後の反共産主義

関争とのあいだの隔たりを隠蔽する論理でもある。初期アメリカ研

究者たちにとっての「アメリカ」とは、こうした隔たりと矛盾を論

争し克服するための論争の場であり、そのなかで形成された記号と
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しての「アメリカ」こそがグローバルに輸出されうる「アメリカ」

であったと、結論づけることができる。アメリカの覇権主義や「ア

メリカナイゼーション」が今日もなお未解決の問題として残ってい

るとすれば、それはアメリカが旧態然たる帝国主義国家であり続け

るからではなく、ナショナリズムや帝国主義を批判する論理をあら

かじめ取り込んだ「アメリカ」として大戦期に再生したからにほか

ならない。

言説としての「戦後」

　「戦後」という概念は、日本の近現代史および文芸批評のなかで

は、今日に至るまで、動かしがたい論題であり続けている。それは、

一九四五年八月一五日を境とした国家体制の類例のない変貌を考え

れば、まったく避けがたいそして当然の帰結といえる。それに対し

てアメリカ合衆国に関して、「戦後」が二十一世紀の今日までも含む

時代区分として論じられることは稀である。合衆国の「戦後

（Ｐｏｓtｗａr）」が語られるとすれば、それは第二次世界大戦終結直後

の短期間の社会経済現象をさして、限られた射程距離において用い

られるにすぎない。それ以上に広い射程距離を持って第二次世界大

戦以降のアメリカ史を論じる場合、もっぱら「戦後」をめぐる議論

は「一九五〇年代」あるいは「冷戦」といった別の時代区分のなか
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に吸収されることになる。アメリカ合衆国が、戦勝国としてその国

家体制をファシズムの脅威から守ったという意味では、大戦の終結

にアメリカ史の決定的な区切り目を見ないという歴史観は、ある意

味では当然と言える。

　日本に関して「戦後」がこれほどまでに重大な論題であり続けた

根拠は、戦前および戦中の政治的イデオロギーの抹消、そして歴史

的記憶の抹消、戦争責任の忘却、さらには天皇制に変わる新たな政

治的イデオロギーの移植といった問題に求めることができるだろう。

八月一五日、あるいは広島・長崎の閃光を契機として、日本は一瞬

のうちに別の国家体制として初期化されたかのように見える。まさ

に日本の「戦後」は構築されたイデオロギーそして構築された文化

ということができる。

　しかし本章の考察のなかで明らかにしたように、「アメリカ」も日

本と同じようにラディカルな再編成を第二次世界大戦中に経過した

ことは見逃されるべきではない。まさにそのようにして構築された

「アメリカ」という概念装置の故に、一九四五年八月一五日以降の

「日本」の「戦後」の構築が可能になったのである。「アメリカ」に

照らして「戦後」を構築するという論理は、大戦終結後の過渡期に

のみいえることではなく、今日にまで波及する問題でもある。イラ

ク戦争以降、ジョージ・Ｗ・プッシュ政権が、たびたびイラクの「戦
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後」を語る際に、第二次世界大戦後の日独の民主化に言及してこれ

を正当化しようとし、またそれが大きな批判を招いたことは、その

ことの証左といえるだろう。日本の戦後とアメリカの戦後が異なる

論題としてあるのではなく、「戦後」と「アメリカ」と「日本」は、

切り離すことのできない問題系としてあり続けるのである。

　このような問題系のなかにあっては、「戦後」は何らかの客観性を

持った時代区分としてではなく、ひとつの言説としてとらえ直され

るべきである。そして言説としての「戦後」は、必ずしも一九四五

年八月十五日を境として始まったものではない。「戦後」を語ること

はすでに第二次世界大戦に先立って始まっていたとさえいえる。す

でに述べたように、ローズヴェルト政権にとって、第二次世界大戦

に参戦することの目的は、国土を守ることや帝国主義的な権益を守

ることであると同時に、あるいはそれ以上に「戦後」を構築するこ

とであった。マルリーン・メイヨの先駆的な研究が指摘するように、

ローズヴェルト大統領はきわめて早い時期から、戦後の日本の改革

案の作成を諮問し一九四三年三月八日には、終戦に二年以上先駆け

て答申を得ている（23）．第二節で言及したＯＳＳの残した文書のな

かでも、しばしば「戦後計画( Postwar Planning )」という用語に遭

遇し、そこにはすでに「戦後」の日本の教育改革、宗教改革から経

済改革に至る詳細な「戦後計画」が学者たちの学際的協力の下に書
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き記されている。捕虜の再教育プランから、日独への戦略爆撃、そ

して広島・長崎への原爆投下に至る、戦争行為そのものも、すでに

論じたように「戦後」という思考と切り離して理解されるべきもの

ではない。

　このように常に「戦後」を参照点とした戦争に知識人たちが関わ

るなかで、「アメリカ」は構築されていった。民主主義の防衛を正当

化の最終的な論理とする、教育・文化・軍事力のグローバルな輸出

「アメリカ」のグローバルな輸出
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という冷戦時代のアメリ

力の戦略は、こうした知識人たちの営為のなかで醸成されたものと

いえる。

輸出される「アメリカ」

　ジョーンズが戦中のアメリカに自国文学史もなければ、アメリカ

文学研究の制度的受け皿もなかったことを指摘していたことを想起

するなら、戦後直ちにアメリカ研究の世界輸出が始まったことは、

驚くべき事態である。一九四六年にウィンストン・チャーチルの「鉄

のカーテン」演説が冷戦の始まりを宣言した翌年始めに、ハーヴァ

ード大学の大学院生クレメンス・ヘラーの提案のもとに、「ザルツプ

ルク・アメリカ文明研究セミナー」（現在の「ザルツプルク・アメリ

カ研究セミナー」）が企画され、それは同じ年の夏にただちに実現し



てしまう。ヨーロッ八十八力国から九十名の学生を集めて開催され

た第一回セミナーには、アメリカから　F・ ○・マシッセンとマーガ

レット・ミード、そして経済学者ワシリー・　レオンティエフが派遣

される。ザルツプルク セミナーはこの種のアメリカ研究セミナー

の原型となり、わが国でも一九五一年に京都アメリカ研究夏期セミ

ナーが開催される。ジョーンズ自身も一九五〇年にミュンヘンに渡

り、ミュンヘン大学におけるアメリカ研究センターの立ち上げに参

画している。（ＡｎＡｕtｏｂｉｏｇｒａｐｈｙ224-26)

　ジョーンズガアメリカ研究の不在を嘆いた三年後に世界輸出が始

まり、約十年後にはアメリカ研究の使節たちが世界中でセミナーを

開催していたという事実は、「戦後計画」がほぽ開戦と同時に始まっ

ていたという事実を踏まえてこそ、理解が可能になる。こうした展

開を後押ししたのが、戦後の混乱のなかで共産主義の浸透を恐れた

冷戦時代のアメリカ政府の意図であったことは言うまでもないが、

しかし共産主義の浸透への防波堤としての「アメリカン・ウェイ」

の散布という発想自体、すでに戦時期の捕虜再教育プログラムのな

かに、さらには一九三八年のジョーンズの『アトランティック』誌

掲載論文に遡ることができる。

　冷戦が「アメリカ」の輸出をもたらしたのではない。輸出可能な

「アメリカ」も、「冷戦」も「戦後」も、同じひとつの状況と同じひ
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とつの思考系のなかで生み出されたのである。
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回　禁ｅ弓･ほか怜ｙlヽく鋼鰹祢丿楸叔ｅ.L6･ou

　安物・叩ｙｎ｀ｘ,Ｄ―幼’偽Ｈ私?い-ｅ塩剔ｅ砺函尽ﾉ’「彦叔嗣elr｀い偽娶･///・「1八1?ヽ」｀ヽμ-」AJ2･c｀にiS仰

知丿祠゜秘切り' m (2-4,5)一応1ヽ叫J「彦以」AJ2･○喩儒］石･西原Ｑ二）Ｓ°智胃弱包' rio!<lD4PG冊石々ヽあ

ニリヽ屯!回向○ﾄﾉ咲ヽeP巌ﾄﾉ’喫ej-6･○助外ｙ「ヽく頻鰹如彦以ｅ.L6･c｀叱!’喫９１６･○□弱0 4!j」-りﾆ）祠゜「彦貳ｅ

.L6･○口弱９」AJt6'『彦以尽冊ＪＪ２･ＯＳＳ仰石籾９』-６･OU' Cﾛ柵･ｇ駝鵜一助ｅＰ�叩･c｀梁?゜{t)(i§Sa4P|(t o:

Ea!Sg）（彦以JAJ2）ﾄﾉこ噸゜nj^ri'ぺＤ－ｅ旺12祠「彦叔哨」幼’細《認‘bullet-shaped' P^§S^' /7ヽ＼mvrヽく

ｅ仰幼‘pellets' Ｐ呪ｎ祠゜叙巨］回ｅ２s一（ヽく□劇戦二）祠伍］一冊包’3J･○応ﾄﾉ４）「彦以副JP幼弱Ｓ°(M 2-6,7,10

ヽ⌒17）私印私ぼ）’細《認‘pellets't^「彦以JP幼助Ｖ’１嘔ｇ□幼「城・奮励XJ一笑Ｑ祠石勁」抵丿新音-ｙ･ヽａ

ｇｖ幼’［に］印ろﾄﾉ」９「恩彦JeUAJP呪Ｑ’切ば｀ｕ「（斑101沓怨・（1＝ﾐら沓怨・gH叙堀助ＸＪｅ）彦」知

新音Ｊﾄﾉｓ９° ｏｕＪＱ幼’［^i!Coet6pG?^P' I g］・114:1ま!』留Ｌ滋ｔ）県喊AJ2犀ﾉ別冊切応’偽印影印x洛ﾉ咲

包切応祠゜恩彦゜ｅ抑□’堀彦゜Stt6Pt6'石切助堀彦」（図5-1,2,3）ＡＪ Ｊ’･cork pettet･(115-1,2,4) G

冊唄（１く1則之壮）４）49むﾄﾉ21ヽQ°「冊」幼’「喫９」･6･○□」（耀胃弱）（「知之’９助石ぶ」（似暗弱）’「知ぐ

tヽQ・6･○!j」（廻4!ｓ））弱ｏ祠AJ2･○゜ﾆ）向ﾆy/"^rnvrヽく一tｒ ‘The cars came scudding in towards Dublin, running

evenly like pelletsin the groove of the Naas Road.' AJ二）ﾄﾉigQ’「喫略L6･ＱＬ!」幼‘evenly'□1^^S1o^K^° Ｕｅ拍く

咄jぎ‘The two horses ran ｅｖｅｎｌy.’ｅ.L6･○り○ξ?･OJJ'「秘む知igAJぶ知’回収□J-OS･四則!1=!t!=田m＼り」知゜

二以深汐ﾄﾉ’「回4［］４）ｅ冊」幼「彦以ｅ・6･○□’喫略L6･c心弱」･ｊ助向ｏ祠ｅＰ幼助向卵c頃゜耀胃S詐ﾉ幼’

　「彦叔」包（略叙JAJg）知之）ＯＳﾄﾉﾆ）勃･（｀条?’‘like pellets' 幼‘running evenly' Ｌ深深江呼ノ21ヽQe駄斥?ぶ’

　「○初○初AJO防μ咄哭，eFﾉｖtヽQ.L6･○□I-OS･ｏｙ｀ペー偽印ｅ阿並助向叩･○向゜佃く駈’「冊ｅ吹一石旅￥切

C 0?5ﾄﾉｅ.L6･囚!μJ禰負ぶ:ＰＳＩヽQ」-XJ知明泥心５９ヽQ°（州（Y））Ｕ ｅ ‘pellet' 幼’○祖）Ｏｎｖ‘the groove'

AJ頻毫こ）ﾄﾉSIヽQ°印こtｒr謳怨ｅ孵」一新音知略印刻1ﾉ’Ｕｅ瓶F.ﾉ耀胃弱「喫ｅ.L6･○助外ｙ「ヽく鎖鰹知彦以

ｅ１６･ＯＬ!」幼噸i侭ﾉ籾略勁蒋）二）応助ご印こ幼’図（2-10，12，13）Ｌ!応ぶこ略L6･○助孵ｅ頻鰹助ｅξ?４）Ｊ

ぶこ助Ｓ°（似暗５幼「外ｙ「｀く鋼埋ｅ雷味にg朔鰹」' |oi^!SBt6「外ｙ「ヽく頻鰹AJS･OjWG-B-」･り二路ﾉ２９°）靫向’

‘groove' t^'
■&･細く認□収二ｙ「緩∃ｅ細叙」抵湘9音２）ﾄﾉこ幻こ）’「沓（ぶμ2抑）」抵J4）新音二）ﾄﾉＳ１９如ｊ’愈

￥11S匿印丿紺罵こ）ﾄﾉ’腿冊助:XJL!・６０ＰＰ匍幻「外ｙ「｀ヽく領鰹ｅ曇」躾）頻莉ﾔ0ぶこ.L6･○゜勣祠’（回4ﾛ拓）ｅ冊」

Ｌ!.L60 ﾄﾉＯＶぶぷこ祠「曇」（図2-15,16）知頻莉切‡!j9向４）二）応助２°切ぶ□' iJG!flgt6' r二Ｍ¬―u-Qm」

如㈱音物９・ぴMj助叫-ﾉ２９°(^5-5, 6, 7) lV4PtV4PlJG!flgt6”grａｖｅ’抵丿頻靭切tJIヽQ負ぶ’「富国JJ甑愕

ｅ頻垢」恥［徊むぶこＰこ９祁］」□○助石ｏﾄﾞﾉ’4↓:)SKaGUJ゜
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　/7^fnvrヽくjｙr外ｙ｢ヽく頻鰹(遡預)｣恥｢ｙハ怜ヽ[IP、ｅu]ｅ畷｣一個９佃一冊ｅ奪徳卵綴２知勁’印応包

回悟助ｅＰ祝叩･c｀頃゜(欧州Je奪徳卵綴ｖｅＰ祝ぶこ包’屁印ｅ畷路Ｐ４).L6ξ?印ＱｅＰ包勁ごａ抵可梁?゜物

ＰＬ!ｅと4!j｣･6･○□'iJGSi}St6' m一冊コー｢ヽくｅ｢玲λＲコ八’･Ｒ－ロー’｢ヽく」-|｢｀以一斑－De111瓶一碧弓｣

∩－｢ヽくｅ吹口祝ｏ知゜印二坏ノ’欧州口０２認[II]一冊恥々やｃリXL!ｇ)徊OAJ匍’印応包Ｕｅｒ外ｙ｢｀く県咄｣

祗丿噸唄物９ｅ勁’印↓1⊃rV4Ptt6rりJ･○助＝ミーｊネノ祝ｎ知゜(図5-5)印２)ﾄﾉ’コー｢ヽくｅ徊[]]〔ぷ〕[II?1[I])Ｌ!’

外ｙ{ヽくFﾉぎ勘昂騰ｅ細一部}!泌?助旬こﾄﾉ氾ｇヽ' ffvrヽくt6' iJG^-rヽく□如別ぶ)応)AJOe梢一助涸1[膠ノヨ

祝OUJ|J＼J包秘抑勁こ助Ｓ(分ﾐ燦ｅ.L6･ＯＬ!’外ｙ｢ヽく卵ﾖﾖ収・範濡瓶4J物開眼部｣祝ｏ認)゜二)拘二y ＼＼jcut2

eLμJFﾉ祝ｎ認Ｑt路ﾉ包助２° ＪＱ．Ｑむ｢ｙ;Ｍト｢IP、｣勁朔!ぶ恂応知ｅ包’泰旭ｅ｣-6･○□＋匈町田ｅ４０

ﾄﾉｅtμ罫ﾉ4Q(｀ま!゜iJG r^fv｢ヽく｣-XJ2･○刊瑕並助恥２胞らく一部)O£'P^§s^' iVGi^f]包’｢旧知抑ｅ旅匍畷

庖E｣一朗音物1ヽQ‘Nas ｎａＲｉｏｇｈ'拘り匍認印ｅＰ祝○知゜

　£索混-くｅ叩叫り.L6噸4J’外ｙ{｀くｅ諮仁|廷‘Lewy of the Long Hand' ｅ田,口^^Q'K]a;こ知･ｊ喇喘効召一面sp^§o^u゜

匹包ぷ〕お｣一一’。ｙぺ｢ヽく{?ヽ,－H･^G^sp^§s^o^it:' ugsり坦ヽぷ!j範聚ｅ出廷’‘ｃｅａｒbha11'PISI剛=;○回駄口函ヽe

祠゜一司ムニ｀ぷ!;｀ヽ,生色’留|μ泥]回く駄□外ｙ｢ぺ抵丿ｓぶr ifeivGS'tマー＝ﾐこ£ｊ捌ｙ｀ヽりEμtl[LP' HHタヽＱｊ;ヽｃり｀式ぺｅ｢も砿

祠一口沢・如細Ｊ４!,!゜｜ｌｐＯ垣.’｀べ＝ﾐ｢〉・八-く知９叫ヽノＶ９λ」’外ｙ｢ヽくffiRaiS8^t6'｢ヽくムロ八以とこ{Njよ6oﾄﾉ’ｐ－

Ｄ｢ヽく・｢｀ヽいｰら?り;壮11〔｀･＝ﾐこz-ﾛ坤･1ヽ祠Ｍこ祠゜｜｜ふ〕ぷ〕駄’くワヽヽ,Ｄ－11却口』4nﾄﾉ’4｣一Ｄ｢ヽくｅ剃1か()￥DP，く1・｢｀ヽいｰ

?？哨｣－Ｄ｢ヽく□箆荊知能似に祠゜P，ｙａ□.｀べ＝ﾐ(〉・7｀ヽ,-くｅ似一匹口４Ｑｏﾄﾉ’吻ｖｅ側=1⊇知効似に祠゜4P＼J4PAJ!ぎ

剛tこｊ一二｀哨ら’籾1ヽQS植栽llﾐｅ剛∩＝ﾐ八こＵ坦坦!ｙ叫こﾄﾉこ祠価凶価如廷’()Ｈ一＝ﾐ1ぺｅや恵剛－く剛1ﾄ^v^v^こz-

口坦坦む効召坦応4!j°｜巨]○ｇ駄’田出ぐ八Ｄ一回却包' ffvrヽく口四知ｉ冊AJ2)ﾄﾉｅ範ile雲能t９;jJJ↑1･哨!j°印ｅ

回駄泰’｜回目||駄’くｊ｀ヽヽ,Ｄ－M:1却包宙Ｕrく1ヽQ駈’県U]認抵丿創疆知咽岸ｌ抵ｊｕｅ{Ⅱ}知聊冊口遊眠瓦!゜｜㈲Ｋ或駄’

Ｈニ｀φりヽくI£J16' ^ﾆ)Ｓ雲能ぢ祗丿坤･1ヽぐＵｅ{II}知一冊Ｕ柵ｌ砥jS･ぺ祠゜･忙即効９雲探知' >>iHVヽ41ぺ１却□.L6n

ﾄﾉＩＫＯｇ駄Ｌ!’怜ヽＦ一＝ﾐ1ヽく｜却口』4nﾄﾉ｜低目或駄Ｕ’柘や･一＝ｊヽく||却口･Ｌ６ ｏ ﾄﾉ｜Ｋぷ〕｜駄□’外ｙ｢ヽく口坦丿効

19雲探知能即坦ぶこ4!j° IJ･○ﾆ以一滴!!Ｌ!.L6 nﾄﾉ’Ｕｅ苗'廷堀知坦こﾄﾉ釦祠知’ＯＳＵ’１く回○駄’囲]《貳辿締tＵ・6

nﾄﾉ{II}知恥冊包肱珍ﾔOZ4!j°｜或巨]○駄句･19 1 ご同|11駄勃ｐ’Ｋ塑樟□』-6nﾄﾉ似一旬応’｜に同回駄知･.D I ^00

駄勣Ｐが^lKttolIIl:fe;es^' iV5:HS5t6' sr-a凶儒題邨E池越匹口籾r順゜(州寸)

　｛J･o-:)4iJii
>く如i1ヽQAJ’「Ｕｅ匍EEIAJ裴愕ｅ県狙ｅ眠如�ｏﾄﾉ’ｍ－ロ？叱こ4く愈石印ｅ輔AJ一喫AJ一巡佃」

ｊ’「飽和９’-く田負ぶ綿々F-ﾉ徊む心にﾄ>'SKaW]^iJ40G原麦石刈石JQ’「堀りｅ球粉包佃!２柵口-↓だｰく

Ｐ呪９「MrリＭヽくーく祠抑ｅ柵□但むぶこﾄﾉ２祠Je包’絣□’「匝弓Ｒ」-Ｄ?収｀ヽ淘S朗」（似唐固慌）靫負心り



ξ?’「P、ｙ＝ﾐ1〔リロー－くJU(iD:!:>pxz^?咳｀ヽ尽ﾉ４９９’＋ｷ〕抑留器甑鯉口曖Ｌ!p、ｙ＝ﾐINｙz一砥陣く喇二）ﾄﾉｙ玲Ｄ「ヽくｅ

霧只祗丿届IJ､0AJJﾄﾉ匍祠」（随一固州）負ぶ靫t路ﾉ包勁2UAJ負.Ｑ負叩･○゜「ｘｙ＝ﾐ|「｀り｀ヽぷｰﾛ函暫ニホノ「詣」

ｅ唱］如○む祠ｙ玲Ｄ「ヽく柵□’ｙ７Ｍﾄ､（頂、ｅ旧□teotitsoiぶt）AJt）AJ包麦喇抵丿召Ｖぶ勁負ｎ祠゜叩堀ｇＵｒ佃

昶」悍砥丿徽ﾆ）ﾄﾉこ4!j「外ｙ「ヽく」負’１ご回○計器甑’ｙ玲Ｄrヽくｅ剖一ドーＬ!團負応ﾄﾉこ貼勁ぶ勁ｅＰ祝tヽ0･○゜

靫負ぶ' iJG rコー「ヽくｅ聚Ｐ」負’１不で○回駄目|［［I? 1↓］ﾛ］ヨ頒ｅ噸岡城『ｐ、ｙＤ?り;ヽ､「1・任－く1『ヽく|ト５

こz-』（The IｒiｓｈＨｏｍｅｓtｅａｄ）Ｌ順!搦眼球:4≪J(JJUt≪知音G^§^<alJJUP^§K^° Ｕｅ燐認包’P、ｙ＝ﾐ1「｀りヽヽμ一毅S糖留

如儒如（lrish Agricultural Organization Ｓｏｃｉｅty）負’｜ご貳呻汁口収岡ニ）貼ぼ)GK「任－ヽ1「ヽく|ト?･こZ.JJUt6'

　「価劃一」「邸瑕」如知音ニ）’「邱仁|」石印ＵＵ唄･９ぶ応ﾄﾉ24りtヽ0･○゜蜂佃く' iJG≪ig!g≫^丿秘緊二以2e包

急ｍ一急・（）ｙ二｀乖、司・|「｀Ｇ｀ゆ」＝ﾐ（Ａ.Ｅ.［GeorgeWilliam Russell］）〔IズＫふ:〕－14=;111M:t）（図8-1､2､3）Ｐ籾

Ｑ’ Ｐ、ｙ＝ﾐ1「り｀ヽぶｰ剔田園搦ｅ照搦価Ｐ籾Ｑ學=価Ｐ祝○瓦!゜堀包’間駄句ぶmmmi丿勁９°
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Ｐ並’‘Their sympathy, however, was for the blue cars…' P^§K^°耀云!５並［皆㈱並家こ但］一冊口」’似暗弱並

　「&llll|t6'||iiiSrOGffl]一冊JJ二）ﾄﾉSIヽQ°iJGr&M」44:）恥恥||「lp，八「ヽくel｛｝洋ノ画4TIP並弱Ｓ° 'sympathy…for'

-iJ^§K^6ぶ’『匝蓉’田２恥Ｑ’斟･9JjJ肱脚恥部９°鹿徊□弱応弱石印!j石’』-6V恥（徊がJこ･NISI）ぐｅ

嗣９ｅ蜀石’〔家２冊JU柘〕芒原sこ4!jAJ2･印E路ﾉ並弱Ｓ駄ぶヽ0･○ξ?゜.　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

M::|［II］ｉ劃一如膚柵ξ!

　　「獣頌」□籾咽回404）ｅ佃一華ｅ弱拘□’［回-くGiEiti-G 1 a］石蝋ｎ」知冊石49（Mj° Ｕｅ冊並２,－（ヽく口

棉旧二）帖啄）ｅＰ並弱Ｖ’匪細部〕生色ぶ｀Ｊ-＝ﾐ＝ﾐ・娶jtヽぶ，7坏ﾉ籾（Mj°堀ｅ啓司ｊ’「4こ冲々^:Wit6CGtlaS軒喊垣

ＳＰ４９１ヽQP，;｀ヽヽ,こz-こs・ＤむヽｒＨ－＝ﾐ’かｙロー私AJ2･r嘱］e4く印ｅ（八抑Ｄ一-く’印ぷ:口eU)0l6S^二）瓦!仰

弱ＱｅこＬｙ＝ﾐAJS･MI計」石匝蝋二）ﾄﾉこ知゜｜に!並「1ﾄ,ｙく1宗Ｑ」一個Ｑ’朔ぽ二路ﾉ２貼なJtヽφ，ｙQp，ｙ

＝ﾐINｙz-囁U］（図9-8）ｅ印池□冊一揖９’「勁,川－（・こz-Ｄ＝ﾐ）AJ印ｅ測－く石甑９祠」゜1ヽ脚こ並’「ぷ」物p，

八ｅ任|ﾄ,＝ﾐFﾉ｜繋Ｌ!窟家抵丿鴎９ＵＡＪＵ弱○ﾄﾞ>'les^' 1ヽ1Je垢□偽///－AJ堀ｅ価Ｕ徊ｇ二）ﾄﾉこ９測－く並価Fﾉ騨

診吟Q」4!j�Ｐ籾○好’|「ｙＤrヽく4Jこ･Ｏｙ玲Ｄ（ヽくｰく家計↓1:）1ﾖ4こ○印ヽ祠Egr邸家並物池ぶﾆ^v'lll|g^D|ffp^§ouJ」゜

ｓ家聚’㈲-く並（順二）２一語ｅ,司ロヽ心弱輯一晩こtJ弱石ぶ’「ヽく|ﾄ,ヽ「－:［Ｎ｀Ｍヽく・物Ｄ一八抵丿姫漑二以j］゜物|「｀･

「｀μ一八宗Ｑ（図14-1）り切二）石石印!J^iJrO' rii:G^lJrOpt6' ^<o^u■石印石茸）･cｑ-くGKO^ufflRG器物

９研盲口目-くｅ部こＳ弱恨-く如蝋ｔJﾄﾉ２」（智誓Ｓ）邸りIJ叩□２部祝ご42J知゜

　Ｕｅ範聚ｅ一疋圖嵩張ﾉ’耀醤弱石「吠冊」.XJこ）ﾄ-'SK3JUI丿rOt6' {|3(^.'SBt6「佃編冊」’耀宸!弱並（冊J JJ

ﾆ）ﾄﾉ２９°｜珍’:XJ抑ぷ自画領1弱ｅ拘゜勃切口’ IJG!c' 「吠冊j -u r眼目軒冊」石拓１゛ヽ,Ｄｅ遡ｅ鰐噺如抑く

^J) (H 9-3, 4, 5, 6)' -01］一冊並勃池ぶp^ o^u゜２）拘二y >"Amvrヽくｅ拓疆物９「こ5－「ヽくｅ湖FﾉJe拓r｀ヽ,Ｄ

八ｅ靫ｅ徳恥!j宗駝Ｐ並弱拘ｎ知゜（堀ぶ並1ﾄ,ｙ司宗Ｑ抵丿個○知゜Mi!S^t≪SO口弱２怜く宗廟Ｐ阿智２）’佃編

冊ｅ朔ぼ層,知抑康細仙軒冊ｅ聊仁1印り朔一層,ｅ堤ｅ佃］ＭＳ£か2）ξ?ｎ知」（耀醤ｓ）゜印応茸）迎綻F-ﾉ呪噸jJ田

･ぺ1ヽQ°安物・ｐｙｒl｀ぺＤ一石細侭二）訃L6･ＯＬ!’ l gOI11計ｷ］回||ﾛ］ｅ佃］一冊コー「ヽくe4!」�口’秘司冊沓吹

ｕ’ ・ ｜’ M:1００4Ｄｅ冊石柘ｎＤ;゛迂j9則ヽノ部邸XJ ｓ ･国E応!拘ぶ゜

　偽ｍＶｒ｀く咄Fﾉ並Ｕ･○弱印ＪＳＩヽ（a- ‘ａ short fat man was putting two handsome ladies on ａ car in charge of

another fat man,'「恨-く目-く」石［腿冊J UGOiU-り弱9AJ’卸部］;iJ;o^GoﾄﾉＳ知「佃一冊ＪＪｅ戻胚恥

部公知抑’|ﾄ,一（〉りJ2）ﾄﾉｅ剃音茸）ＰﾄﾉｖtヽQiｙ恥印!がE弥ﾉ籾鼎c心゜|ﾄ,玲「ヽく」一如拓樋AJ二）ﾄﾉｓ柘）興4（rAJ

ﾄﾞﾉ４）4く５弱翌瓢Ｐ４９９°偽ｍヽヽｒ「｀く石3Je愈瓶ｅｌＭ゛ヽ,ニリヽりEE?徳（ヽわ如ｙ｀ペー偽AJ二）ﾄﾞﾉ柘）叫ヽノこ知向K一回尽ﾉ祝９
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印○ﾄﾉVIヽQ拘･L悶j°‘caｒ’抵J「腿柵」AJ溢泌知９口並’・6Uj:＼) e恕籾石印Ｖﾄﾉ包Ｐ匍印２°祠ぶ剛j’ OLL」

Ｑ□屁tヽ叫J’‘ｃａｒ’為「腿柵」如細115佃９－並呪９°｜く111ご駄ｅ旺唄AJJﾄﾉ’「瑕仰ｅ旨「4£μ」祀りに－

ｙ7ヽぶ;:<i)pt^'‘car' ^g］雲ｅ（瓢ニ）腿柵」（‘hackney carriage') m^Mニ）’‘ｃａｂ’為「（7゛ｑ=べ1）如㈱台

二）ﾄﾉ２９」AJ籾1ヽQ為’‘ｃａｒ’為‘motorcar' 如叫音知９唄包’１ご4=;Ｋ駄石印ヨ口印ｎﾄﾞﾉ２９°印二）ﾄﾉ’１

4=で○○壮ｅｏ初ｅ唄包匯昔防拘こ ‘1900 w.w. Beaumont　MotoΓVehicles 1. 6 15　Hill-climbing trials

alone would not of course be sufficient as a test of the wearing power or durability of a car.'

　２勣’（Ｋｏ好石印恥ぼ）･01-くｅぞび順!fflRG^1o^tヽQ硬盲口目-くｅ匍ぶご２印綬-く一味tＪＰ２」liJG^iJ-Uﾆ）ﾄﾉ’

　「腿冊」如「器物９」（４）･０１-くｅ十ぴリｊ｝RJAJ幼回和印eFノ4硲0･○勁゜釦採口莉咎恂応９ｅ幼’「腿柵」

ｅ［猫柳］JP4QIヽ0･○゜印･○印応包’「腿冊」幼「大洲?冊」瓦丿印９°蜂佃く’Ue49AJ’「＼^Z>-R-く「nPヽ－Ｄ

－J」訓ﾛ鰐二)4lJffl-くｅ卸柳］刻抑幼’「腿冊□味Ｑ唄心’初Ｑ･○初Ｑ･囚忿Ｑ□印Ｑ印勁･ｊ+く欄《２」（智胃弱）

二）ﾄﾞﾉ（）Ｈ「｀く､１-1（り゛ロー・□ＤＳｏｇ）句C｀吸’Ｕ応包’「力掴?冊」沓喰り幼向勁ミ勁･1原図こ印２°恥C｀･印ぶ’回

:iが「11-くｅ匍ぶ::s^t^!!i-く」勁’応）AJge印□」が‘｀･ﾄ.ﾉ「力畑?冊」□味tJぶ応印Ｖﾄﾉ幼印ぶ印２ｅ向゜も印Ｖ

Ｊ４）’（目-くｅ･○ｏｖﾆ）こ綬-く」勁「+<0 4uefflRj ＼JI°1ぶ勁ｅ眠咀口泥印り4J珊嘸似に」-6･○゜

　｜｛［ｙ似唐ｓ幼（｜-くｅ敞ｅ砦２’固ｏ刻採石目－くｅ捕く二):;5i-く抵j↓p･0 1 -くｅｌｏ刻印口固二）ﾄﾉ’回一

冊□味‡ﾘﾄﾉ２刻」AJ二）ﾄﾉ２９° ＵぽＱぶ!が「固印り印」･ろ刻QAJr目-くｅ捕《二）こ綬-く」勁嘔Ｍ砥?ｅ・啄拘

泥OllJ-VJ↓p’ 491ヽ<ast6' r4i::）･c目-くｅ固り刻印」包’ららぶ｀ヽ､－「｛II｝一冊Je崇ほ叫尽ﾉ’綬-く刻抑eU4J一刻

ｅ、e P S11J-U4I:）腐９９°（「函和習抑」□幼Ｕ･同９９-〔一廓知悉抵叫〕BP＼/＼ヽQ､こむ’砲一回�ﾄﾉに!琢瀦丿刻

物辺刻゜…とC吹’○口旨和□細|15一二）4!j」〔|【哩邱弱】゜）ﾆ）石ニ）’「印」幼（目-くJAJ4）「固○」ﾄﾉigQ’（縮

ニ）こ綬-く」幼（11-くＪＰ４９９° Ｕｅ掟偏向ぶ’宿和知回旋印腐心AJ印tヽ0･○ニ)' IVGH'「固似に刻」県ぼ物

KafflRt6' IP･○之)JUS^GfflRG↓S-くＰ’「回一冊」幼’ＮＮ｀Ｍ｀くｰく孕」1;９、ｙa?佃］一冊一路栄二）ﾄﾉこ4り』-6･c｀･Ｌ!’眼

-く路栄ｅ４）eAJ印鼎○゜IJ e:XJ抑･ｊｅ腐心□‡ﾘ・6’「腿冊」石「回搦冊」勁’恂ぶ□「尤洲?冊」石「1?ヽｉヽヽ高

－」向’恂ぶ□「硲らぶー」勁「眼トく路栄」石ｅ・圖拘泥1ヽQ°

　Ｐ幼’（|トくｅ柵《ニ）Ｓ綬-く」-XJ!が　｜珍’回和印ｅξ?゜‘two handsome ladies' Ｊ幼’絣印９測-くや宗Ｑ□

泥こＰ幼印Ｖ’仔拍くiluoOiliiobT^-CD知音ｅ「咄IJ叩印」(handsome=easily handled）括凶別E斥哺⊃宗ぶこ印Ｓ° Ｕ

･Ｃ｀に）咄陥壱抵丿1onK3JJ'Ｌ!1!ふL6･Ｑ印轜国恥珊霜㈹応９°印こ包’『々むこりMEg好叱』口疆瓢恂こﾄﾉ２９「25－

「ヽくｅ泰ＰＪｅＯ初ｅ學=［］呂「|トくQmmm」口吻ヽＱ°ivijy「泥２０」訓「乖ﾉ幼促恥叫丿印則Ｊこ９° ２０向

ｅ但;’晋盲Ｐ降くｅ田pJrλ､一＝ﾐ県Ｑ如味口但･a?０ﾄﾉこ峠L6」（耀胃Ｓ）（She’s on the turf now. l saw her driving

down Earl street one night with two fellows with her on ａ car.) -US･○回路拘泥９（抑幼心□’耀胃弱t^' IJIJ

Ｐ坏）「腿冊」□lj!ふＱＯﾄﾉ２９）゜（促低徊JP包印２Ｌに）ﾄﾉ４）’吹囲トく印忿μJO匍泥･Ｑ利賀ｅ括彗μJ2･○

即若齢ぼ）4Q9°印ｅ随’（胎!固和ｅ印忿!＼節胎1固和ｅ徊忿!JjJ2咽匯咀聡悟仁に）ﾄﾉＶ９°秘刻”handsam ladies

on ａ car' ｅ頻扁向ぶ”hasom cab' 如頻莉物９.L6･囚ｊＰ釦ﾄﾉこ９ｅ石４:）二）応印２°OLJJQL!』か<a-vj'

‘handsome' ｅ侭Ｑ９□’‘haso�知日こ・１ぷ〕却ｌＵ幼○向島応ﾄﾉ２刻゜Ｕｅｒ械ｎ好ら印」包「匹ｘニヽ収

-く」「｀ヽふ－Ｄ一p^ s^' m＼)^［］鰐二以即=1-く幼’耀胃ｓＰ幼「腿冊」□’|昭一弱4J似庖弱Fﾉ包「冊」口味Ｑ

ＵＱ° Ｕこ勁「一冊JP泥こ「佃一冊JP49ぶ:’印応幼眼-く路栄ｅ冊Ｐ包印Ｖ’「ららぶー」印eFノ泥1ヽ0･Ｑ°

急ｍｙｒヽく遡Ｐ幼’‘They got up on ａ car.. .’AJ印○ﾄﾉ２９°「以1「ヽ･「｀ヽμ一八噸９」1^' I^I^ぶ一GliJ1t6S^!!!|■U]i^

○ﾄﾉ２９ｅＰ幼弱歌?tＯ･C梁?゜4!jAJ･1ヽぐ!が図（lo-５）ｅ.L6･ＯＵ°

　m (9-1)包’｜ズズト1=|壮ｅ郡）eFﾉ491ヽQぶ２）Ｖ’ヨド’｜くくぷ〕肘（9-2）’｜く貳ぷ〕壮（9-3）’｜ズｇ

ｏ壮（9-4）AJtt!勁壮￥竪□印ぶ、ｅＰ２９° iJGIiiG一同’佃一華ｅ抑勁勣昭it?こ印Ｖ心･吟印･6･○□印ヽQ

e幼’図（9-7）器慰Ｐ４Ｑ９’ ^^J)^OIilf冊吸物Ｖ印Ｖ印９ｅ幼図（lo-1）泥刻９･印ｆ尽ﾉ’Ｕこ幼|･gl桜壮

Ｓｅ４）ｅＰ４９１ヽQ°図（10-6）!:ｒ　14=ひ1=1111壮ｓｅ抑「1外＝ﾐ遡ｅ徳降尽ﾉ泥Ｑ’｛訳《㈲ｊ遡砥丿佃｝搦冊勁1｛｝�ﾄﾉこ

1ヽQ°抑幼心Ｕ’ｙ玲Ｄ「ヽくFﾉ幼’14=で已」Ｋ壮’麟泰ｅ力掴?癩･石印ｅｔj峰ξ試植闘恥ｙ　ｌ不;巨］ぷ〕肘□雅和i濠］

糎紘即細抵丿隈賎二以拉JS･○゜（分紅））
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　Ｕ･C｀に）4り鷹翼如必94J’智胃弱勁‘ｃａｒ’如（腿冊I JjJ)4U|J-VJ4Pffi;i^PWrヽQ°恂ぶ□’麟邸Ｌ!’ P、ｙ＝ﾐ

INｙz一口佃一冊勁聘ｒく恂ぶ:祠ｅ勁｜ご不;Ｋ壮Ｐ４９rヽ<a-os･○鷹翼ロヨく呻04J’勁召叔瓦防ノ４９９°佃一冊らく価

ｅＥＲ・14」八TI｀ぺＤ一並’『P、ｙ二｀ぶぶ『1・ 16ｙくn｀く』IIOOaiitKli:目口ﾛ淵ne函紳､ＰＯ初ｅ』･6･ＯＬ!２
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　>7＼mA -TMhO;゛4j回靭知９°φ［ﾛｅ｛Ⅱ｝一冊ｅ朔ぼ順並’要ｌ緊要ｅ垣泄’駈ｌｅ弱２県圏Ｈ捧AJ煕茸ＵＵＵｔヽ０

Ｖ知VIJ4J包弱Ｓ靫1ヽ0･○゜¥t?’ぞ＝ﾐ「｀り゛ヽ「ヽくムぷｌｖｅ□汽以（－「ヽく」一坦坦G/7＼ fn ;ヽい物ID｛Ｎ゛ヽ＼(John Brown) 16' |

=こ4=;慌聴□嘔ｉｌｅ冊砥jP，ｙ＝ﾐ|（｀り｀ヽヽμ.Ｌ!屠rく知９晦’勃ｎ幻VUAJ弱り切回一口櫃囮二）祠゜
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ﾄﾉＰ４９Ｑ’１く4=;巨］沓豪’回ぶ拘ｅ郡諏ｇ怜く県暗,痘如i≪i!P1o^^QlJJUU!!S^･抵ぶ｝印ヽ.ﾉ２４!ｊ° ＵｅＳ｛･ね･'S＼' mt^「ヽxlrヽりヽx

「ヽく口端にμj°iVCi*' fM「｀りｙヽくＰ並｛II｝一冊石垣一口頻ｓ二）ﾄﾉS4!ぶt>'-DPi§OiU゜堀包’摩邨弱佃一冊朔ぼ舶か八・抑

｀べｅこz-p，!t=リMM（Ｍ Doazan of St Omer) Q後口勃Ｐ２ ｏ４!ｊ°堀並（jｙ吻汽･）娶j＝ﾐ笏２sｅ畷弑佃一冊如趾蒙二）’印

応祗丿剪９Ｌ!ｊﾄﾉS4!j°（図11-7，8t仙J2s笏２sｅ葵喊佃一冊’図11-9包ぷJゴ統一゜）

　恂ぶ□’14｣八ﾔ1｀ぺ3―16'目○○回壮呻n?｜｜|[工]Dinp'々守ヽ,二｀り｀ヽ屯!1?ヽ,らぶヽs－(tａｘi)勁召�必･ｋ二以je包’
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ytes.)恥aS仁に眼捌豺邸ノ籾印り゜

Ｕｅ罫敲き=に)t}≪6' :m「｀･「｀ヽμ-7頌!ＩＱｅ呪Ｐ（･Ｋｎ好石印勁狐）･０１べGKO^ufflRG器物19腿柵口目-くｅ匍

応２勁恨-く祗丿昧‡ﾘﾄﾉ２tヽQ」4ﾐ?噺包’呪勁勁抑眠頻２阿!j勁ご「任－「ヽく・梅月゛ヽ,」（大洲?柵（図11-2）勁’

海獣ｅ「硲らぶー・梅月｀べ」図（11-1）AJ榔ｓ蚕卵vs^O^0tﾄﾉこg4りｓe4ﾐ鴻降斥挺｀曳!゜

鴎

ｙ－1

図(1 1 -３)並’｜ズ4=;○壮戈こｅ□八こにMEg4)eFﾉ籾1ヽ叫J2･○゜卵二)ﾄﾉ’□7゛xこz一八口辺]編柵ｅららぶ一石劇

恨ﾆ)祠ｅ並’ｌｚｇぷ〕壮Ｐ祝印!ぶ9ﾆ)２°

　嘔ile14」硲一功Q貳ヽり;ヽ,一・+＼-^M^' atviJJOU'一司≪ifl'^llx^'^e^^!j°｜或4=;ぷ〕聴’目M=Mﾛ聡慧ｒく恂応’｜ご

ｇくW-!i:ut^' Wぶyiflo<iﾛ知之=!捧L罫ﾉﾄﾉこ祠゜Ｕこぶ包’「たこ一郭ｙ・梅月｀ヽ,」（図１ １-５）碩茜･!j応ﾄﾉS4ぷt?’



印ぶごtＭＪｅ収昭和ｅ回□一助、e駄J+PGPi n4u:fc' ivc吸収知９畑］吸･ｊ「C///A^*Cこーこz-）AJ6回顧阿板２ﾎﾉS4!j°

K一一口耳）’1ﾄ､恥｀ヽ６｀吸?瞳Ｖ’とこ51ﾄ､Ｄ一:i1躯田Fノ部９↓1:）ｅＰ助ξ?印!j財ＱＵ’UG^Eliet6!iirヽ<aCK ＼Qm包呪こ↓p

負ぶ;!ぶK miGHnV梅月^ue5M卵胞Ｖ二）ﾄﾉこＳ４!ｊ° ｌｇＯＯ聴唇り並’ぶ;!私向日聴ｅ一但Ｌ!^CS^' ihSOUJviVG

馴抵丿必1ヽQにμJ吸恥部助Ｖ助印!j°（州（c））

　印二）ﾄﾞﾉ’【嘸ｉｌｅに】坦他丿iii^JU1o^tヽQ梅Ｆ物包’「ぺＩＮｙヽく硲ｅrヽ,Ｄ「1外＝ﾐ（図１２-４）Ｐ’１４=;０１１１肘□聊

ｒく･KJぶこ4!jJJ2･○゜「IfGiinVC八部くl･梅月゛x）（図12-２）他川」1ﾄ,＝ﾐﾛﾆ）貼ば）eFﾉ’昧暴］包11-く圧昨ﾉ’霧

和］生餌Ｊｅ･○二）K琲ﾉ朔堵に眼μJ2･○（図１ １ -６ 包’ｙ梅Ｄ「ヽく・ｔ吻－!こヽ,「ヽく任－＝ﾐ井!mQ＼<０14=|壮e4↓:」ｅ）゜

印ｅ朗朗Ｊ（|轜二）祠ｅ恥’図（12-1）口必ぶ応９「111?収喘:!極月゛洛ﾉ４ＱＱ’仙並９「｀ヽ＼＼rり｀Ｍヽくi?喇0暇E?鯛翁

一二）ﾄﾉＳ祠゜「fMhAfヽくｅ一馴|包Ｏｎ匍’＝ﾐ｀x一冊包1ロペ/ＬどＨｔＤ－こz一習ｅ柵價他陣く函∠ｙ□八こzＪ｀xｅ遡

ｕt卦ト4［］沓刈ｅ冊恥部－ΣJ「ヽく□呪仙ぴ格ﾉこ4!j° Ｕ ｅ蓄蔵’喇凹ｅｇ（自他μJむﾄﾉＳ祠el:）’!?ヽ々QX一・梅p-

rヽ＼≪J4P0ﾄﾉ２祠「旧?収｀宙!’「ヽヽ^v^?･-z4j’λ2□収Ｍヽく井!’;ご二｀喋」如’々ヽ,|「ｙヽ･ら井!(theUnic, Fiat, Sorex, Belize

and Darracq) ^'^§0^1J゜迎蓄ｅはSご.L6Q緊鄙ｅΞ,恂こ1?ヽ々９;ヽx一硲刻如井!口並’C司郎?貳ヽヽ,ぶ一如↓pOﾄﾉ２↓!j

「ヽ洵－こz-大洋.ﾉ’Ｕこ他丿匙剱に以2e包こ知拘11ﾄ1=降」ﾆ）拘ＯＶぶ私’仙石ﾄﾉ冊興拘･r賄蕩丿召２祠゜Ｕｅ宕’.Ｌ６

Ｑ石緊鄙勁硲剱圀如口並’く’1「｀s＝ﾐこり」’ 1X゛心ｍ似＝ﾐ如’|ﾄ,くn｀く如恥祝ｏ祠゜こz一一「ｖヽｒ－＝ﾐこz-＝（い-ＤＭ゛ヽ，

く紺丿包’徊雲一一G<^^･Ｒ－〉他丿硲刻二）’「Ｘ々ヽべnヽく＝1j「1－２ゆ」一如如包’ぶD7゛々ヽ,一応)■iJOG^C^ぶ一

如Ov ｏ４!ｊ」゜｜|○抑留□勁９Ｓ’ｙ極二？くｅ一刻如井!包’囲宕口呪こ42J祠心らぶ一・極月｀ヽ備丿戮戎二）ﾄﾉこ

瓦!恥’印応並外1jP，井!’ローｔゆヽ一如’（八とこー井!’（）－＝ｊヽヽくＤ一＝ぶヽにz-２,一如’ｔ吻一心「ヽく任－＝ﾐ井!-u

p，一t;!v=ﾐ井!Ｐ籾ｏ祠゜
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　口八こz一八p' eoA月収０111壮L誕］周防扮Q伍］一冊石階rく旬こ祠ｅ靫如ｊ’価二）ﾄﾉ’14=;０111壮ｅ々ヽあ

Ｄ八□佃］一碁石妬心ぶヽ､一AJ勁○ﾄﾞﾉ21ヽ<?|J-Ut6flin･1や-OC^S" IV･（Ｔ智胃弱包舶･哨!jeFﾉ祝叩･○゜□八ｔ八

GMl-U昭徳’「任－「ヽく・怜p-「ヽヽ､」石’必祠Ｑｅｒ匍ぷ:こ勁憬-くJe昧印り昧Ｑ=認Ｐ呪印!jAJ°二）拘二）’1ﾄ､伶

「ヽく」一口並‘car'AJﾆ琢?勁ｏﾄﾉ２勁２°堀部］包’1ﾄ､玲「ヽく」-ｅ謳ｉゆ･L9’‘car' ＼)S･円氾石「佃一冊JP祝9

AJ田lG一価恂応ﾄﾉ匍ﾄﾉ２１ヽＱ° ＵＩＪＰ’「腿冊」口昌治句1ヽぐ』がJ2･印E路ﾉ祝叩･○石゜昭ｌｅ認知’「佃一冊」



･り「曖冊」如匝｜|ﾄ､伶「ヽく」ネノ細二川5二）ﾄﾞﾉこひQAJこ･OGUJrヽ0･○ξ?゜Ｕｅ泥港包’Åルノ４）圀涼P491ヽQ°知助砲

口ｓ�包’（佃一冊JAJ二）拘泥�助２° lol宸!ｓ並’知助砲口「冊JJ泥、e靫゜一助港口’仔一眼l器Fﾉ包’‘on

ａcar in charg of another fat man ’抵j「･田｜唄固［翔i誠一ｇ冊「ｓ」矢に）ﾄﾞﾉ２９°「冊「ヽト」16'mm'［佃］一華」

一旬知拘’「一冊」AJｓｇ）即留忿ぼ）４Ｑ９°4!ぷぼ一画拘「誠詣JJJ籾９ｅＦｙ冊如「朔ぽ」^o^K^AJS･○㈱音

口助９°iVGiiJ-e丑一HiassaW'「曖冊JP並助Ｖ「佃一冊」λJ二）ﾄﾉｓｇＡＪＰ匍噸゜（『聊:田捻-く』［太地］罵５）
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ぷ〕ｃａｂ包「地膚柵」ξ?

　/■^rnvrヽく:it?鄙疆ニ）4り１貳０111駄ぷ〕回目［I］’祝９２ｔ!１４=;○回駄目1［［mQ々ヽぶ｀XDハｅ靫□16'^i《口包’

柁抱ｖｅｒ腿冊］恥佃ｎﾄﾉ２祠゜二）拘こ）’急///－ぶ回-く恥’佃一冊Fノ々ヽ,1｀ヽごり｀ヽ,ｅ窓抵丿佃ｏﾄﾉｓlヽ印丿匍’昭

目口並佃］一冊AJ眼目軒冊恥糾叫ヽノこtヽ（MQむFノ’曖冊並K一杜丿勁eFノ４９９°物Fﾉ口必祠.L6･ＯＵ’「曖冊」恥なり゛ヽ，

Ｄハｅ遡拘ぶ窯如む物ｅ並’14=;111０駄ｓＰ４９９° ４）ニ）’耀胃ｓｅ「曖冊」抵ＪＫＤ｛｝!;!物ぶこ包’急ｍｙｒく包「腿

冊」抵丿鄙疆２）勁拘ｏ祠UAJ□勁９°佃く晦’急ｍｙｒヽく並’『々ヽd゛ヽｃリ^GE［咀JPr吠冊］如侭にgﾄﾉ２９°ぶ;!

拘Ｑ９物２ｅ並’「1?ヽ々ぶヽx一＼大淵?冊」一新音物明朗‘ｃａｂ’如坦佃2ニ球がJUtヽ「｀践丿舶･1ヽ<'-D^tヽQ°耀胃弱Ｐ包’

4!がJ･一:ｇ｀哨Je」-6･OU4§K3゜

Ｔ’

(Ｎ

(y)

「部’｛｝=9蔭□県Ｑ朔雁L6･o-u-:>i^stヽ叫J’ヨ画即自回404）こz-p、ｅ宕り○むぶぶこ’樟混（奥仙漕トく4!j一石套弱電･Ｈ

祠抑ｕＨｒヽく「1－ム恂応ﾄﾉ甑９仁1抑’知包９Ｖ一日一口「く1ヽQe抵JO弧り」4J石籾「ヽQ」（智胃弱「石切弱㈱」）（耀邱ｓ「一

昭柵」) Walking swiftly by at night he had seen cabs drawn up before the door and richly dressed ladies、

escorted by cavaliers､ alight and enter quickly･

　　　一「iBR≪' mm＼i^丿膀ヽeぶごＶ応弱こξ?’AJII110 0 4!j」（智胃弱「喫傑」）Ｔｈｅ man said they were to get ａ cab for him.

－1;ヽＱＩＭＭt詐μJ’呪弱咄!祁ｙ恥部包晋百防↓J7｀ヽ心「ヽく1?ヽぃ［｀り｀ヽヽ心並獣ぶ弱Ｓ恥c｀･ｇ’1ひヽヽｒrヽ､ＤＨ=ﾐ’りtヽｙム

　聴融石|||10n祠゜（留胃弱「函徊4ぷ0」）（耀４!％’弱ニ)) "Gretta tells me you're not going to take a cab back to



　　　Monkstown tonight. Gabriel," said Aunt Kate.

寸　寝耳G§1l^1b^0JUf:!^?ｙRI?以丿雪ｇヽｎ包勁二:≫P' ■ベニｖ吋;｀ヽ儲丿県初ﾄﾉ如丿包瓶憾?５砥部一心勃二）知゜（智胃弱「函和

　　知抑」）（耀邱５「曖珊」) Cab windows rattling aU the way, and the east wind blowing in after we passed

　　Merrion.

ば‘）－1ﾄ,1ﾄ,ヽ吋:脱ヽ,１｀ヽ,Ｄ;｀ｙ２）１･Ｑｅ硬百砥丿奪勃･吟Q弑ぶ二）２’AJ堀ｉ?11110ｎ知゜（智舞踏「函和知抑」）（耀４!Ｓ「曖珊」）

　　　”Teddy wiU have aU the cabs in Dublin out," he said.

（£）一拍’価Ｕ包A非４）こgこ綻恥Ｓﾄﾉ’Tヨ「面面躾」籾n 4!jむりAJ//ヽ,（1－Dp，聴吋恥荊二）恥ＯＬ!|||lo n好）（智舞踏［函

　　　部］4!j抑」) (JDl!邱ｓ「λJﾄﾉ４」２Ｓ綻AJI l-tSltliiitDr」)"We used to have ａ very good horse and trap at home," said

　　　Aunt Julia sad

ト　ー寝耳包14ﾛこ〉向瓢i獣r･勁拘ｏ知’Ｊ堀包11110ｎ知゜（智胃Ｓ［函和］知抑」）（lo踪!Ｓ「腿珊」）”ｌ could only get one

　　　cab,”he said.

（�　旧知「ヽ〈・「〉･D7｀ヽ,tヽく並匈トりnilヽヽく1?ヽ,－・nlrＭｙ｀ヽ司肺抵丿徊Ｑﾄﾉ■□ｅ靉痘砥濫叩こ）ﾄﾉ拓）ぶこ’恂ヽ之旬ヽe冊,砥丿涯恥

　　‡ﾘ4り柵□珊珊□異;二）刈むぶこ4!j（智胃Ｓ「ほ和瓦!抑」）（綻４!Ｓ「曖珊」) Mrs. Malins was helped down the front

　　steps by her son and Mr. Browne and, after many manoeuvres, hoisted into the cab.

ｏ）寝□嶽恥に4!jZ’弑Ｓ吸入坦丿咄t靫9e+く仙田ｅ･日h' lli≫t6=,:;DS□佃Ｑ恂印!j°（智胃Ｓ「函和4!誕1」）（loR!Ｓ

　　「一冊」) The horse was whipped up and the cab rattled off along the quay amid ａ chorus of laughter and adieus.

　習ぶ咄j’ ‘cab' t6「唄腿冊」如細|15知噸゜‘cabriolet' ｅ安里諭Fﾉ４９９知ぶ習゜二）拘二ｙ「i^CN/7ヽx－」｛II｝

一冊≪d4PSell6io^K^°咋可M冶叫J’ ，－（J）ｅ旺唄Ｐ「腿冊」司政口知ヽe知･1や.oc^i^SGt6' c3)iiJt^p|e^o°

籾AJe－包’腿冊Fノ4９９4J4↓）勁こ4J44）２･1やヽ（a°勁tJ勁ぶ’曖知担知こﾄﾉ２勁Ｓ如詞!j°「函和習抑」包’｜

ｇＯ回肪｜［［CKCDU四知創個二）ﾄﾉ４９９° ２）拘二ｙ叙慌§ＰＪ９２）4!j-L6･ＯＵ’佃搦冊IMｙ;ヽs―包‘taxi-cab'A.丿

邑･包ぶごﾄﾉこ習゜こ）巡回ｏﾄﾉ’，－（x）ｅｌ尽ﾉtｒ‘cab' 包印ぶ３ﾉ呪９即蓉1肖1ﾆ）籾９°似庖巡包］J･○二以ぷJ4J拘’

（Ｎ如（腿ぎ暮剛壹，雌ノtM二)S-UI1110印!jJAJ二）ﾄﾉ9Q（耀一巡包「曖冊」）゜似壇Sほ?「UUfflfJ JU認知ｅ包’

　「||トく知か|「ベー［ヽμぶ司州恪ﾉU］ＶＪ’tﾐ（｀乖，明知□細如・ｊﾄﾉ硬盲如ほ･，ajJj甑Ｐ４９９°卵ニ）ﾄﾞﾉ’似回

ilSBl6lJG^ JU' ‘car' ^ｮｮﾄﾉ仙ﾄﾉ躾）嘔に如「腿冊」’‘ｃａｒｍａｎ’如（一冊JAJこ）ﾄﾉ２９°包!2）～同如懇巡知

　（腿冊J-USb二）4哨氾包’佃く包’‘cab'Ｐ包勁Ｖ ‘ｏｕtsider’Ｐ４９９°Ｕこ一碧胃弱包（||雲曖冊JAJ2）ﾄﾉこ９°

知’「目雲腿冊」勁ぶ「（ハ訃く1）（図12-2）４）恥図!j° loea!ｓ包（目雲華JJニ）’（仙石叙任匈12JU佃９１

勁二）ｅ曖冊JAJ州一句二）ﾄﾉ９ヽＱ°IJCt6'‘an outsidejaunting-car'ｅＵＡＪＰ（図14）’ＯＬＪＪＱ包’14=で○

O)jti-G4PGW^3∃AJニ）ﾄﾉ２９- ‘1900. 恥stm. Gaz. 19 Jan. 10/2　If we are to judge by the figures set out by

the Chief Commissioner of the Dublin Policein hislatestreport,the popularity of the‘outsider'is on the wane.'
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　耀誓弱並’「コー「ヽくｅ湖Ｐ」靫t路ﾉ勁Ｖ’急ｍｙｒヽくぎご?‘car' ＼)J ﾄﾉ２９堀陛低価AJヽe3J「腿柵」･り二）ﾄﾉ

Ｓ９° ＳＶＯ拘－抵j49む1ヽQ°

，ｏ　４９ＳＯ加跡ノ包泄咀似Ｌ!勁ｎﾄﾉＳＩヽ（ａ°ＳＯ向ｅＳ’研暮PIトくGiRAJP、一＝ﾐ県Ｑ闘眠口回向叫.ﾉＳ好L6°（「目



　　　　-くｅ６頻腿｣) "She's on the turf now. l saw her driving down Earl Street one night with two fellows with

　　　　her on ａ car."

１-*Ｔ-Ｈ　Ｈ!KI＾－・P―KAt6|H|?jfflflぶ5吋拡岡bl叫こ’///｢ヽく1?ヽ,－・こＤ－it?Uｺ艇６司罰町丿釦むﾄﾉＳ明瞭□卸２腿

　　　　□悒薦ellllO蕪抵丿斥ぽ‥．゜(｢鮨腰｣) Mr. Kernan was hoisted on to the car and, while Mr. Power was giving

　　　　directions to the carman, he expressed his gratitude to the young man and regretted that they could not

　　　　have ａlittle drink together.

，(＼j　面面-WOH｢ヽくｰい4JR，IN｀賢一県Ｑ□回向ｎﾄﾉ糾r哨!゜(｢鮨腰｣)Ｔｈｅ car drove ofif towards Westmoreland

　　　　Street.

，(Y)珊珊包かINヽく外ｔぃり^≪!!l§§yl@-:>4lJ^w^:^MG1s^'-ytt6s^' ///｢ヽく£?ヽ,－・Ｒ一十ヽ,八包価L湧に一価こ祠゜(｢鮨

　　　　傑｣) The car halted before ａ small house on the Glasnevin road and Mr. Kernan was helped into the

　　　　house.

　似逢５包’－－如「柵」AJr一廓」□’494J e圖厖包「腿柵」□二）ﾄﾉSIヽQ°派１垢Ｐ籾む瓦!『２ｊＭヽく1?ヽ，

－・Ｄ－1?ヽ,－』城〔包’14=こ○田壮ぷ〕四回［ﾛ（利一）□諏錨二)4lJ!i3S綿羊ﾉ’‘ｃａｒ’抵以Jﾄﾉ４）恂Ｑ公邸Ｖ刮昭

二）ﾄﾉＳ９゜

‥･ξ!^i^S^GC>AJ!:)･り恥’外￥1ヽく’P、わ￥’目「1-Tぺ二｀ぶ急’玲＝ﾐ1ﾄ､R、ltｐＪｅ涸貰jaμｊ冊4J佃｣ぼ柵Ｕｅ叫ヽノ’tこＤぶヽ、

1.｀り゛ヽ､＋鈴圏ＵＩ.r･ﾄﾉ仙4!j°殯圏幼{Ⅱ}一冊pugiixinittj' ffl]一冊朔一部]4PlftG朔望H|i4PAJ4PL!州佃泌丿畑Ｓ’仙御険丿咽

恒匍t９かＭ一向r哨!゜･りＱＱむ雲辰－如袈呪瓦!Q-VJ4Pt6K?＼J' S^SiiSS包’一如麗ｅ裾･哨lt!箭鴛砥にｙ峯i=i冊恥咽

19jJ喇囮恥む私心にﾄﾉ黙‘IM;.ﾉ釦ﾄﾉＳ４!ｊｅｐ’蝋Ｑ侭’ｎ勅Ｑ佃一細･９昨je邸eg)ｅ‘lt!茸麓如一如弱ξ!’･r･ti6VW9S^

綴む弱ｖｐ幼弱･L9弱･a! n 4!j°

　Ｕｅ･○抑「佃搦柵」包‘motors'-り‘automobile”「佃ぽ柵朔ぽ徊」包‘wheel-men”

‘car-drivers'P49Ka°

「柵ｅ朔ぽ咄」包

　　　　　　　　回

15-1 15-2 15-3

ズ　P、｀践ニMQ－くｅｍ?ｕ--りヽりｕ-4JP、rく£?ヽ､－

　　［｀ヽり゛ヽ－Ｄ一祗jｖｇ･tヽ収剖U］w-く包’（）Ｈ＝ﾐｊ-1「り｀ヽxこＬ・□Ｄ一向ぶii柵□昧９一応’「玲;｀吹ヽ4ヽくら･［｀リヽs］

一（図16-８）FﾉigQtヽQ°印ぷ:向ぶ荊（図16-1－了）勃Fﾉ乙部’「咄察知斑一之JPrP、｀ぺＤＲぺGm ?･

ム」「11「1一斑－ムｅ捕く似」o|nuGs^lJc゜印ＵＰ応）AJ二）部Ｑ拓八（ぺ卵二）ﾄﾉｓ２靫祝AJ’ ･Ｒ一こz-ｂ－ヽIP慾

む一如噸゜ijG ＼mQヨ巌鯵卵綴VIト玲「ヽくムｕr眩皆既ｓ函0ln向FﾉﾄﾉＶ９°勃勃’「ｍ?ｕ-」恥「P、｀ｘ､二｀収

-く」‘the American's' e 4PG-0W:にﾄ>'SKaiJJUP^§Ka°田Ｏｅﾛ］柵個５Ｐ包’絣□’「P、｀ぺ二｀９-くｅｍ?ｕ･-」

ＡＪ勁r格ﾉご｝（政江洛ﾉ祝９向’｛｝辺g認知|15諮二）ﾄﾉｓ降L6･○□’印ｅＳ弱ｅ-く侭AJ包紺勁ｅＰ４９１ヽ0･c梁?゜|ﾄ､玲

「ヽく止包’ぶ」･0ぶ３Ｕ「ヽり゛ヽ－Ｄ一石「P、｀ペニ｀ぷ1-く」靫AJ弱弱二）ﾄﾞﾉ２９°二以探び唯ﾉ’印ｅｍ?ｕ-ｅ恕抑梱包「｀ヽ、



ｐヽ－Ｄ一同籾9AJ堀ｇ）ｅ勁佃］誕Ｐ祝叩･○゜Uq' t6UJ二）ﾄﾉ印･○勁ｅ拘゜印二）ﾄﾞﾉ’回栢’「｀ヽφヽ一Ｄ一銭「械

○好石印」＼)＼0Cﾄﾉ２９ｅ駄JrOiOfe゜瞑誕’吟ぺ刄び４がＪ２･ｏｅ拘゜

堀ぶ包一擲轜Ｐ呼､喫如斑一ｊ-Lj昧Ｑ’p、｀べＤ･Ｒ-くｅｍ?ｕ-ｅ腔○ぐ{51^04!j°部側AJ徊徊収J･Ｒ－こ£一石索ｎﾄﾉＳtヽ(ae

靫゜ひ￥ロー-h:Rfg!!!!QI^4P0 PlIIID印!ど

一眼ＳＯ並知包ぶ２〉Ｓ－･

一胴り並ｍ?ｕ一冊GUP、｀x拘泥ｎ祠゜かｙロー外為｢｀ヽり゛ヽ一Z^-JUZ^^VH一＝ﾐｅ祠�□Ｄ＝ﾐ?ヽ瀦丿駄Ｓ祠゜｢｀ヽφヽ－Ｄ

－石雲･HgsＰＤひ｀x-Ｈ－＝ﾐ石賎奴G昨j°眼応ξ?ぶ巨獣ｅ｢ヽくらﾄ昏、.1?ヽ､;゛り｀x｢ヽく石Uｺここ’必、e勁拘禁唱｣｢Ｙ好い「lp、抵」

著旅ﾆ)祠゜…･紺石石ＩＪｅ《目「1一斑－」-ｅ捕《奴》0囮Jｓ･OQ4]ｅｍ?ｕ一口似４:ニ)’眼ぶμｙ詞斟哨1嘔泰LHく仙勁慾

むＪ.L6･ｎλJ剽脈２)4!j°(智醤弱)

　耀醤ｓｅ｢mm＼)御強AJ･Ｒ一こと為政ｏﾄﾉ２９ｅ靫｣幼’矩４!5Fﾉ幼(祁側λJ御強AJ･Ｒ一こz一刻こ)為政ｏﾄﾉ

Ｓ９｣’印二)ﾄﾉ似唐器Ｐ幼[r籾JP鄭側�佃]強９ｊ-|｢ヽり^r^≪J1aポＭＪ２･ｏｅ靫｣口弱国ヽノ２tヽQ°lJlJG^^t6'

ｔいｒロー-S^f!g!l!ig^4P0ﾄﾉ｢1ヽVS0t6io>l≪ぼＱＳ－･｣２･ｏｅ靫拘ぶ' il!S^?2tViO:^OiujjWtヽQe為佃駁洋ノ

４９９°ｓＱ幼’禰ヨ四垣Ｐ�９ｅ靫゜IJGiSat6A非ノ４)ｇ)和向二)２°之)AJ為２０９1110蕪為’瑕e4〉くAJ匝￥二)

ﾄﾉｺ)勅･昨印f曝ノ籾９°印こＬに)ﾄﾉ44⊃’1柄Ｎs印Qe幼紺弱ｅ拘゜｜【K' rVGm?心-ｅ跳梁肺μJ田･吟Q｢｀り゛ヽ

一Ｄ一助GP^§^O･c梁?゜IJG§SSIPS･１ヽぐ!が(ヽり゛ヽ－Ｄ―為回-く抵丿佃匈ｅｍ?ｕ一口印政こ)4!ぷJAJ□弱９°ニ)

ねﾆ)恥c｀頃゜(順二)Ｓ製躇ｅ拘知為弱㈱砥團Ｍこt収ざご?ぶ’(ヽく1ﾄ、｀やーか7い以Ｄ－;゛渚丿姫漑２)瓦!I W-く幼’邸

嶺eSAJ’絣□’｢姫漑JL拝ﾉ4ぷ!jt鬼び阻托抑ぶヽ(珂｀梁?゜iJG ^^§GP、ＸＤＲべ)跳梁ｅｍ?ｕ-Ｌ!vKaiJAJ

如囲沼AJ二)ﾄﾉＳ祠ｅＰ幼弱こμ!jO･(｀梁?゜印ｅ州召一同｢｀ヽ」゛ヽ－Ｄ－AJ匍鰐２)4QAJ･OS･印引乙ﾉ幼弱２拘゜Ｕｅ脆

泌一同翻□1o>K3Gi:6'[叙巨]回TI一こzＪぺ・;で{｀り｀ｕz一旨佃}搦柵２･－｢ヽくj G rn一こi-7＼ ･ '<＼ヽり^_LJ piiQ[Q)°堀

包’｢田随ｍ?心-・こ5－｢ヽくj G n｢1－こz-;ヽいと外?ｕ一垢:｣如偽伺二)ﾄﾞﾉ２杜氏謬ノ籾９°



　TI－こzＪ｀いこ外?ｕ-・７x「111P、並’｜|「1－ｍ－ら□佃悒こ’吻く八ＤＨら£といらＤ－7｀ヽsjjp、N-＝ﾐ|（｀ヽり｀ヽμ．

ヨ確Ｐ呪ｎ祠゜秘袈包柵4J二）ﾄﾉＮ「｀り｀ヽ､（ヽくＰ･ot:' -くiHGt!jAJヽぶり抵丿印ｅ瑕Ｐ噸IJ二）祠゜mw 0べ､印ｊ『|｜

「1－ｍ一ら・く|「s＝ﾐこz-」斑如吻くむ耀ご肆剥く佃宏司Fノ’「ローiz-・P、virり｀ヽぶ-GUI一斑－ムJP剃Ｌ!包柴嘩

如召Ｕ勁○ﾄﾉ２４!ｊ° Ｕ ｅ瑕並’Ｋ佃宏司負旅２’崩譜勁「T□｀心一如必tJ裾ｎﾄﾞﾉこ幻゜似包’rヽ1Je瑕Ｐ’「11「1

－ｍ－ら・ｍ?ｕ-・ら|「｀1゛ヽ､Je箭壮もｅく呻喇□勁○ﾄﾉこ９°｜くＫＫ壮口W llg^G-fく･HI ■MnVlt^H^'エ・コ

ー（ヽくｅ臨徊AJ勁ｎ幻゜Ｕ･○ニ）瓜りJAJ負ぶ’「祝ｅＲ、ＸＤ･Ｒ-く」JJ-W'ΓΥ1－こJ-?＼ ･ '<^?^J_ ・急「111「ｘ」一

冊152）ﾄﾉ２９４Ｊ４）ＥＱ９° １くく11壮□一如㈹ぶ:祠堀ｅｍ心z一並’「似14」｛Ｍ刈0μJ邑但こﾄﾉｓ祠゜（図17-4、

6) CM 17-5 t6'･ト､恥Ｄ十>oinGB一mmmp4９９4J2･○゜）

17･2

17-5

17-3

17-6

f－4

C｀ヽ1

17-4

17-7

　二）ξ?二ｙ↓l:）･○之）jJOe溺必ｅ即留忿!拘泥1ヽQ°印ぶこ並’「泥eR、｀ぺＤ･Ｒ-くJerTゆ£拘’「目「1一斑－」-ｅ

原似」（Ｔｈｅ ＢｅｌｌｅｏｆＮｅｗｐｏｒt.）λJ刳］Pt:'-O^コヽ-ﾉ２９負ぶＰ４９９°'J-?＼'Vi-「｀ヽ､籾－こz一並’（ローiz-・P、｀ヽｒlN｀ヽxこz-

Giin一斑－ｊ一如tt! ｅ９負二）ﾄﾉ２tヽQ° uijw' m?ｕ一明一ｅ･日一蜀瑕Fノ４Ｑ９°tt64lJ' I I「1一斑－」一石Ｐ、ＸＤ

Ｒｅ佃叙抑ｅＳ:臨ｅ仔･＠瑕’（｜貳却一泰升ｅ）嘔匯悟佃祠抑ｅ剃ｅぶヽxｍ一ｂ－（ヽ悍ﾉ4QgAJ2咽池罫↓pll5諮

ﾆ）ﾄﾞﾉ29JAJ2･○゜秘4ぼ1(i$$Sat6'「||「1一斑－」一包Ｒ、｀ｘ､ＤＲｅローｔP、virり｀ヽsこz-葦ｅ荊硬筆冊゜梨㈱瑕゜

ｍｙムｅ旅匍瑕Fﾉ邨）泥1ヽQJAJこ）ﾄﾞﾉＳ９°二）負二ｙ :XJZ4）’回栢’「11「1一斑一之ｅ捕く似」-り弱国ＪＳ嘔印丿

樟囲Ｊﾄﾉ包こ弱２

　ｍ?ｕ-ｅ「一側□並ｍらｊ-ＲｅｌｊＰ、｀ヽ､」拘泥Ｑ’「ｔぃｒロー･ﾄ条?「ヽり゛ヽ－Ｄ－AJDかｙＨ－＝ﾐｅ４!ｊ９□Ｄ＝ﾐ

?４原２祠」゜佃《並’１貳却一泰升□包’ＵｅｒＤ＝ﾐ?ヽ､Je=困AJこ）ﾄﾉ’「目「1一斑一之ｅ捕く似」拘泥ｎ祠゜



恥部包’玲λい=ﾐ（Ch.Ｋｉｎｋｅｌ）〔1くぷ〕日計ｮｮ頒）Ｐ４９９°恂ぶＬ!’急Ｈｙくnヽく・Ｑ ・ 田一祐一(James Ｇ.

Ｍａｅｄｅr）岸==困ｅtこ|r･一こL. (ballad : song with piano)「||「1一斑一之ｅ捕く4X」( 'Belle of Newport, thy parting tear,

ballad') ( I <ff:10計ｮｮ遡）４）呪ｎ祠゜

　２頃ﾆｙＤ＝おヽぷ･こ|「｀ヽぶ£ｅ租ｅ塵邨靫t浮ノ勁Ｖ’「||「1一斑－」-ｅ捕く似」AJ.L6包応仙掴く壮jeべ=認知助壮丿

二）ﾄﾉ２祠ｅＰ４９１ヽQ°剛ｅ-くg-Ut6'「伶Ｆ□二回ヽいＤＨｎｒヽヽ〈１?ヽ,－・ぶヽ少一「〉･･-^6;ヽいP，「ヽくQヽ,一」(Caroline

Webster Schermerhom Astor,) ( Iく111０－14=こ○く）（回18-3）Ｐ４９９°堀似並’謳頚飾糖ｅ十く輔峯’｛ｙや

二｀９，ヽ1・とこＭ;｀ヽ≪（）「ヽく・P，「ヽく1?ヽ,－・急「11I(＼ (William Backhouse Astor, Jr.) ( Iく111０－｜ぐに日）（図18-4）

ｅ㈱Fﾉ４Ｑ９’ ｜ |「1一斑一之９日「1－ｍ一心ｅ井!怜く肱一分叫c格ﾉＳ祠゜｜|「1一斑一」-ｅ胞併〕「P，「ヽく」」｀いこ

（）「ヽく」（図18-11,12,13,15）Fﾉ包’回○○-く如疆釦Ｐ匍９就狸胴Ｐ就狸く関知氾LJ勁4こぶこﾄﾉこ祠゜靫如ｊ’玲

八ｂ＝ﾐ蓉=宙ｅＤ＝ﾐら「||「1一斑－」-ｅ捕く似」並’伶恥口二回｀ヽ,e4!ふ９ｅ租Ｐ呪印t探湯）反応勁２°剛二）ﾄﾞﾉ’

Ｕｅ･ヽ5祠Ｑｅｌ今知「急m7ヽい急Ｈｙrlr｀いp，「ヽく16一回却」（Ｊｏｈｎ Jacob Astor lｖ）（｜二だ低回ヽ－ヽ|貳目|）Ｐ’

堀包『獣却咬Ｐｅ悟』（ｊゐurnり; in Other恥rldi)［１=こ4=;巨］計）AJこ･ＯＳ４こ包（/）LL如細Ｓﾄ-'4i3S^' SVO^

ｅ雲応祗j4J n4り収回如２）ﾄﾉ２tヽQ°剛一:）ﾄﾞﾉ堀並’ｌｇｌ計’心ｙ心11？収ヽ,0阿ノ蕪jJ攬□分gヽ之靫゜（図18-５,６）

とこ?双ぺ（（）「ヽく・P，「ヽく第一包’「P，八に訃こz-ｺ「ヽく」D|n (Ambassadress) AJS･○笛習「Tゆム（回18-了,ヽ-⌒lo）一

路徽ｊ’㈱拘･ｊ包勁ぶこﾄﾉＵＵＦノ桐胴こ）ﾄﾉ２幻jJS･○゜
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貳　4p･OOJUOGiin-^一ｊ-

　　｢||｢1一斑－」-｣包’P，｀ペニ坏瓦丿吻価抱９恥’印ｅ勁負P41⊃｢だヽ;｀ヽsl?りヽ噸-一葦怖･p･;｀ヽヽ,ｙ＝１１11ｒl一斑－
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１０　抑－1;ぺｅ甑順ｅ瑕

　句ぶ口meﾄﾉ助ぶ助2U4J石棺９°外ｙ「ヽくe44:」AJ4）AJe励一階トく包一司ｊ-Ｄ ?収｀ヽ，（図２２-５）４）２）Ｖ並

鴎「1＝ﾐ7｀ヽsとこ（図２２-６）Ｐ棺（Mj石’「ｘ八以□．｀ヽ,＝ﾐ「〉・八-くｅ似函ド準ﾉ’ＤＨ一＝ﾐ1ヽくｅ励劃一ﾄくFﾉ棺○習

鴎1ﾄ,ｙ［い-E｀ｕ-（図２２-了）□外ｙ「ヽく包句切り心に助氾似に4!JAJS･○゜tttSiiJ' ff V〔ヽく抵丿如柘〕玲＝ﾐ1ﾄ,p，包’

かヽ＝り-ｅヽpく器1゛ヽこＱヽゆ乙（図２２-３）ｅ器一石棺ｏ邸興路Ｐｓ９石’玲Ｄ（ヽく止秘石樹rく二）ﾄﾉVgAJ’鴎1゛ヽ，

＝ﾐg□ヽ心．（図２２-２,４）ｅ留瓶AJ助o 4!j° 4PJU↓pJUGrヽｃ哨りヽにz一並’!z-＝ﾐｙ２-（図２２-８,９）ｅ｛MI抵jO句

切=US>'「伶＝ﾐ1ﾄ,p，ｅ一助1ヽQ忿Je測器Fノ棺○習゜抑助,=むＬ!’「玲＝E?1ﾄ,R，」16' ixv^irり゛ロー既膠.ﾉ並　Cill

Dara　Ｐ’「抑－1;｀ヽ,ｅ･Ｋ･ｅ秘如JAJ2･円咀!坏ノ49（‘リj°「1s!-I^」JJS'Kt6'「こz-＝ﾐｙこz-Je眼l暇並Ｄａｒｕ-ｖid

P’「拘－ら（鄙）Jer匯和］」砥j㈱昔二）ﾄﾉ２習゜「抑－ら」訟並’ｔ哨（ヽくtｙ｀叫備jP，｀ぺＤ･RUt6|Jヽe習習

□4）駆旺句応ﾄ^S4iJrヽ0･○゜印二）ﾄﾞﾉ’叙巨］回TI－・八・こ外?ｕ£一旨佃］一冊２･一「ヽく!ｒｕｅｉｚ-＝ﾐｙこz-ｅ瑕（図

22-11,12,13,14,15）F-ﾉ氾Ｕ助こsこ’「1－「ヽく!」（x）ｅ訃祗丿禰匍’鴎1゛ヽ,二瑞□にz-ｅ＋訃践（図24-3）Ｌ!ロトノ２祠゜
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　秘刻’∩－｢ヽくｅｌ笥石噸噸ﾆｙ玲｢｀ヽぷ一こz一石Ｓ･Ｏ｢１こい一一八1ヽく葦｣(Queen's County) t6' |咄咄こ壮□

ｙ7ヽ収ぺ1｢り｀ヽぶ-um-ぺＰ，Ｄ－１お｣口屁○ﾄﾉＯＶぶこ刻葦Ｐ’『伶八以トく硲Ｄ八Je』-6･OU' P，ｙ＝ﾐIN｀以.邱

仁|蚕糸(｜貳14=;－｜貳|目)聚Ｌ!｢Ｄ－,;ヽげ1葦｣(County Ｌａｏｉs)(図24-9,10,11)jJ尨邨恂こ刻゜恂ぶＬ!’

　｢Ｒ一ロー葦｣(Ｃｏｕｎty Ｃａrloｗ)(図24-12,13,14)包’P，Ｎ-＝ﾐ|｢｀り゛ヽに^ffiieP Ceatharlach ＼}細部｢回○石の

勁1ヽQ罠｣抵丿叫音二)ﾄﾉ２瓦!゜rV4PiV4P'｢々ヽa｀ヽヽ,Ｄ八｣佃]珍’4=;4ｮ』留升ＭＳ’ＤｒＶヽｒ一疋(the River Liffey r佃

悒Je剃)負ぶ榔９籾石則丿匍刻｀ヽ,＝ﾐ｢〉り゛いく(ｔゆヽｙ玲7ヽ収y)石Ｕｅ瑕Ｌ!呪○刻々ヽ＝ﾐﾑｰくｅ旨抵丿ｓ聾二)ﾄﾞﾉ’

　｢晰乙矢照Ｑ｣(Ｄｕbh Linn)-Ul'ヽ^iiJlJ-U句心田巌知1ヽQ’細く認刳]勁ｅＰ４９１ヽQ°ｂ－＝政|匯ﾉＷ ＢａｉｌｅＡtha Cliath

(Ath a一向AJa･包応ﾄﾉこ刻゜
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　Ｕ･○二）習瑕刳］ｅ樋応ｅ智昧如↓pnﾄﾉ’gヽ＼mvrヽく咄ｅ嘔邸ｅ笥収如心弱召二坏ノ必９-げ印Ｕ□包「ｔヽ＝ﾐ

」一昭l^j Gi>i:］AJrlごヽ＝ﾐ（〉り｀司9咸Je邨石収拾二）ﾄﾉ２９ＵＡＪ石ぶ;吸?９°４）抑叩、ざ急ｍｙｒヽくelﾄ､伶「ヽく」一包

細〈!Sig'01i6S^^^「〉りM19陥ellllo昭Ｐ練石こﾄﾉ２９ｅＰ’ １;ヽヽ＝ﾐ「〉や眉詞啄渕」［Ⅱ］刈嘸瑞Fﾉ泥９ＵλＪ□勃抑石

ﾆ:こ包弱ご２）ξ?二ｙ佃《獣ｇ□包’ｔヽ＝ﾐｊ一昭陥ｅ４］石似函gFﾉ泥9UAJ石.Ｑ拘９°耀胃弱|ﾄ､伶「ヽく」-ﾛ包’

　「堀ば1（綜、eP徊む心にﾄﾉ２９和習抑＝P、ｙ＝ﾐ|「ヽり｀ヽヽμ--く」ｅ紅粉t6' ims冊ロー－↓【をくＰ泥９ＮＮ｀ヽ､「ヽく

ｰく習抑ｅ冊Lj但む心にﾄﾉｓ4£2° ＼印応口ＮＮ｀ヽ､「ヽくｰく仙2抑石鯵佃く刈ｅ鹿碇和」*4ic!O4Uj JU^rヽQnJer峰佃《

刈ｅ咄ｉ肺］」包’刄ぺmvrく一同包‘virtual victors' P491ヽQ° Ｕ ｅ ‘virtual' 包’「邨［II］＼玲佃《Je巨晰駄!e

U4J如|15諮二）ﾄﾉ２ｒヽＱ° Ｕｅ巨晰石’「1ごヽ＝ﾐ「〉りM19陥＼tヽ＝ぞよ昭陥Je巨咀Ｌ!妬」弱○ﾄﾉｓｇｅＰ４９９°「併

ｙ「ヽく」（Ｎａａs）恥「ｙ;｀Ｍﾄ､「lp、」（ｌｎｃｈｉｃｏrｅ）習むＰ包弱こg°智胃弱一石’「堀ぶｅ弟ｅ迎包回心弱「べ1「ヽ･

八「｀く厩弛侭ﾉ拓」鄙扇恥部弱こtt吟耳ﾉ泥9JAJ二）ﾄﾉこゆ○抑ｅ「Ｎ「り｀Ｍ｀く昭垣」-XJ包”Gallicis�Ｊ弱ｎﾄﾞﾉ

こ９石勺Jこ包細《Ki!Spt6‘Gaul'□掟偏物９° lJGffi',gt≪'「「Mrヽり｀ヽs（ヽくｰくJAJ::g･円崎音４）泥９石’「ｐＤＰ、」

44:）ＪＶ包（ヤ1－＝ﾐJAJ2･○瑕邨４）11S諮物噸゜Ｕ応包’「十ﾛ繁々ヽ＝ミムーくｅ瑕ＪＰ４９ｇ｀げφ口耳ﾉ２･1で!j=l=りｰ

らＤｐ、’Ｎ「りＭヽぐ;ぐ＝E?玲－ｅ佃§S' tt6liJ' 1^1「｀り゛々ヽＪｆｙ?ｘ’ 「ヽくｙ「ヽくｅｌ笥一気」、ｅＰＳ９°印二）ﾄﾉ’

Ｕ ｅ‘Gaul' L!も£と函OMg樋応如召□物4J”Gael' AJぷに？JAJ石4こ勁９°細和包’「ｘｙ＝ﾐ|「ｙ｀ヽぶｰ’「ヽく∩５

ム|「リｙじ「〉･八朝ｅｔヽ＝ﾐｴｰく一旬物゜習石ぶ’「Ｎ「｀り｀Ｍヽくｰく」石「p、ｙ＝ﾐ1「ヽり^!z_-くJer↓1をくJP泥９

Ｊこ･0Gt6' t^puGと習・6･ＯＬ!’（匝ここ）ＲムＤ?収｀喘S朗」（似庖弱州）駄2･ａぶ4J拘’「「ｘｙ＝ﾐ1（｀りｙz--く

AJ匝!2）Ｒｊ一二｀ぶ!;｀洋ノ泥Ｑ’＋ぷ〕却誕辰雌鯉口曖Ｕｐ、ｙ＝ﾐ|「リヽμ｡砥沙く喇ニホノｙ玲Ｄ（ヽくｅ霧只一疋IJ､0AJ二）

ﾄﾉ部習」（耀邱弱州）哀叫坏ノ包弱ﾆsｅ句゜tV4PiV4P「tヽ＝ﾐｰ£-くJAJｓ･印1（県即剛り）徐に）ﾄﾉこ習ｅＰ４ＱＩヽQ°

勅習’［Ｕ応ぶｅ石部ぶごﾆ:乙弱但］搦冊ｅｌ４［］」□昧ｏﾄﾉこ習「回-くｅ靫壮」包’|11-く勃Ｐ石「ｂ＝ﾐｴｰく」

AJ祢ご?ぶごＱ拘泥Ｑ恥c乖ﾉ泥９°｛11｝搦冊ｅ路細部Fﾉ４９９「Ｎ「｀り｀ＭヽくｰくJerぶヽ､p･＝ﾐ＝ﾐ・恥吹ヽφ、へ」’（石旬

ｏ包Ｑ二）句碑弱Ｑｅこz-ｙ＝ﾐ」包「「ｘｙ＝ﾐ|「｀り゛ロー－く」習二y ^^;:t^l^-くJer軒喊恒Ｓ」（R、;｀ﾛ-２s・Ｄひ

｀ヽｒＨ－＝ﾐＪＰ４）’印ｅ邨石115諮物９』-６･ou FrMhArヽく陥JP499UAJ石ぶこ拘９°印応□’「!/_V ?x冊」

□ｅｏﾄﾉ嘸窟二mmぽ居心「く＝ﾐ玲－ぺJP泥印!j°習石ぶ’「Ｎ〔｀り｀Ｍ察く習抑石玲佃く刈ｅ窟ｉ肺〕J ＼)

こ･ｏｅ包’ｇ）Ｊヽ0「ｂ＝ﾐ」-≪咄晦佃《刈ｅ窟鄙和JJ堀柘）UAJ石印留P491ヽ（a°句石ぶ’耀胃弱石２･Ｏ「紅

Ｓ」‘syｍｐａthy’ぎ玲二籾ヽ命､ｌｅ知音Fﾉ２･ｏ「忿巨眼蓼ＪＰ４９ｇヽ’（之）AJOetこ止「ヽくＪＰ４Ｑ９°句拘帑

ぶiJtV'「堀ぶｅ《)hG^t6回心弱「べ|「｀Ｑ､『ヽく昭垣Fﾉ↓l⊃鄙暇恥部弱ｓuｐＪＰ４９９Ｊｅ句゜Ｕｅ』-６･○□濫ヽeP

V9AJ’塹圖ｅ ‘after the race' 包’「（｛Ⅱ｝一冊）コー「ヽく＼原糸ｅ細ＰＪＪ妬」「印ｅ■路ｅ細Fノ」AJ4）堀９

Ka^uK^iO゜ ･ろ習Ｏ ｅ ‘race' W IVCIV:に昭賤石LμJ弱ｏﾄﾞﾉ２９°「こs－「ヽく＼原糸」如知音物９宿和包’

|r叫、司朗□日米i吋〈政ヽ＝ﾐ「〉・;｀司9咸ｅ４」eFﾉ４９Ｑ’細部「［航路＼-く廊］!:ｙp、1「宮司回護IP泥○習゜

刎

≒泰坦ｅ瑕|鴎屁匯にり｀ヽ,｢ヽく｣?ヽ,－・Ｄ一祐一』堀〔14=;○田壮ぷ〕[II?｜｜ ﾛ])包’｢２,－｢ヽくｅ聚Ｐ°蓉胡

　　塊徊’玲＝ﾐ1ﾄ,p，ｅ県鰹t印ﾓ泌丿艦Ｑ心に９｣(After the Race. County Surveyor complimented on the State

　　of Kildare Roads.' AJGDEヨニ)ｅ函琳如ｅtルノSIヽ(a°

c｀IHistory & Heritage: http://kildare.ie/Heritage/Gordon-Bennett-Race/June-1903.asp

c｀l‘Past Imperfect' : www.ireland.com/newspaper/motoring/2003/0115/

CO Epifanio San Juan, Jr･，James Joyce and the Craft of Fiction: An Interpretation of Dubliners.

　　Associated University Presses, Inc･, Cranbury, New Jersey,1972.pp. 80-1.

寸　http://kildare.ie/local-history/naas　ＡshortHistoryof Naas)

10 Bersey cab and Charging　　　　　　　　　　　　　　　　station

　　　　　　　　　　http://ｗｗｗ.vauxhallsociety.ｏrg.ｕk/Bersey%20&%20Chargin…

ｃ Taxi History －London Vintage Taxi ‥http://ｗｗｗ..Ivta..CO.ｕk/pictures/s9０916･jpg

tヽりＱ骸牽ざ咳準翁似９い妬軋少-69°

回遊

1 -l http://kildare.ie/heritage/gordon-bennett/images/map-r…

1-2 http://ｗｗｗ.scienceandsociety.ｃｏmｕk/Piｘ/ＴＲＮ/29/10327529‥

1-3　http://ｗｗｗ.scienceandsociety.ｃｏmuk/Pix/NAT/38/1 0324738…

2-l http://ｗｗｗ.scienceandsociety.ｃｏmｕk/Piｘ/ＮＡＴ/38/10324738…



2-2,3 http://ｗｗｗ.mairie-acheres.f｢/Mairie/images/jenatzy.jpg

2-4 http://evchallenge.murdoch.edu.au/images/jamaiscontent..･

2-5 http://ｗｗｗ.localhistory.scit.ｗlｖ.ａｃ.ｕk/genealogy/Parke･‥

2-6 http://ｗｗｗ.hbｖl.be/dossiers/-e/eeuw/img/1900/FN 1902.jpg

2-7 http://ｗｗｗ.germancarfans.ｃｏｍ/classics/5040528.001/5040…

2-9 http://ｗｗｗ.ddaｖid.ｃｏｍ/formula1/images/helck8.jpg

2-10 www.motoringpicturelibrary.com/ browse_images…･

2-11, 12, 13, 14　http://ｗｗｗ.scienceandsociety.ｃｏmｕk/Piｘ/ＮＡＴ/38/10324738…

2-15,16,17http://kildare.ie/local-history/kilclare/Gorclon%20Benne…

2-18,19,20,21 ttp://www.motoringpicturelibrary.com/browsejmages.asp?lclD°23&newpage°10

3-1,2,3,4.5,6.http://ｗｗｗ.scienceandsociety.ｃｏmｕk/Piｘ/ＴＲＮ/03/10318503…

3-7.8 http://ｗｗｗ.motoringpicturelibrary.ｃｏｍ/browsejmages.asp?lclD°23&newpage°10

3-9 http://ｗｗｗ.users.globalnet.ｃｏmｕk/~aclamw/1902_NapierS…

4-l http://｢bmn02.waika9.com/Album_Course_12.jpg

4-2 http://ｗｗｗ.mairie-acheres.fr/Mairie/images/pe_knyff_gd…

4-3 http://ｗｗｗ.teamdan.ｃｏｍ/people/『ene%20de%20knyff.jpg

4-4 http://en.wikipeclia.org/wiki/Henry_Farman

４-5www.nationmaster.com/encyclopedia/Race-car

5-lhttp://｢bmn02.waika9.com/Album_Course_12.jpg

5-2http://ｗｗｗ.mairie-acheres.f｢/Mairie/images/pe_knyff_gd…

5-3http://ｗｗｗ.teamdan.ｃｏｍ/people/『ene%20de%20knyff.ipg

5-4 http://ｗｗｗ.dadant.ｃｏｍ/catalog/images/M0080851･jpg

5-5 http://ｗｗｗ.countykildare.ｃｏｍ/pics/kildare_map.gif

5'6ｈttp://ｗｗｗ.amradios.ｃｏｍ/pictures/crosley_home_phonograph.htm

5-7 http://ｗｗｗ.mainspringpress.ｃｏｍ/Ｚｏｎｏ1900.GIF

5-8 http://ｗｗｗ.agnard.ｃｏｍ/ｃｏ‖ection2/brandenburg1.GIF

8-l http://ｗｗｗ.wisdomportal.ｃｏｍ/Peace/AE(180×242).jpg

8'2 http://ｗｗｗ.ｐｏｅtryｃｏｎｎｅｃtｉｏｎ.ｎｅt/images/George_Wi‖iam…

8-3 http://ｗｗｗ.colin-smythe.ｃｏｍ/images/conhomi.jpg

9-l http://images.barnesandnoble.com/images/550000/556272

9-2ｈttp://ｗｗｗ.printsoldandrare.ｃｏｍ/Ireland

9-3 http://ｗｗｗ.askaboutireland.ie/image medium?assetjd°697

9-4 http://ｗｗｗ.printsoldandrare.ｃｏｍ/ireland/015ire.ipg

9-5 http://ｗｗｗ.timecamera.ｃｏｍ/images/dublin2.jpg

9-6 http://ｗｗｗ.askaboutireland.ie/image_thumbnail?assetid…

9-7 http://ｗｗｗ.teac.ｎｅtje/dhorｇａｎ/1920-30.html

9-8 http://ｗｗｗ.askaboutireland.ie/image medium?assetjd=697

9-9 http://ｗｗｗ.relandposters.ｃｏｍ/oldphotｏｓ/dｕblin＿1930＿ｃｏ…

10-1 http://ierland.plein.nl/files/images/easterpo.jpg

10-2 http://ｗｗｗ.teac.ｎｅt.ie/dhorgan/2004/『esources/before.j

10-3 http://ｗｗｗ.relandposters.ｃｏｍ/dｕblin/ｉｍａｇｅｓ/ｏｃｏｎｎｅｌしb…

10-4 http://i7.ebayimg.com/02/i/05/0f/b8/f7_1.JPG?setjd°7

10-5,6 http://ｗｗｗ.askaboutireland.ie/image medium?asset id°697

11-1.2　London Taxi &amp; VictorianHorse Cabs　http://taxi-world.home.att.net/shire_horse.ipg

11-3　London Life－Cabs of the 1 890ｓ

　　　　http://ｗｗｗ.ｎｅtｘpoｓｕrｅ.ｎｅt/DesktopModules/PortalStore/F…

11-4 http://ｗｗｗ.ｍybrightｏｎａｎｄｈｏｖｅ.ｏrg.ｕk/images/ANIMAL51t...

11-5, 6 Prototype Vauxhall Hansom Cab 1905 …

　　　　http://ｗｗｗ.vauxhallsociety.ｏrg.ｕk/ｖａｕｘha‖%20Hansom%20…

Cり

CO



11-7.8 http://gazoline. net/I MG/ipg/doc-720.ipg

11 -9 http://audibert.lavirotte.free.fr/photodautos/a106med....

12-1.2.3　http://ｗｗｗ..Ivta. CO.ｕk/pictu res/unic.jpg

12-4 www.deautogids.nl

12-5

12-6

12-7,8 http://ｗｗｗ.kidcyber.ｃｏｍ.ａｕ/IMAGES/roaddaimler.jpg

12-1

13-1,2 http://ｗｗｗ.victorianlondon.ｏrg/publications6/horse-9.g…

13-3 http://smartpei.typepad.com/robert_patersons weblog/im…

13-4　http://cityofshadows.stegenga.net/hansomcab small.JPG

13-5 www.vauxhallsociety.org.uk/ Taxis.html

13-5 Prototype Vauxhall Hansom Cab 1905 …
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楽器をめぐる変身物語一音楽、言語、身体

１。はじめに

中田　崇

　時や場所を問わず、人間の生活には音楽がつきものだ。芸術や産業の専門／職業的な存

在価値は言うまでもなく、娯楽、遊興、慰安といった日常の断片から、祭祀や儀式などの

公的な催事に至るまで、音楽は生活のあらゆる場面で相応の役割を果たす。各分野の研究

も多様な方向から音楽の在り方を考察してきた。例えば、民俗学のフィールド・ワークは

生活の現場に音楽の意味を探り、ハイブラウな音楽学はクラシック音楽の響きに意味を求

める。

　人間が音楽を作り出す際に楽器は不可欠に見える。だが実際には、楽器という道具の力

を借りなくとも、肉声、手拍子、足踏みなど、人間の身体だけでも音楽を作り出すことは

可能である。楽器に依存するよりも、生身の体から直接作り出される音楽の方が訴える力

が大きい場合もあるだろう。本来は人間の身体こそが音楽を作る主要素で、楽器は人間の

身体能力を補完する副次的な道具なのか。あるいは、楽器を介して独特の音や律動を作り

出すのが音楽の基本で、その一つの様式として身体器官が楽器を代行する場合があると考

えるのか。この問題には然るべき答えがあるのかもしれない。　しかし本論では、こうした

人間と楽器（道具）の二分法をあえて棚上げしたい。むしろ、「楽器を演奏する人間身体」

あるいは「人間が楽器を演奏するという行為」を検討の対象とすることになる。

　今日まで無数の音楽論が語られている。楽曲を譜面上の理論で分析したもの、記録され

た曲や特定の演奏の成否を論じたもの、または、人類学の文脈で音楽の文化的な意味を考

察したものなどがその代表である。楽器についても、各楽器を系譜学的に捉えたものや、

楽器を音響学の面から分析する研究もある。そんな中で、楽器を演奏するという「行為」

や楽器を演奏する「身体」を主たる対象とするものは意外と少ないようだ。楽器は単に音

を作り出す道具にすぎないのか。楽器を演奏するという行為遂行性に何らかの意味を読み

とることはできないのか。

２。楽器の身体化

楽器それ自体はただの物体にすぎない。人間が何らかの動力を加える

吹く、擦る

１

叩く、弾く、

ことで、その物体は音を発する。一方、人間も演奏することで楽器へと変

容することがある。例えば管楽器の場合、演奏者は自分の横隔膜の動きで空気を送り込む

が、これはアコーディオンやバンドネオンの蛇腹の働きにあたる。金管楽器となると、音

の震動脈が演奏者の唇であり、人間の身体が物理的にも楽器の一部となっている。肺から



押し出された空気は口唇を振動させる。その振動と空気はマウスピースを経て管に伝達し、

加工された音となって外に発せられる。人間の体内から金属管に至る一連の行程が、一つ

の楽器として機能していることを表す構図である。

　以上は目に見える形で文字どおり人間が楽器の構成要素になっている例だが、人間が自

己の身体認識において楽器と一体化するという考え方もある。 Ｍ．メルロー＝ポンティは

　『知覚の現象学』の中で、道具使用の習慣化と人間身体の存在様態について、自動車の運

転や盲人の杖による歩行など、いくつかの例をあげながら議論を展開させる。特に、タイ

ピストとキーボード、オルガン奏者と鍵盤の関係についての論考は、楽器演奏の身体行為

を考える上で示唆するところが大きい。道具は当初の段階では人間にとって異物であり他

者である。道具を使い始めるとき、それが自己の身体の部位であるかのように意のままに

操ることは難しい。思うようにならない苛立ちは道具との間の疎外感をかき立てるだろう。

ところが日々の使用を通して道具との距離は徐々に縮小し、それが習慣となったとき、人

間は道具との間に新しい関係を築くことになる。

　習慣化によって道具をその目的に応じて機能させているとき、もはや人間と道具の境目

は消失し、両者は一体化した別次元の存在に変容する。自動車の運転中、人間はそれ自体

として存在することはなく、あくまでも車と運転者が一つになった存在として路上に在る。

盲人が杖を使用して歩行するとき、その当人の身体の境界は、自身の指先ではなく、杖の

先端部に違いない。「習慣とは、あたらしい道具を自分に附加することによってわれわれの

世界内存在を膨張させること、ないしは実存の在り方を変えることの能力の表現」（メルロ

ー＝ポンティ『知覚の現象学１』、二四一）なのである。

　楽器の演奏にもまさにこうした「われわれの世界内存在を膨張させ」「実存の在り方を変

える」要素がある。人間は楽器の習熟によってその楽器と一体化する。それぞれが個とし

て存在している限りでは、それらは「ヒト」と「モノ」でしかない。ところが、楽器を身

体に習慣化させると、演奏中の人間は楽器を介してしか存在することはない。それはまた

次のようにも説明される。

一台のピアノが私の目の前にある。ピアノをほとんど弾けない私にはピアノは部屋の一

角を占拠している家具の一つであり、せいぜい誰かが弾くものでしかない。　しかし私が

ピアノをよく弾けるとすれば、私の前のピアノは私の指や手を切迫的に指示し、親しみ

深いものであり、さらに既に弾き始めるや否やピアノの親しみ深さは更らに増し、私の

指や手と一体となった如くに変化する。（中略）身体が目標を達成して自由によく動き、

馴染み深さを充分に獲得するとき指示性は消える。こうして演奏中、熟練したピアニス

トの指や手とピアノの鍵盤は互に指示し合うことはなく、彼は演奏という行為そのもの

や、聴衆や、会場のことを志向する。（湯浅慎一、一〇五－○六）

彼［オルガン奏者］は、（中略）楽器を自分の身体に合うよ引

２

こし、楽器の方位や大きさ

！



を自分の身体に合体させ、あたかも家のなかに収まるように楽器のなかに収まる。（中略）

演奏中でも反復練習中でも、音管やペダルや鍵盤は、彼にとってはそれぞれの情動的ま

たは音楽的な価値の諸力としてのみあたえられ、またそれらのものの位置も、その価値

が世界内にあらわれて来る場所としてのみあたえられる。楽譜面で指示されているよう

な楽曲の本質と、実際にオルガンのまわりで鳴りわたる音楽のあいだには、きわめて直

接的な関係が確立されていて、その結果、オルガン奏者の身体と楽器とは、もはやこの

関係の通過点でしかなくなっている。そうなるともう、音楽はそれ自体で存在し、音楽

によってこそその他の一切のものも存在する、ということになる。（中略）本当は、反復

練習中の彼の所作は聖別の所作なのであって、つまり、それらの所作は感情的なヴェク

トルを張りわたし、情動的な源泉をあらわにし、（中略）一つの表出空間を創造するので

ある。（『知覚の現象学１』、二四四）

人間と楽器（道具）は、はじめは互いに他者として向かい合う関係だった。だが触れ合う

ことが習慣となって楽器が馴染み深いものとなると、両者は一つになって独自の世界を生

成させる。その際、一体化した存在は楽譜と音楽を結ぶ一つの「通過点」でしかなくなり、

一つの存在として当然になった以上は、その意識も、内なる相互の在り方を志向（模索）

することはなく、「演奏という行為そのものや、聴衆や、会場のことを志向する」ようにな

るのである。

　道具を操ることや楽器に習熟することは、もう一つの世界を生成させることである。新

たに道具や楽器を身体に習慣化させること一新たな道具や楽器で身体を再構造化するこ

と は、別の身体へと生まれ変わるエロスを導き出すことにちがいない。

３

３。音楽という言語

　道具を扱うことや楽器を演奏することは、別の存在に生まれ変わることだ。だがこと楽

器演奏においては、単純に別の存在に変わるというだけでは終わらない。というのは、一

般に流通する大半の楽器は伝統的な西洋音楽の音階を基準に成立しており、楽器を演奏す

ることは、オクターヴを構成する一二の音の枠組みに絡め取られることになるからだ。西

洋の音楽理論は「楽器」と「演奏」のメタ言語となっており、楽器を演奏する身体は特定

の言語世界に支配される。

　音楽が音楽として認識されるためには、送信者と受信者の間に共通のメタ言語が必要で

ある。共通のメク言語が不在の場合、与えられた音楽メッセージは解釈されず、そこには

ノイズの残響があるだけだ。現実には、西洋音楽が世界に広く根付いていることは疑いな

く、それは啓蒙や教養の名で、帝国主義的に各地域文化を塗り替えてきたと言えるだろう。

現に日本の音楽教育でも、雅楽や邦楽の世界に触れる機会はきわめて希少であるのに対し



て、五線譜とドレミファソラシドは無条件に意識と身体に刷り込まれる。この状況で完全

に自由な音楽的発想はあり得るだろうか。あるいは、完全にオリジナルな音楽は存在する

だろうか。ここにも確かにある種の間テクスト性が見られ、どんな音楽も他の音楽体験と

の関係性の中にあるように思われる。そしてその関係性を成立させる母体となっているの

が、メタ言語としてのドレミの世界だと言えるだろう。　ドレミを奏でる楽器や五線譜とと

もに音楽が発想されるとき、それは既に特定の音楽言語の枠組みの中にいることになる。

　シニフィアンとしての譜面上の記号はシニフィエとしての音と結びついている。本来は

恣意的なものでしかない紙の上の点と線が、ある特定の高さと長さの音を指示するという

決まりごとがある。だがここで指示されるのはそれだけではない。演奏家は、同時に、そ

の恣意的な記号の結びつきを、弦を弾く、鍵盤を叩く、ピストンを押さえて息を吹き込む

といった身体の運動とも連結させている。譜面を見て、その記号を頭で解釈して、手、足、

口の動きに変えるのではない。熟練した演奏家においては、譜面上の視覚情報がそのまま

身体の動きとつながる。意識を五線譜上の記号言語で構造化させっつ、身体にも五線譜記

号に基づいて楽器を習慣化させる。譜面上の記号というシニフィアンは、音だけでなく身

体の運動も指示する意味作用をもっている。

　これら一連の行為は、楽器演奏を介して西洋音楽理論の象徴秩序とともに自己を生成す

るということだ。演奏する身体は、楽器と一体化する際に、メタ言語である西洋音楽理論

の言語で構造化される。楽器を身体に習慣化させることは、特定の音楽言語の象徴秩序を

構成し、自らその中に入ることである。人間の精神、（無）意識が言語で構造化されるとす

るならば、楽器との間で新たな存在を生成する際の、西洋音楽言語による身体の構造化の

様相は、人間の精神構造を視覚的に相対化させた疑似モデルに見える。

　西洋音楽を一つの言語体系と見ると、五線譜はまさに書き言葉（エクリチュール）であ

り、意味としての音を、高／低、長／短の基準で書き記したものである。どんな書き言葉

もそうであるように、楽譜も完全に意味を伝達できるメディアではない。むしろ、楽譜で

正確に伝えられるものはごくわずかだと言って良い。理論上、客観的に規定できるのは、

おそらく音の高低だけであろう。五線譜に記載される各音は一応は周波数が決まっており、

譜面上の位置で、音の高さはとりあえず客観的に判断できる。だがそれ以外については実

に曖昧な世界である。フォルテやピアノの「強く」「弱く」に始まり、長さや強さの指示は

ほとんど絶対的な基準を持たず、その判断は読み手の主観性に任されるしかない。まして

抑揚や音色などは記譜のしようがない。たしかに一分間の音符数で速度を表示するのは通

例で、メトロノームを使えば正確にそのテンポで演奏できるだろう。しかし、実際の演奏

会でのメトロノームに拘束されての演奏は、まず見られるものではなく、見たくもないも

のだろう。譜面は不完全であり、楽譜で音というメッセージを正確に伝えることは不可能

だ。

　このように考えると、音楽言語の世界では二つの次元で「語られないもの」が生じるよ

うに思われる。まずは五線譜で「語られないもの」がある。これは、音に関する客観的規
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定の不在と、エクリチュールとしての楽譜の限界／不完全性によるものだ。ある音につい

ての各人の概念はけっして他者にそのまま了解されることはない。ある主観に生じた音（の

連なり）を客観的に確定するコードはなく、その音の流れを正確に記録（記譜）すること

はできない。もちろん、別の人間（主観）が、譜面に記載された情報から、譜面を生じさ

せた「先行する主観」に浮かんだ音を正確に再現することもできない。楽譜を介しての音

の意思伝達に絶対性はなく、間主観的な了解や妥当性で特定の音を成立させている。

　だが楽譜での「語られないもの」は、単に、明確に規定／表記するコードの不在で記さ

れないだけであり、それは確実に西洋音楽言語の枠組みの中にある。卓越した演奏家が音

符どおりの単純な演奏以上を求められるとするならばｰそもそも「音符どおりの演奏」

というものがあり得ないが

から亀裂を入れて

、そこで求められる明文化されない特質もここでの「語ら
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既存の構造に外側

れないもの」に当たるだろう。したがってこの「語られないもの」はけっして否定的な類

ではなく、むしろ積極的な創造性に向かうものであり、ある演奏家を他の演奏家から差異

化させる決定的な要因となる。楽譜はシェイクスピアの戯曲さながら、作品を成立させる

必要最少の情報しか記載しない。書かれている台詞／音符以外の「語られない」構成要素

は、作品を現前させるときに舞台上で創造的に提示される。その解釈と創造の作業を代表

して担うのが、演劇では演出家であり、楽団では指揮者ということになるだろう。「語られ

ないもの」があるからこそ、シェイクスピアの作品は演出の無限の創造性を喚起するので

あり、それは一つの楽曲が無数の演奏のヴァリエーションを生み出すことと同じである。

４。「外国音楽」のアメリカ

　楽譜上で「語られないもの」よりも問題であり、また興味深いのは、ある音楽言語の世

界そのものからこぼれ落ちた「語られないもの」である。本稿の文脈で言えば、これは支

配的な西洋音楽の外側に排除された要素ということになる。

　理論的に正しいと規定された音階やリズムは絶対ではなく、たまたま西洋伝統の音楽文

化の枠組みの中で正当とされているにすぎない。だが、それは確実に世界の「公用語」と

しての支配力を発揮し、世界の広範囲にわたって、音楽教育を通して人間の精神を編み上

げてきた。こうなると逆に、主流の西洋クラシック音楽に対抗する、多様な民衆音楽の意

義もあらためて確認できる。各種の民衆音楽の特性は、必ずしも五線譜の枠組みでとらえ

ることはできず、西洋中心主義の音楽言語の象徴界からこぼれ落ちてしまう部分も多いは

ずだ。それらの「語られないもの」は、既存の構造の隙間をついて

（無）意識に訴えかける。現実界から不気味に侵入して音楽の象徴

秩序を擾乱するのである。いかに「正当な」支配文化の音楽で身体／精神が言語化されて

いようとも、オルクナティヴな音楽はどこからか入り込んで秩序を揺るがす。ニーチエは

言語的なものに対する根元的な音楽の力を「デュオニュソス的なもの」と呼んだが、もし



民族音楽に本質主義の要素を見るとするならば、ここでは西洋音楽F言語jに対する民族

の本質主義的な音が「デュオニュソス的な」力を持つのかもしれない。

　社会の価値観が一元的な西洋中心主義から多文化主義へと移るとき、民衆音楽や「ワー

ルド・ミュージック」が浮上するのは必然だろう。民衆音楽、民族音楽の旋律や和音は五

線譜にとりあえず収まるかもしれない。しかし独特のリズムや節回し、即興演奏などはク

ラシックの言語で絡め取ることができるものではない。　日本古来の邦楽やアフリカの打楽

器の音楽が五線譜に代表される枠にどう収められようか。

　実際のところは、多文化主義が語られるのに先行して、音楽の世界ではクラシック以外

の「別の音楽」が既に言語圈を拡大化させていたことはまちがいない。この点で多民族か

らなるアメリカは類まれな民族音楽の百貨店である。ただし陳列されるサンプルはそれぞ

れ仕切られた棚に別個に並んでいるのではなく、互いに干渉し衝突しながら化学変化をお

こし、弁証法的に進化して「アメリカ音楽」を作る。特にアフリカ系移民から発生した音

楽は、ョーロッパの音楽と融合して「アメリカ音楽」の新たな主流となり、今や、学校教

育とは別の場で、もう一つの支配的音楽言語となっている。演奏者は、クラシック音楽に

登場しない楽器や教室で教わらない不規則なリズムや和音を身体に習慣化させ、音楽の「外

国語」で自己を構造化する。すべての主流文化に見られるように、当初は対抗分子として

の存在だったものも、社会に認知されて受け入れられた段階で、新たにもう一つの主流と

なっていく。黒人音楽もその例外ではない。だが主流となることで様態が確定するわけで

はない。音楽も演奏者も絶えず新しい要素との融合反発によって自己を再生成させる。

　これ以外にも、アメリカ大衆音楽は、西洋主流文化の象徴界からこぼれ落ちた音楽と楽

器で溢れている。アメリカの民族音楽や地方音楽を象徴する楽器一鉄弦ギター、バンジ

ョー、スライドギター、アコーディオンなど

のばかりだ。

は、クラシック音楽では用いられないも

楽器はメディアなのであり、音楽家にとっても自らの内面世界と外の環境を結ぶ媒体と

なる。作曲家は決して純粋に内面的に作曲行為を行うわけではないのであり、常に楽器

という自らの外にある対象の限界に制約されつつ、他方でその制約を逆手にとって、そ

れを利用しながら新しい表現世界を切り開いてゆくのである。(渡辺裕『音楽機械劇場』、

二〇)

音楽は内なる創造力のみで生まれるものではなく、楽器というメディアとの関係で現れる。

楽器と一体化した身体が音楽を生み出す以上、それぞれの音楽と楽器は切り離して考えら

れるものではない。アパラチア音楽とマウンテン・ダルシマー、ブルーグラス音楽のバン

ジョーやフラット・マンドリン、ルイジアナのフランス語文化圏の音楽（ケイジャン／ザ

ディコ）とダイアトニック・アコーディオン、やはりアコーディオンを中心にしたテキサ

スのスペイン語音楽テックス・メックスなど、アメリカの地方音楽は今もなお独自の「言
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語世界」を維持しており、その世界を作っているのが、まさにその（音楽）言語特有の楽

器ということになる。世界の民族音楽で使用頻度が特に高い楽器の一つがフィドルである

ことは、おそらくまちがいないだろう。先にあげたアメリカ地方民衆音楽の多くでも、や

はり先にあげた楽器たちと並んで一実際には、それらの楽器を脇に従える形で一中心

的な役割を果たすのがフィドルである。これは楽器そのものとしてはいわゆるヴァイオリ

ンと変わらないが、「ヴァイオリン」という呼称でクラシック音楽に登場するときと、「フ

ィドル」と名乗ってオルタナティヴ音楽に現れるときでは、演奏法から扱い方まで大きな

違いがあり、何よりもその存在感がまったく異質であるのは周知のとおりである。

　これらの地方音楽は必ずしも純粋培養されているものではない。たとえそれぞれの言語

文化圏内で温存されていても、当然のことながら、絶えず

特に

７

市場価値が作用するときは

オリエンタリズムさながらの異文化趣味の搾取の対象とならざるを得ない。その

一方では、こうしたエスニック音楽の方も「純粋性」を看板に掲げて、体制側の異文化趣

味幻想に合わせた自己演出をすることもある。だからといって、アメリカの民衆音楽の、

西洋クラシック（主流）に対するオルタナティヴとしての地位／意味は変わらないだろう。

これほどまでのオプションが用意されている中で、「アメリカ音楽」を受け入れ、楽器を通

してそれに馴染むことは、その度に新しい存在へと再生、変容することであり、常に音楽

言語の象徴秩序を再構造化する運動の中に身を置くことだ。

５。「鐘楼の悪魔」

　エドガー・アラン・ポーの短編小説に「鐘楼の悪魔」（“The Devil in the Belfiy”）という

作品がある。この物語の舞台である‘‘Vondervotteimittiss”（“wonder what time it iｓ”のも

じり）と呼ばれる小さな集落は、丘に包囲された円形の土地で、外周に沿って六〇の家が

等間隔で並んでいる。町の中心に位置する議事堂の塔には鐘楼があり、そこにはこの土地

のシンボルである大時計が君臨している。鳥瞰するとこの集落は議事堂の塔を中心とする

大きな時計の文字盤のようだ。それが示すとおり、町に存在する人間、動物、建物に至る

すべてがそれぞれの時計を持ち、さらにそれらすべてが町の中心の大時計に従っている。

町（の大時計）は一分一秒の狂いも生じさせず、また周囲の丘の向こう側（時計の町の外

側）には何の存在も認めない。町は、はるか太古の誕生の時から何一つ変化することなく、

時計に忠誠を尽してきたらしい。

　ところが“Vondervotteimittiss”の「時計の世界」の絶対秩序は、突然の閑人者により擾乱

されることになる。ある日の正午直前、正体不明の黒装束の小男が丘の上に姿を見せ、あ

れよという間に「時計の町」に入り込む。賊はそのまま鐘楼に舞い上がると、鐘楼守りを

軽くあしらい、大時計が「一二」の鐘でちょうど正午を告げたのに続いて、そのまま「一

三」の時刻をうち鳴らしてしまう。住民たちは大時計の突如の乱れに対応できずに大騒ぎ



となり、町は大混乱に陥る。

　「時計が刻む時間」は人為的かつ恣意的な時間の尺度にすぎない。世界創世の瞬間から、

人間の営みを超越して、自然に流れているはずの「時間」がある。それに対して人間は、

六〇秒、六〇分、二四時間という枠祖みを勝手にはめ込み、時牡を単位に「時間世界」を

分節化した。それは既に絶対化され、はじめから「時計の時間」があったかのように信じ

られている。本来は便宜的に後から設定されたはずの「時計の時間」が、いつの間にか絶

対的権威となり、天の摂理であるかのように信じ込まれている。今や人間は時計の枠祖み

で心身を構造化され、時計の概念が存在しない状況を想像することさえもない。

“Vondervotteimittiss”はこのような「時計の象徴秩序」の寓話的イメージである。その秩序

に一瞬にして大きな裂け日を入れる「一三時」の時報は、時計に振り回される人間たちへ

の、警鐘とは言わないまでも、冷笑になっている。

　問題のエイリアンは、黒の燕尾服、黒のストッキング、黒のずんぐりした舞踏靴といっ

た、いかにもトリックスターを連想させるお決まりの装いである。そんな彼の特異性は、

見た目や服装もさることながら、何よりも楽器とダンスで説明される。

片方の腕の下に巨大な三角帽をはさみ、もう一方の腕の下には、自身の体の五倍もあろ

うかというフィドルを抱えている。（中略）ありとあらゆる奇妙なステップで、丘の斜面

をはね回りながらかけ下りてくる（一三四）

他の何にもまして当然なる憤怒を招いたのは、この悪党まがいの洒落者が、こちらでは

ファンダンゴ(“fandango”)のステップを刻み、あちらではくるくると旋回運動

　(“whirligig”)をしているのだが、そのステップには正確に拍子(テンポ)を守る(“keeping

time”)という概念がほんの少しも含まれていないように見えたことだった。(一三四)

彼の膝の上には、かの巨大なフィドルがのっており、拍子も節回しもすっかり外したま

ま、そいつを両手でかき鳴らし、ここぞとばかりに（中略）「お調子女のオフラナガン」

と「アイルランドのオラファティ」の大演奏会だ。（一三八）

その男は不規則なリズムで多彩な民族ダンスを踊る。フィドルの大きさや演奏法に至って

は常識外れもはなはだしい。規則正しいリズムに慣れ親しんだ身体には到底受け入れられ

ない、複雑で奇想天外なステップ。オフビートやシンコペーションで独特の抑揚を生み出

す、ケイクウォークやラグタイムのダンスが想起され、明らかに「黒」のイメージを感知

することができる。閑人者は「大きなフィドルを掲げると、鐘楼守りをあまりにも長いこ

としたたかに叩きつけたので、」（一三五）その結果、‘「塔の鐘楼の中で、コントラバス弾き

　（“double-bassdrummers”）の一連隊が一同に指太鼓をドンドンと打っている」（一三五）

ような大騒ぎになる。本来は弓を用いてメロディを奏でるはずが、ここではフィドルがあ
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たかもパーカッションのリズム楽器のごとく用いられ、ジャズやロカビリーのウッドベー

スも顔負けの前衛的な演奏行為が展開されている。共訳不可能なまったく異質の音楽言語

の世界があるとしか言いようがない。

　　「存在するはずのない地平」から「語られないもの」が現れて「存在するはずのない時

間」が告げられた。町を構造化するシニフィアンとしての時計はけっして絶対ではない。

“Vondervotteimittiss”という一つの身体はもはや今までのままではいられない。このカオス

の中で生命維持を図るのか（それはそれで見てみたい気もするが）、あるいは、「語られな

い」時間／音楽／楽器／ダンス／リズムを取り入れて、未知の言語とともに自己を再生成

するのか。

音楽用語としてのシンコペーションは、強弱を転換させるリズム上の技巧であるが、そ

れは次のような実践のすぐれた喩えとなりえないだろうか。単線的で進歩主義的な時間

の流れの中に、過去の暴虐や未来の。－トピアヘと、あるいは語りきれないような異質

なものへと通じていく裂け目を、ところどころに、不意に開けていくこと。もちろんこ

こには、音楽を演奏することや聴くことがまさにそのような実践のひとつである／にな

りうる、という含みがある。（杉浦勉、他、六一七）

　身体、音楽(楽器)、言語による身体の再生成、再構造のモデルケースとして考えてみる

と、この町のカオスも自己変容の愉既と考えられなくもない。未知の存在体系と出会うこ

とは固定化した身体を思わぬ混沌へと誘う。新しいモノを身体図式に組み込んでもう一つ

の存在のオプションを手にすること。未知の楽器やダンスとともに、自分を生成する音楽

的言語構造を書き換えること。

　“Vondervotteimittiss”の混乱は、変容する動態の活力を視覚的にデフォルメして提示する。

前代未聞のドタバタ騒ぎに陥った住民たちは、語り手がどれほど悲惨な状況であることを

訴えようと、この音とリズムとダンスのカーニヴァルの中で、妙に生気に溢れているでは

ないか。
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Epistemology and Poetry:　The ChaQging Face(s) of David Mura

　　　　　　　By Elizabeth Brownell Balestrieri

“To be fond of learning is to be near knowledge.　To practice with vigor is to

　benear to magnanimity.　To possess the feeling of shame is to be near to

　courage.”Confucius

　　Epistemology is the study of knowledge. or how we come to know what we

know. How then is epistemology related to poetry? Does poetry operate asａform of

thought and, therefore. of knowledge for the poet and for readers of poems? And what

kinds of knowledge do poems reveal? Platｏ'sobjection to the poetry of Homer

suggests that Plato rejected the didactic or instructive intent of Homer's works. but

another interpretationis that he objected to poetry on the grounds of itsnon-cognitive

contents or the poet's reliance on sense impressions. both authocentric and allocentric

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

th t Id t b /�丘 ｄ Ｔｍ伍 � 皿 PI t li止;p try with

false prophecies. licentiousness, lawlessness. and corruption of beauty (ＢｏｏｋＨ,383c;

Book m. 404e; Book IV, 424c, Book VI, 493 d).０ｎｅ of the earliestde丘nitions of
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knowledge as equivalent to“true belief with an account.” The epistemological

problem is the question of the validity ofａbelief.　Can we. reflecting on the data of

sense perception. have reasoned or philosophical certitude for the judgments and

beliefs that these data reveal? According to Aristotle's definition.poetry (poes£ﾀ)is a

thing made of speech and rhj^thm (16), thus he restored the aestheticimportance of

poems. as well as identifying poems with“stmctures of feeling.”It appears that

Aristotle was not as troubled as Plato was with truth and validity factorsin poems.
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　　　In my view, Giambattista Vico's major treatise.The New Science proffers the

best way to link poetry and epistemology. especially when he says.

　　　　　　　poetry is the result of an originary anxiety about the absence of form.

　　　　　　　It could be said. then. that poets desire to bring formlessness into form.

　　　　　　　the unknown into knowledge･ (75-76)

Vico callsthisact of bringing formlessness into form,“corporeal imagination.” which

l designate as an“epistemology of the body.” because the senses are the primary

means for the acquisition of knowledge. regarding the construction ofpoems. Poet and

literarycriticSusan Stewart elaborates Vico's theory thisｗａｙ:

　　　　　　　Poetry expresses the passage from not-knowing to knowing through

　　　　　　　which we represent the world. including the perspectives of others. to

　　　　　　　ourselves and those around us.(!ｉ!;trv14)

Stewart continues to explaiiithat through our senses“we engage in an epistemology of

process thatis specific to parts of the body and yet evidently endlessly synesthetic and

generalizable.leading to knowledge of exterior forms” (瓦!!窓ｙ18).　Iq other words.

we can differentiateknowledge acquisition by means of internal-sense propositions―

assertions made from our own inner experiences. thoughts, and beliefs―or we can

make external sense propositions―empirical propositions―^about external reality･

In the case of David Mura, he engages the world through his sensual life and

transmutes the experiential and reflectiveknowledge gained from the encounter of self

and world into his poetical works.　Conjoining Aristotle's theory ofpoetry with

Mura's way of building a poem we can find some resemblance. as Mura tellsus:

　　　　　　　‥.l think when l'ｍ writing what's cueing me is intuition.and the

　　　　　　　intuition is mainly guided by my sense of rh3:thm and sound.　My
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　　　　　　　word choices are oftentimes started as much by ａsense of rhythm
and

　　　　　　　sound association and repetition as they are by ａconscious thought

　　　　　　　process or. god forbid,logic･・・you don't have to be logical
or

　　　　　　　univocal; you get to entertain many differentlevels of emotion
and

　　　　　　　meaning.　Son for Uncle Tom 134-35)

　　　　Ａ
theory of an epistemology of the body

also coheres with the“destructive

poetics”theory of Paul Bove, who
following Nietzsche, Husserl,

Gadamer, Derrida

and De Man, but most particularly
Heidegger, insiststhat unexamined

language is in

need of destruction and the person
most qualified to do thisis the

poet who draws

upon the accumulated past which is
constantly present.　Bove theorizes.

“･ -.the

Heideggerean metaphor for
truth as aletheia provides ａtemporal

poetics and historical

sense of tradition”and‘‘allowsfor
an‘optimistic' conception of history

free of the

defensive anxiety against impending
death.”(29-30).　Two facts

are to be draw from

Ｂｏｖｅ'sinterpretation of Heidegger,
that support my epistemological understanding of

Mura: “first.that all authentic
uses of language are inteipretations.

specifically

destructions; second. thatinterpretation
as the completion of the moment

of

understandins: (Verstdn高司which
discloses and un-covers (aletheid)

is a process

which leads necessarily toａmore
vital.and temporal. sense of literary

history...”

(Ｂｏｖe54).　Heidegger's concept
of“uncoveredness.” destroys

truth theories such as

correspondence. judgment, and
assertion.should be understood

as Being-uncovering

(Bein and Time 257, 261).　Destructive
poetics is precisely what Mura

practices.as

l will show in this chapter.

　　　　More
recently, Antonio Ｒ. Damasio's

study insiststhat the construction
of

knowledge involves two entities,
thatis,the organism and the object

and each affect
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the other (133). He describes“core consciousness” as that which relies on sense

formations and“knowledge consciousness” as that which one knows that one has

constructed sense images.　The higher form of the latteris“autobiographical

consciousness” because of the storage and recall aspects of memory (134; citedin
｡。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●j

Stewart, Poet!y 20).　The autobiographical impulse in any one particularpoet tends

to produce either narrative or lyric poetry orａcombination of the two genres.

weighted. however. toward the lyric side.　And thisis the poetic form that David

Mura excels in, a form dependent on an epistemology ofthe body orａcorporeal

imagination. as Susan Stewart brilliantlyexplains:

　　　　　　　Lyric poetry in particularas the expression and record of the image of

　　　　　　　the first-personspeaker across and through historicaland cultural

　　　　　　　contexts provides us with a form on the boundary among sense

　　　　　　　impressions. somatic memory. individuation of agency. and social

　　　　　　　context.... itis also possible to argue the case foratxa【iscultuヽralstudy

　　　　　　　of lyric and forlyric to be considered specificallyasａgenre of cultural

　　　　　　　transformation. (Stewart,泡盛:y41)

Adding Michael Serres' theory to those expressed. above. we can say that

epistemology is not only limited to cognition but also includes structures of feeling. as

Aristotlehad articulated,feltby the sentient body or embodied consciousness:

　　　　　　　Prepositions, literally.prepose the body.　Ｔｈｅy芦λsitioηitbefore^ both

　　　　　　　temporally and spatially.They implicate the body in ways of knowing

　　　　　　　the world that are more complicated. more皿anced, than the subject

　　　　　　　-object binary implicit in nouns, in the act of naming. (Angels 195;

　　　　　　　Troubadour 143-44; citedin Smith 1 1)

一 番 Ｗ 奔 ' ｉ

ｊ
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Serres privileges the body asａmultifaceted receptor and producer of knowledge.

taking a postmodern or poststmctural staQce against binary constructions.

According to philosopher Sandra Harding, the position postmodernist philosophers

such as Richard Rorty, Jean-Francois Lyotard, Michel Foucault, and others take is

“”thatepistemology invariably legitimates exploitative and ignorance-producing links

between knowledge and power.” yet from “sociological and historicalperspectives

epistemologies are justificatorystrategies”(87).　It is in the second sense ofａ

‘'justificatorystrategy”thatl want to locate Mura's modus operandi―^as ａ dialectical

encounter between imagination and memory on the one side and real existence on the

other, as well as a discursive argument between the multi-selves (faces) of David

Mura and between the poet and the world. As he says.“Poetry is also giving voice to

alldifferentsides of an issue.　For me. politicalpoetry is no so much about espousing

a viewpoint.　It's really about trjnng to write about the human experience of going

through a political/socialevent. which is a differentphenomena than proclaiming an

opinion”(Kane, “Poets Chat”ｎ･p･）

　　　　David Allan Mura, on whom this chapter focuses. isａpoet, essa＼dst.

playwright, fiction writer.performance artist.and literarycritic.　Thus, he has many

“literary”faces.　He is also ａJapanese American, who in the past did not

acknowledge his“Asianness” nor his“Japaneseness,” and stressed the importance of

individual identity over group affiliation.ａstandpoint to which l partiallyattributemy

theory of his“changing f<ﾖices”一一-ａtheoretical positioning to be understood to mean

that for the artistitis a plus factor.an enabling act of destabilizationinherent in the

creative process itsel£　While growing up Mura claims he did not want to be thought
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of as“perpetual foreigner”and he apparently made ａconscious decision“to push

of as“perpetual foreigner”and he apparently made ａconscious decision“to push

everything Asian away.”in Kant's terminology for“moral-practical” purposes or“the

unconditional use of the will.”　He further says:

　　　　　　　So l assumed the other identity offered to Asian Americans, which is as

　　　　　　　an honorary white person, sort of assimilated, but it was assimilation

　　　　　　　into ａ culture where l was not included and where ｌknew l was not

　　　　　　　included. (Son for Uncle Tom 129)

The above refers to his growing up in a predominately white Jewish suburb of

Chicago and to his parents' suppression of theirown “Japaneseness,” ａnot-atypical

action for Nisei (second generation Japanese Americans) who had experienced the

indignity and suffering of the American intemment camps during World War Ｈ and

the difficultyof relocation and gainful employment in the postwar period.　Ｆｏr･Nisei

to survive as professionals and businessmen. to gain higher employment and social

status.they generally followed the principles articulated by the Japanese American

Citizens League (JACL), as summed up by James Sakamoto, one of the League's

presidents: “Home, institutions and the inalienable right to live the life of an

American, is the cry of the second generation aad will be the cry of posterity”(Quoted

in Takahashi 34).　Yet, forａ Sansei (third generation Japanese American) the terms

of identity could be more complex than the above-stated aspirations.

　　　　Inan interview with William Walsh, Mura admits to the acceptance of the

term“Japanese American” applied to himself as ａ“term ｏｆidentity”but qualifies his

statement by saying it was “not the sole term or sｕ�’ofhis identity.　Walsh counters

Mura's statement by saying, '7 never have thought of you aぶソapanei∫eAmet･必αが.7
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simply see yoi･as a writer.”Mura then readdresses the identity conundrum with words

especially vitalfor American artistsof color by suggesting that

　　　　　　　that reflectsan American tendency to look atａperson solely as an

　　　　　　　individual.　For many Americans thatis the only or proper way to

　　　　　　　look at people. and they equate that with having a proper knowledge of

　　　　　　　that person.　　To my mind we are both individuals and members of a

　　　　　　　group. We are members of many groups. and allof those different

　　　　　　　groups have an effect on who we are.(Son for Uncle Tom 127)

As Mura insistson maintaining an individual-within-a-group identity for himself, I,

who would like to analj^e his works solely in terms of epistemological structures and

influences, steering clear of identity politics.find myself up against ａwall of

resistance to my own sense of the poet as a pre-eminent loner, an artisticindividualist.

ａsolitaryiconoclast. This is the image of the“poetinherited from European

romanticism and the one we associate with Homer, Donne, Browning, Blake, Yeats,

･Whitman, Dickinson, Pasolini, Neruda, Stevens, and so on.　But gender. race.

culture,and class can never be completely factored out of an interpretation of an

author's works. though certainly the New Critics attempted to do so.　Before

proceeding then, a background check must be presented so that readers will not take

the poet too far out of his contextual field.

　　　　As ａ Sansei, Mura was raised in ａmonolingual household. speaking no

Japanese, unlike Nisei writers Toshio Mori and Lawson Inada. Yet both his parents

had been interned. which castａsilentshadow of repressed memories over his family

life thatlater on required Mura's need for therapeutic healing. unlike ＆11０ｗpoet

Garrett Hongo who grew up in Hawaii and whose family was not interned.
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　　　As
one living in ａChicago

suburb in ａnon-Japanese
community. Mura's sense

of

　　　himself
as an outsider, or in his words

“ａｐｅｌでpetualforeigner.”would
be radically

　　　different
from those living in the LittleTokyos or Japantowns

of California such as

　　　poets
Amy 】:demitsuand Janice

Mirikitani.　And ａ finaldifference would be his
“out

　　　ｍａ�ａｇｅ”
toａ Caucasian woman doctor.

“three-quarters WASP
and one quarter

　　　Austro-Hungarian Ｊｅｗ”（Ｓｏｎfor Uncle Tom 131)

　　　　　　On
the one hand. as a Sansei, Mura

had the advantage of
growing up in the

　　　generation
that benefited. somewhat, by

the construction of the Japanese
AmericaQ as

　　　ａ
“model minority”(Wong

1-2).　０ｎthe other hand.
he writes of his“deep

suspicion

　　　ofworthlessness” asａresult of racial discrimination and this worthlessness
“may

　　　begin
to corrode the very center

of the self（“Mirrors”261).
Further, he links this

　　　idea
of worthless identity to the internment

of the Japanese during World
War Ｈ:

－　・“My identity.the most intimate
of feelings about my own body.

were directly tied to

　　　what
had happened nearly fifty

years ａｇｏ-べhesigning of Executive Order Ｎ０.9066

　　　and
the intemment of the Japanese

American community” （“The
Intemmeiit of

　　　Desire”289).

　　　　　　To
sum up. young Mura grew

up in an American culture
that stressed

　　　individuality
and individuation over group

harmony. yet he lived in
a highly conflicted

　　　family
structure that withheld knowledge

and Japanese culturalidentity.
and that

　　　resulted
in Mura developing a

secretive.private self,although
an“empathic. intuitive

　　　sensing”
mechanism (Roland 19-20).　Further,

asａyoung adult carrying
the burden

　　　of
extreme body consciousness

as he develops as a poet, it
seems he wanted to abolish

　　　the
aesthetic distance between himself and his readers,

in the postmodern sense.
and

　　　no
longer be the Joycean

artist.above the world. as he
confesses in Where the Bod
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Meets Memo　to ａ“waning interestin high European culture”(44). The knowledge

that he communicates through his poems isａknowledge in and of the world as he

knows it 丘rst-hand,employing a“stnicture of feeling”emanating from embodied

consciousness.　In this way. he gives us. as Frederic Jameson states.an“American

‘oral history,'for the resurrection of the dead of anonymous and silenced generations.

the retrospective dimension indispensable to any vitalreorientation of our collective

future”(574). Mura himself reaffirms Jameson's concept with these words from

Where the Bod Meets Memo　:

　　　The secrets of my family. the secrets of thiscountry [US], the secrets ofrace in

　　　our history.are allintertwined. and there are powerful forces arrayed against

　　　remembering and telling,unravelling the truths that have shaped our lives.　In

　　　my writing.ｌ am trying to make central what is marginal. to re-create and

　　　reveal what others say should not be spoken of.　　　　　　　　　　｀

　　　　　　　Imagination is intervention. an act of defiance.　It altersbelief. (20)

Ｗｅ丘nd ａsimilar idea expressed by Asian American criticLisa Ｌｏｗｅ:

　　　Culture is the terrainthrough which the individual speaks itselfasａ member of

　　　the contemporary national collectivity.but culture is also ａmediation of

　　　history. the sitethrough which the past returns and is remembered. however

　　　jfragmented, imperfect, or disavowed.　Through that remembering―^that

　　　recomposition→new forms of subjectivity and community are thought and

　　　signified.”(19).

It could be said then that the immediacy and directness of everyday experience
and

language that make up the contents of Mura's
poems, is also transcended by his inter-

weavings of past trauma into the poems.　Ａ【id
thereis always the active construction
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of a scenario posited against the predictive―^the day-dreaming. or adaptive function of

memory, that which criticCharles Altiericalls“revisionary content through the work

of memory”(79).　Thus knowledge gained firomreading Mura is never an abstract

knowledge but knowledge put forth by the corporeal imagination of ａconcrete

subject, and not. as Lacan reminds us. by the structuralvoid called“/ｅsujet suppose

savior (the subject supposed to know).　It is rather like what Heidegger designates as

“historiologicalknowledge” rBeing丿咀！Time 195).　And because the poet. theｐｏｅt's

persona and the poet's readers are interrelated and fluid,and to paraphrase De Man,

because iiiterpretationisａfunction of the temporal structure of understanding. the

poem possesses no“epistemological certainty.” lindness and Insi ht 1 09).The

literarytext cannot be reified｡

　　　Although l focus on Mura's poetry in thischapter, if one were to read and

analyze his memoir. Tumin Ja anese:　Memoirs of a Sansei one could easily

uncover the very fluidsubj ect-persona that the narrative reveals by showing its subject

丘om differentpronominal views, interspersed with ruminations and reflections about

his past and present life,along with bis fantasies and desires.　Tumin Ja anese is

more than an account ofａreinvention of the self.as the titleimplies. Itis also an

experientialjoumey in multiple subjectivities.whereby Ｍｕjrａ’sinterior cognitions and

emotions, stimulated by displacement to Japan, ａ･rethreaded into language as an

experiment in perfonnance.　　The narrating“I”isａperformative self.always

conscious of the drama of existence. employing multiple views as ａJapanese

American, an American in Japan, and ａJapanese of American descent. allof which

are subsumed by the male poet-memorist.　We can say then that the epistemes gained
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丘om the writing and reading of poetry are not fixed in cement but relativeto the time and

place of theircreation and (conti皿ous) reception.

　　David Mura' s firstbook of poetry, After We Lost Our Wa ，won the National Poetry

Series in 1989 and established him asａreputable us poet of Japanese American

“ethnicity,”even though the epigraphs to the four sections of the book indicate he has a

broad range of intellectualknowledge gleaned fi‘omfar beyond any one racial.national.

or culturalgroup. The epigr叩hs are 丘ｏｍthe f1)11０wingsources: Minima Moralia. by

Theodor Adomo (1978);The Human Province by Elias Canetti (1978);and

旦』励磁ions, by Walter Benjamin (1969). Mura's sources relatetoａbody of thought

designated as“postmodern.” and indicate the fashionable theoreticalunderpinnings of

graduate school studiesin the humanities beginning in the 1960s and coming to fruition

in the 1970s. In his own words:

　　　　　　　　　　ｌ came of age asａpoet atａtime when feminist criticism,

　　　　　　　　　　structuralism, and post-structuralism were beginning to make

　　　　　　　　　　their mark on English departments in America
‥‥l was

　　　　　　　　　　influenced by the working classpoetry of Levine [Philip]and

　　　　　　　　　　James Wright, the regional poetry of Richard Hugo. l struggled

　　　　　　　　　　with the poems and poetics of Adrienne Rich, her visionary

　　　　　　　　　　stances and excavations. Such work spoke in ａnew way ofthe

　　　　　　　　　　diversity of American verse and its ever evolving possibilities.

　　　　　　　　　　(Ｓｏｎ for Uncle Tom 1-2)
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　　　　Familiaritywith the above epistemologies of“difference”opened the way for

Mura to hybridize ａvariety of forms with the typical contents of poetry written by

previous generations of Japanese American poets―^the depictions of Issei,Nisei and

Sansei lives: theloneliness, poverty, prejudice and discriniinationfactors of the J叩anese

immigration experience in the us ; the internment of the Japanese in America during

World War Ｈ; and the difficultiesof relocation afterthe war ｅｎｄｅ←thｕscreating an

atypical and vibrant collectionof poems. Poem-maker and poet speaker(s) of and in

these poems share a reflexive finistrationwith the inabilityto have complete knowledge

of an event orａperson. or to be unable to fiUin the missing pieces of a puzzle the way

modernist poems written by Wallace Stevens, T.S. Eliot and Marianne Moore do and the

way modernist poets such as Ezra Pound and Ｗ71111amCarlos Williams, toａlesser extent.

do not.

　　　　Of the above-mentioned poets only Pound suffered alienation 丘om the dominant

mainstream of American poetry because of his mental instabilityand unacceptable

politicsand itis Pound that Mura often evokes for me, in his diversityof forms and

multiplicityof speakers as well as presentations of material culturein powerful rhythmic

sequences. Like Poｕnd's，Ｍｕ】ra'spoems are richin unusual alliterativemetaphors that

almost sing off the page. as given in the examples below:

　　　　　　　Now l will ask you for one true word beyond

　　　　　　　betrayal, thatcreaks and buoys like the bedsprings

　　　　　　　used by the bodies thatbegot the bodies thatbegot ｍｅ｡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　(“Grandfather and Grandmother in Ｌｏｖｅ”)
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　　　l am the dance the drum the sneaky inscrutable body

　　　　　　　And in each heel that stamps the dust a hundred bed lice...

　　　　　　　　　　　　　　　　　(“Song for Uncle Tom, Tonto and Ｍ:r. Moto”)

Sometimes these rhythmical poetic constructions fly so high. as it were. in ａ double-take

the poet needs to bring them down to earth. down to the simpler beauty of ordinary and

mundane occurrences:

　　　　　　　And now on this island of wild mustard, mist,

　　　　　　　and heather, herring gulls careening in the salty,

　　　　　　　rackety Madaket wind. we walk the beach, party

　　　　　　　to the triumph of the palpable and small一一

　　　　　　　　　　　　　　　　　(“Nantucket Honeymoon”)

In this regard l 丘nd those constructions of Mura that balance soaring sights with settling

down to reality reminiscent of the great French poet, Rene Char:

　　　　　　　Te void j･lue etenか･εだmtes /ａmeilleureぶｅ�ement

　　　　　　　ａｕjoｕｒｄ ‘ hic 6ｕ tｕｊ・ａｎｃｈｉｓla ｓｏｒtｉｅｄ’ｌｔｎｈｙｍｎｅｒａｈｏtｅｕｘ‥.

　　　　　　　Here you are naked and among all the best only

　　　　　　　Today when you traverse the exit of ａ rough-hewn hymn

　　　　　　　　　　　　　(from,£e Marteauぶans･澗�か･ｅ / The Hammer with No Master

Additionally, both Char and Mura attempt to keep alive the debate between desire and the

world, or in Char's lexicon, ‘‘£りﾌθ＆?2eaZハamour realize du desir･demeure desir‘”

(“The poem is love realized as the desire of living desire”; trans. mine) and ‘りl chaque

ejfron･かｅ澗ｅ月z des preuves. /ｅpoete repo?�par une ･s'α八'ｅｊ' ･ivenir'^ (“With each
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０verthrow of proof, the poet responds with praise of the future”;trans mine). French

literarycriticFrank Villain,in his book Sortir: Rene Char etla rencontre du dehors

places Char both within and outside politicsin terms of his poetical endeavors:

　　　　　　　Char's poetry is not written out of an evasion of the real and his times

　　　　　　　but out ofａconstantｃｏｎ丘ontation・‥.The politicalreflections,the

　　　　　　　ambiguous rapport between poetry and society,the inevitable distance

　　　　　　　between action and writing nourished the entire work ・..(trans.mine)

Both poets rage against societaland personal injustices.in Char's case against

particularlyFrench forms of fascism, in Mura's case against particularlyAmerican forms

of racism agamst people of color. Iq an essay titled“The Internment of Desire,”he

speaks of“ａrage l was unable to articulatebut could only enact. expressing elsewhere

some unconscious knowledge, what ｌ could not speak”(274). Both Char and Mura are

able to come to terms with theirrage through. the writing of poems because “[Ｔ]ellingis a

form of healing.”Mura says (“Intemment of Desire”279). And his ekphrastic or

descriptive detailingof what it feelslike to inhabit ａnonwhite body in America is central

to his reaching out to an audience beyond ethnicities,in order to convey the deep

connective tissuebetween memory and body:

　　　　　...if you repress one memory. other things get repressed too. Because

　　　　　memories reside not simply in the mind or spiritbut also in the body. And

　　　　　prejudice and racism reside not simply in racial slursor job discrimination but

　　　　　also in the ways ａ１１Americans feel about our bodies. the skin which surrounds

　　　　　us. (“Internment of Desire”280)
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Mura inhabits his body both on ａpersonal and on ａ social level. as we all do: “The

private and the public. the individual and the group→it was all connected, captured in my

body”（“Intermnent of Desire” 289), thus. more often than not, his poems constitute an

ongoing series of epistemological autobiography in which story and discourse blur. time

is unstable. not suspended in timeless moments, as in the works of T.S. Eliot but always

in duration in ａ bumpy sort of way｡

　　　　Returning to an interpretation of the poems in Mura* s 丘rstcollection.‘‘Nantucket

Honeymoon,” ｗ】dttenin the traditional tercet form （ｃｏｍｍｏｎｌｙused by Italian poets),

opens with an ancient metaphor for erotic love―^the ｈｏｎｅｙｃｏｍｂ一一thensegues afterａ

dash into ａpast-tense rumination on the importance of being “white” in America, the

difficulty for persons of color to be content with their“bodies,”and finally, the rejection

of“whiteness” in the phrase ‘Wo z?1･as(by employing the Spanish “No more.” Mura

indirectly joins Asian and Hispanic angst over skin color in ａ moment of l3/ricalbonding).

When Mura's persona says.“１learned一一≒hoｗelse can ｌ say it?―^to love my own sweet

skin,”the didactic conclusion is offered to aU who have suffered from various somatic

colorations｡

　　　　“The Natives” is a highly original narrative lyric reminiscent of the themes and

scenes put forth by Joseph Conrad in Heart of Darkness such as jungle, fungus.

deprivation. death. Midway the poem transforms into an antiwar poem, through.

depictions of useless weapons―“the rusted grｅ皿des, the ammoless rifles. barrels clotted

with flies.”and concludes by ｃｏ】ntjoininghuman beings with nature.
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　　　The
longest poem in After We Lost Our

Wa　is ａ tribute to Pier Paolo Pasolini,

the great Italian poet, novelist and filmmaker.
In ａ応ｙ画面rce work on homosexual

desire, fulfillment and loss, iterated
by various speakers一一一‘Mura's

persona. invocations of

Dante, Pasolini's persona, an objective
reporter relating facts and quotations―^we

experience the rich ambiance of modernity
as lived and expressed by Pasolini

and his

Italian friends. novelists Elsa Morante
and Alberto Moravia, actors such

as Ninetto

Davoli, Pasolini's one-time lover.
and filmmakers Bertolluci and Fellini.

In contrast to

the past, the poet-speaker views postmodern
Italy in the manner that Pasolini

might have,

were he to have lived. The “Pasolini”
poem resembles William Carlos Williams'

masterwork, Patterson. Mura intersperses
historical facts. quotations, courtroom

rancor

during the trialsof Pasolini for
obscenity and immoral acts with lyrical

passages

intending. it seems to me. to
gain ａlarger audience than the precious

literary-inclined

one, as well as to rewrite the sufferings
of the poet-filmmaker to keep his

memory alive

and to elicit more compassion and empathy
盆）ｒhim. Artists, writers and poets

are ever

more aware of audience than in the
past and the need for multiformed approaches

to

solicitattention. As David OlT puts it:
“Indeed poets are haunted by the

concept of

speaker and audience the way novelists
are haunted by the idea of time”（14）｡

　　　Section
6 of“Pasolini” is in the form of

an epistolary poem. subgenre of
the lyric.

ａ“fictional”letter from Pasolini
to Elsa Morante, about the Pesaro Film

Festival and

Roland Barthes. Itincludes ａ subjunctive
speculation about the possibility

of ａpoem

authenticating an action and an action justifying
the poet's life. all meant to cast doubt

on

the“soulless” Barthean text,'‘The Death
of the Ａｕthor.” Section 7 is also an

epistle, this

－

－

－
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time from Pasoliniin Nepal to Alberto Moravia,
one-time husband of Moraate. Itisａ

much more prosaic effortand. in my opinion. less
successful poetry. Section ８chronicles

the
increasing of crime in Italy,especially by

delinquents, and increasing political

corruption:“deals with CIA, Mafiosi, bankers. oil firms”and Pasolini's condemnation
of

the politicaleconomy. By conjecture, we understand these points to be also David

Mura's complaints about the resxiltsof late
consumer capitalism in the us. Section 9，

“Ａ

Violent Life,”presents the death of Pasolini
by alternatingitalicizedfactual material

with

poetic meditations on life and artin the mind of Pasolini. In Section 1 0，“Ａ Fascist

Death, A Purgatorial Dream,” the poet-speaker
presents threeimagined end-of-life

moments or ways of dying for Pasolini. The firsttwo focus on physical pain and

helplessness the poet-victim but the third
emphasizes the mind/spirit:“l will this

knowledge, this/bleedine,byzantine farewell.”
And lastly.Section 1 1，“An Epitaph for

Pier Pasolini（1922-1975）:Open & Shut,”is
ａpowerful aad beautiful testament

to

Pasolini from Mura. l give itin fuU below:

　　　　　　　Here is the rose of history. Pull the petals apart｡

　　　　　　　A faintmurmuring starts.then shouting. shrieking。

　　　　　　　an intenninable roar. So you close the rose. callit

　　　　　　　simple, a rose without history.innocent, eternal.

Almost allof the poems in After We Lost Our
Wa　can be understood as a disruptive

and

deconstmctive force thatundermines
allfixed identitiesbecause ruptures in syntactical

unity do not allow for any unified signified. Therefore, one resultof Mura's body
of

poetry is the overturning of previous raciststereotypes of Japanese Americans･
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　　　Turning to his second collectionof poetry. The Colors of Desire（1995), at first

reading it seems to be lesslyricaland more intent on evoking politicalaction. But let
us

not be deceived. The book begms with“Issei Strawberry,”ａpoem which eulogizes
the

firstgeneration of Japanese urnnigrants
who worked in the agriculturalindustry,

specificallythe strawberry fieldsof California. Ａ series of verbal instructions are
given

by the poet-speaker to an interlocutor:
“Taste,”“spin,”“whirl.”“look.”“spit.”

and

“wipe,” thus bringing the somatic knowledge of the hot.backbreaking work of
picking

strawberries home to the reader. He situatesthe time before World War ｎ and
the

internment camps by mentioning swing
music and Frank Capra and these historical

markers are followed by retrievaland re-appropriation of the“American dream, as
some

are deferred and some/preferred ｡‥”Some are“written/out of histoが’ａｎｄsome
are

prosperous. though none can hold deed to theirown land.“knowing you own

nothing/here［in America］”as opposed to“there”in Japan. The poem underscores the

desire of inimigrants to gain“ａharvest.ａcountry. a future,”and concludes with

statements of the embodied consciousness of the interlocutor:“the red juice flows

between your teeth/with the memory
of strawberries/ and loam and sweat. of

summers in

the valley/ when you made it before the war had come.”

　　　The second poem in the collectionis the titlepoem. “The Colors of Desire,”ａ

meditation on various forms of male desire. Section l Photographがα珍説?ゐかzg6］がｃα

1９30questions white male power. asking
what kind of man would lynch ａ man because

he is black. then the poet-speaker recallshis
Nisei father had“passed through the rifle

towers and gates/ofthe Jerome, Ａ【kansas.
camp ［internment camp］, and, in 1942,/stepped
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０ｎ
ａ bus to find white riders/motioning,

'sithere, sｏｎ∵'and the blacks
sittingin the back

of the bus did the same. The in-betweeimess
of the Asian in the racial hierarchy

of

America is posited as an ambivalence
in the mind of the poet, who fast

forwards to 1 965

and himself―as 丘rstperson narrator―^viewing
ａpornographic film in which ａ

black man

and ａ white womarトーａ “blond. practically
pure white smile―”engage in ａ

sexual act

that is“the ultimate crime/against
nature.”or miscegenation, though

we know the film is

but ａrepresentation of the commercialization
of sex for viewers who pay to be

titillated.

The poet-speaker goes onto say he
“bolted from a dream into ａ dream.”

from an unreal

sex film into ａ sexual fantasy, and he
continues to be puzzled over the

placement of the

Asian body in the scheme oflife―“(and
where am Vthe missing third?).”This

poem

illustrates Mura's usual poetic
stance, one of non-reification. difference.

and process, ａ

dialectical encounter with the
other or others, as an attached observer.

in keeping with the

phenomenology of Maurice Merleu-Ponty:
“The phenomenological world is

not the

bringing to explicit expression
ofａ pre-existing being, but the layering

down of being･

Philosophy is not the reflection
ofａ pre-existing truth. but, like art.

the act of bringing

truth into being” (xx)and “[Ｔ]here is
no inner man. man is the world,

and only in the

world does he know himself (ｘi).

　　　　The
establishment of“pornography,”

as not only ａ subject for“self-confession”

on the part of the poet but also ａ shared
activity of poet and reader through

the activity of

literary voyeurism. as the
reader progresses through the text by

way of delayed desire―

the meani】ag is promised but withheld一一takes
Mura beyond the category

of

“confessional” poet only. Similar
to the confessional American poets

of the 1 960s,
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Robert Lowell, w. Ｄ. Snodgrass, Anne Sexton, and Sylvia Plath, Mura relateshis hidden

and forbidden desires.but differentfrom them. he undermines the traditionofａ

separation between ａsubject and an object of knowledge. More than just making static

representations of objects in his writings.Mura seems to want to elucidate the

relationshipsbetween subject and subject,subject and object.ｏtりectand object,or the

condition ｏｆ‘iDetweenness.”

　　　　Section 2 7ﾀjアof“The Colors of Desire”depicts the poet asａboy of six dressed

in American cowboy garb. with“skin dark from the sun'≒Dicturing himself as the

televisioncowboy hero Paladin. In thisway. dark skin color can be attributedtoａhero

tanned by the sun rather than to race. The western hero image replicatesassimilation to

American culturalvalues. But afterrepeatedly shooting his toy“six-guns”his father

‘wails”him. The punishment of the child by a father who supports assimilation and

suppresses Japanese identity setsup an.ambivalent confusion. an identity crisis.which. is

compounded by racism expressed by ａcharacter in the poem. “ａman in ａserge suit”who

yells.”Hey, you a Jap?AVou 丘om Ｔｏｋｙｏ?You a J叩?Ａ Chink?” Mura's father'sflight

rather than fightreaction to prejudicialinsultis displaced laterthat eveni【1ginto anger

causing him to beat his son. The thirdsection.Mis.∫・fune1964, takes place at the

beginning of the Vietnam military buildup. Mura as poet-speaker is twelve and he

searches in his father'scloset f1:）rpornographic magazines. then masturbates while

looking at the breasts ofａwhite woman that“millions of men. white. black. yellow. have

seen/though the body before me is white. eighteen...”Though he feels“delight,”he

does not cry out with pleasure. exhibiting a sexual repression connected to the fear of his
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mother discovering his sinfiilact. In other words ａ Calvinistic response due
to“an

agonized conscience.” According to George Santayana,
“Calvinism

‥.is an expression

of the agonized conscience.” And further:

　　　　　　　It is ａview ofthe world which an agonized conscience readily embraces.

　　　　　　　if it takes itself seriously. as, being agonized. of course it must.

　　　　　　　Calvinism, essentially, asserts three things: that sin exists. that sin is

　　　　　　　Punished, and that it is beautiful that sin should exist to be punished.

　　　　　　　The heart ofａ Calvinist is therefore divided between tragic concern

　　　　　　　At his own miserable condition. ａｎｄかagic ex�だzz必ηabout the
i謂れ･ｅ?･;yｅ

　　　　　　　at large. He oscillates between ａprofound abasement and ａ paradoxical

　　　　　　　elation of the spirit.(202)

Less we misunderstand Santayana, he insists
that Calvinism as a philosophical

principle

is not limited to only Protestant Christianity
(though l should say here that Mura

was

raised as an Episcopalian), but can be found in“the Koran, in Spinoza, and in Cardinal

Newman; and persons with no very distinctive Christian belief (202).

　　　　To refer again to the William Walsh interview. which takes place after the

publication of The Colors of Desire. Mura speaks of the self-reflection and interior

examination of his desires that prompted the writing of the book:

　　　　　　　　For me. the collection is an examination of ａ conjunction of forces. of

　　　　　　　　reading sexuality through the lens of the Japanese American and Asian

　　　　　　　　American experience. particularly. through Japanese American history･
‥
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　　　1t is particularlyconcerned with interracialrelationships. My wife is

　　　Caucasian, three-quarters WASP and one quarter Austro-Hungarian Jew.

　　　　　　　（Ｓｏｎ for Uncle Tom １３１）

The untitled Section 4 relates detailsof his maniage, his mixed-race daughter. ending

with the finalline.ａquiery.“oh why must it matter?” This rhetorical question stretches

beyond rhetoric,though. to become the most poignant line in the poem.

　　　Xiaojing Zhou analyzes the collection.The Colors of Desire thisｗａy:

　　　　　　　Mura has developed several strategiesto illustratehow sexuality and the

　　　　　　　body can become sitesfor the articulationof and resistance to racial

　　　　　　　ideologies. One of his strategiesis to use the form of sequence poem

　　　　　　　to constantlyincorporate historic^ and social elements into the process of

　　　　　　　his peｒsｏｎａ’sidentity formation and the development of his sexuality･

　　　　　　　(251)

As good asＺｈｏｕ’sinterpretationsof Mura's poems are,in my opinion they are limited by

always focusing on issues of racialidentity,gender and sexuality. These quasi-psycho-

sociologicalreadings limit rather than expand the power of the lyric poet thatDavid Mura

is.and thatis the transcending factor freeing him from the label of“confessional poet”

and/or“ethnographic poet.”Following Theodor Ａｄｏｍｏ’stheory. lyric poetry isａ

mediation between “particularity”and“totality"in representation:

　　　　　　　...the greatestlyric works in our language owe theirquality to the force

　　　　　　　with which the“I”creates the illusion of nature emerging丘om alienation.
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Their pure subjectivity.the aspect of them that appears seamless and

haimonious, bears witness to its opposite.
to sufferingin an existence

alien to the subject and tolove forit as ｗeU一一indeed theirharmoniousness

is actually nothi】:1gbut the mutual accord of thissuffering and thislove.

(41)

Poetic knowledge, or the epistemological
meaning of the poem. is given to us temporally,

in the time it takes to read, to re-read,
and to reflectupon the poem and the poet's insight

into his or her own suffering and love(s),
and in the time it takes for us to imaginatively

link our experience of suffering and love
with thatwhich is communicated by the

poet.

As Susan Stewart puts it:“Whatever catharsis
lyric effectsresistsabstraction and

calls

forａrecognition of the other and the
temporal reformulatioiiof judgment” C巴!etrvand

the Fate of the Senses 252).

　　　One of the most effectivelyrics.to my way of thinking.in The Colors of Desire is

thelong poem “The Blueness of theＤａｙ”（丘rstpublished in New En land Review

［Summer 1992］).This poem progresses
phenomenologically through. wartime France by

means of instant recallof war,“shells gutted
up dirtand smoke/a hundred mouths gaping

at once.”toldby the persona ofａNisei soldier,then it“retrieves”an internment
camp

memory ofａcleaver crunching ａchicken. in
which alliterationis used to shock rather

than pacify, and next it“regresses”fartherback in time to uncover the non-

sentimentalized actualityof prewar lifefor Japanese
in America, recallingthe“smudge

pots”in the orange groves of California,and finally
it fastforwards to postwar Paris,

from which the Nisei poet-speaker
writes home. “even in my worst rages/I

could not
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slash the Mona Lisa or the sinners of Caravaggio.” The jumble of images. sounds.

sensations. experiences and memories cannot be contained in one time period or in

timelessness, nor even stylisticallyin complete sentences and end-stopped lines. Even

words are inadequate to convey the meanin計-“The words vanish./! begin again
‥・.”

This is poetic practice in the spirit of Heidegger, the refusal of coherence and clarity that

leads to objectivity and the embracing of the immediate sensual perception of ｏt!jects.

which Heidegger calls 月oein, as the way to knowledge.

　　　　Clearly, the poet of“The Blueness of the Ｄａy”does not view Paris as the poets of

the past did, as ａ city of beauty and enlightenment. of pleasure and escape. rather he asks,

“Is it better to say,‘ｌam suffering,'/than‘This landscape is ugly?’” The struggle to

uncover. dis-close. communicate experiential txuth.is once again broken of£ this time by

digression in the form of“2 Intermission （1991）,”beginning with the words, “This is a

draft in progress. As in a film without stars:” The colon, a punctuation mark of

continuance, however, is followed by an italicized account of a film of interracial secual

union, interrupted by the counterfjﾖictual.‘７万一がferblack and white, the coloだ/げ

j?ｅｇ?iaw,/Hiroshima Mon Ａｍｏｕr”then cuts back to the film. makes ａ penultimate cut to

the writer writing the filmscript. presumably Marquerite Ｄｕヽras.and ａ丘nal cut to the poet

writing,“lt’stoo romantic. Tear it up. Start again.” Further sections in the poem shift

the scene to David Mura's home where “an interviewer accuses him of“brutality in your

work” and his“happa daughter shouts down the hall.” Later on in the poem. the poet

includes an aphorism, “In the unity of the book. something always, explodes,”thereby

denying the structure of unity itself. In ａvery curious way. the burden or anxiety of the
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past is shattered by the 丘acturedlines of verse. the cuts and intercuts,the teeming

mixture of multi-subjectiviesrelatingmulti-layered lives.

　　　　Inthispoem “The Blueness of the Day,” Mura seems to share not only Charles

Olson's Projective Verse asａwriting technique but also Olson's view of history. Olson

defines Projective Verse thisｗａy:

　　　　　　　ONE PERCEPTION MUST ＩＮＩ]Ｖ[EDIATELY AND DIRECTLY LEAD

　　　　　　　TO Ａ FURTHER PERCEPTION. It means exactly what it says.is a

　　　　　　　matter of; at�/ points..・get on with it.keep moving. keep in. speed. the

　　　　　　　nerves. theirspeed. the perceptions. theirs.the acts.the splitsecond acts,

　　　　　　　the whole business. keep it moving as fastas you can. citizen.(Selected

　　　　　　　Works 17　　　　　　　_　)

Taking Herodotus as his mode. Olson says.“By historyｌmean to know. to really know”

The Ｓ ecialView of Histo　2 1)，皿ｄnot to make ａ“universe” out of discourse as

Socrates would have it. By scrapping away the veneer of words as we have known them

and by breaking syntactic coherence, as Olson and Mura do. we as readers are forced to

･seeanew. gaining new knowledge through words to things. Paul Bove callsthis“kinetic”

art(borrowing the term from Olson), that which “gets through the veil of words and

images to the things themselves and thus breaks through to the beginning of the circuitof

creativity”(240４1).

　　　　InHeidegger's spiritof destruction.“ａphenomenological destruction of the

history of ontology”(Bein and Time 63), and under the influence of Edmund Husserl一一

the father of modem phenomenology―^Mura dis-assembles former epistemes
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relatingto Asian American lifeand history,to uncover what they contain or conceal.

When he re-assembles those epistemological parts and adds new content in the creation

of his poems. the effectis“to let that which shows itselfbe seen from itselfin the very

way in which it shows itselffrom itself (Ｂｅｉｎand Time ５８)

　　　　As Deborah Forbes informs ｕs／‘Poetry'spurpose is no longer to be learned. to

present arguments and convey knowledge about history, science, politicsand theology.

but to act asａform of knowledge itself (9: emphasis mine). Superb literaryart,in

particular.poetry.is already always ａｈｅｌ‘｢neneuticartand always interpretablein ａ

number of differentways. �his deconstructive poetic practice.David Mura sin:sthrough

the sands of temporality and retains the logos thathas been covered and buried over or

presented itselfas only semblance. in order to dis-close error and raiseup

historiological/primordialknowledge. not as the“Validity of a belief'(the politicsofａ

republic)but as“authenticity”(the poetics of Being-there).
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　　　　　　　　　　　旅する歴史家

フランシス･パークマンの歴史記述における空間性と土地の記憶－一一一一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山口善成

一　はじめに

　十九世紀中葉ｶヽら終わりにかけて活躍した歴史家フランシス･パークマン（一八二三－一八九

三）の仕事を簡潔にまとめるとしたら、それは「『アメリカの森の歴史』を描く、旅する歴史家」

ということになるだろう。あるいは少なくとも本人は自らの歴史記述をそのように定義していた

ようである。パークマンは生前、己の人生を回顧する自伝仕立ての手紙を二通、親しい友人に宛

てて書いているが、（1）これによると彼が歴史家になることを最初に決意したのは十五、六歳の頃、

そもそものきっかけは以前力ヽら親しんでいた「森」に対する強い関心に端を発していたという。

自らを「彼」と三人称で指す少々芝居がかったその書簡の中で彼は説明している。「彼は森に惚れ

込んだ。そしてこの森に対する関心はやがて彼のもう一つの情熱であった文筆の面においても決

定的な影響力をふるうようになった。子供にありがちな無知で野心に満ちた時期を過ぎると、彼

は歴史の女神だけに尽くすことを決意したのである」(Jacobs l: 176）。そしてハーヴァード大学に

入学して間もなくすると、彼の中で「森」と「歴史」はよりはっきりとしたかたちで結びつくよ

うになる。「大学二年目の終わりまでには、私のさまざまな計画は『古フランス戦争』として知ら

れるストーリーを書く計画へと結晶していった。〈中略＞数年後、私はその計画の規模を広げ、

アメリカにおけるフランスとイングランドの衝突の経緯全体を視野に入れるようになった。ある

いは言い換えるならば、それはアメリカの森の歴史だった」(Jacobs l: 184n)。実際、「読書に頼る

よりも、主題と一体化できるような実体験」を重んじたパークマンは歴史の舞台となる森への旅

を何度となく繰り返している(Jacobs l: 176)。彼の北米植民地史シリーズ『北アメリカにおけるフ

ランスとイングランド』（一八六五一九二）がこのような森の史跡をめぐる巡礼旅行をもとにして生

まれたことは疑うべくもない。

　そして、さらに言えば、パークマンの歴史の構造そのものも「森」と「旅」によって成り立っ

ていた。あるいは別の言い方をすれば、彼の歴史はアメリカの広大な土地を主人公とし、その土

地を文字どおりあちこち移動しながら展開するという、きわめて「空間的」な歴史であると定義

してよいだろう。本稿はパークマン自身の言葉にある「アメリカの森の歴史」とはいかなる種類

の歴史だったのかを考察し、これによって彼の歴史記述における方法論としての「旅」の意義を

検証することを第一の目的とする。具体的には一八四九年出版の旅行記『オレゴン･　トレイル』

（ＴｈｅＯｒｅｇｏｎＴｒail）と一八五一年に発表した最初の歴史書『ポンティアックの陰謀』{The Conspiracy

げ7）回心ｃ）を取り上げ、これら二つの比較対照を交えながら主として後者の『ポンティアックの陰

謀』がいかに「旅」という方法論を内在化したテクストであるかを、そしてその結果いかにこの

歴史書が「時間性」よりも「空間性」に基礎を置く歴史であるかを例示しながら議論を進めたい。

　パークマンの旅、とりわけ旅行記『オレゴン･　トレイル』については、これまで大き＜分けて
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三種類の解釈が施されてきた。－つめはピクテャレスク美学の視線によって書かれた西部紀行と

して捉える読み方、二つめは男性性確保の手段としての西部探検旅行という解釈、そして三つめ

は十九世紀アメリカの領土拡張政策および先住民放逐の一つのケーススタディとして捉える見方

である。（2）これらの解釈に共通するのは、あれほどまでに実際に歴史の舞台を旅することにこだ

わったにもかかわらず、パークマンという歴史家はどこに行っても決して白人優位主義的でエリ

ート主義的なものの見方から抜け出すことができなかったという指摘である。これはまったくそ

の通りで、彼は先住民や辺境の人々に対して弁解の余地のないほど無反省で根の深い差別のまな

ざしを向けている。ただし、本稿はこれらの先行研究を前提にしつつ、先に述べたようにパーク

マンの旅を歴史記述の方法論として評価する試みである。以下、具体的な考察を経て、彼の旅と

その成果である歴史書は独立期から十九世紀中葉のアメリカにおいて多量のテクストを生み出し

た「土地の文学(the literatureof the place)」というジャンルに関係づけられることになるだろう。そ

して、パークマンの仕事がそのような「土地の文学」から国家の歴史へと発展する過渡期の歴史

記述であったことを指摘すること、これが本稿の最終的な目的である。

ニ　パークマンの歴史と旅一資料収集としての旅－

　かなり若い頃から歴史家になることを意識していたパークマンだが、その志しが実際に具体化

してくるのはハーヴァード大学に入学した後、同大学歴史学部初代教授ジャレド･スパークス(－

七八九－一八六六)から得た教えに依るところが大きい。(Wade ｘi;Jacobs l: xxxiv-xxxv)。スパー

クスはアメリカの歴史学研究において一次資料の収集を徹底した最初期の歴史家で、オリジナ

ル･　ドキュメントの収集のためだったら国内だけなく大西洋を越えることも厭わない精力的なリ

サーチ･　トリップを行ったことで知られている。また彼によって本格的に始められた一次資料研

究の徹底はその後十九世紀アメリカの歴史家たちに共通する特徴となり、当時の歴史資料研究の

規範はヨーロッパではなく、アメリカの歴史家たちによって打ち立てられることになったという。

(3)パークマンもまたそのような当時の歴史家たちの一人である。とりわけスパークスの直接の弟

子として、一次資料研究の徹底は歴史記述の最優先事項として若いパークマンの心に深く印象づ

けられたに違いない。実際、彼は大学やマサチューセッツ歴史協会の図書館、各地の公文書館を

漁ることはもちろん、スパークスの紹介などを通じて地方の資料収集家と連絡を取り合いながら、

かなり早い時期ｶヽら歴史資料を集めるようになる。さらに大学の授業のない夏には、後に自身の

手で書くことになる歴史の舞台、アメリカ東海岸の森を旅し、土地の人々にインタビューしたり

各地の史跡をまわったりして資料収集の旅にのめり込んでいる。

　オレゴン･　トレイルヘの旅もこのようなリサーチ･　トリップの延長として捉えることができる

だろう。アメリカ東部の歴史舞台を旅し、また何千ページにもおよぷ一次資料が集まったものの、

主題となるフレンチ＝インディアン戦争の歴史を書くためにはインディアンたちのことをもっと

よく知らなければいけないという理由から、実際に彼らの生活様式に直接触れるべくオレゴン・

トレイルの旅に出たわけである(Jacobs l:23､ 31､33)。｢私がこの地にやってきた目的はインディア

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー2-



ンとはいかなる性格の人々なのかを観察するため、ほとんどこれに尽きる。子供の頃からこのテ

ーマに興味を持ち続けていたものの、読書だけでは好奇心を充分満足させることができず、私は

実地観察をすることに決めたのだ。私は何としてでも知りたかった、さまざまな人種の中でイン

ディアンが占める位置について、彼らの生まれつきの性向および生活様式に由来する長所や短所

について、彼らの統治の仕方や迷信、そして家族の形態についてのことを。この目的を達成する

ためには彼らの中で生活すること、いわば彼らの一員になることが必要不可欠だった」(Parkman､a

Ill)。そして、この旅によって得た知識は確実にパークマンの歴史記述に組み込まれてゆく。『ポ

ンティアックの陰謀』序文によると、この歴史書を書くためには「書斎の中で行うのとは達った

種類の調査が不可欠」だったとし、オレゴン･　トレイルの旅で「ロッキー山脈に住むさまざまな

原始部族を訪問し、しばらくの関西ダコタ族の村で彼らと生活を共にした」経験が大いに役立っ

たと表明している(Parkman､a347)。

　こうして見れば、パークマンにとって旅はまず第一に資料収集のための旅だったと言えるだろ

う。しかし本橋にとって興味深いのは、彼の旅は単なるリサーチ･　トリップの領域をはるかに超

える要素を含んでいたということである。それは本格的な歴史記述に取り組む前の準備という副

次的な効果以上に、実際にはパークマンの歴史記述の根幹を成す要素ですらあったのだ。（4）

　では「旅」はパークマンの歴史記述の成り立ちにいかに関わっていたのだろうか？　この点を

明らかにするためには『ポンティアックの陰謀』をより詳しく考察しなければならない。

三　『ポンティアックの陰謀』の空間性

　歴史書『ポンティアックの陰謀』にとってインディアンは重要な登場人物であり、彼らをより

生き生きと描くためにオレゴン･　トレイルの旅で得たような実体験に基づく知識はとても貴重な

ものだった。しかし、我々読者はその冒頭いきなり、歴史の登場人物としては若干違和感のある

インディアンに出会うことになる。つまり、『ポンティアックの陰謀』第一章、「ミシシッピ川以

東のインディアン部族」と題された章に描かれたインディアンのことである。

　端的に言って、この第一章に描かれたインディアンは静止したインディアン、固定されたイン

ディアンである。かなりの量の紙面を使って書かれたこの第一章の中心にあるのは、ミシシッピ

川よりも東のインディアン部族をイロクウォイ系とアルゴンクウィン系の二つに分類し、それぞ

れの部族について言語、宗教、生活習慣等の特質を列挙することで、いわぱインディアンを標本

化し、体系化する試みである。例えば、イロクウォイの村、とりわけその住居の様式を説明した

一節がある。「これらの防御壁が取り囲む内側の土地は多くの場合、数エーカーほどの広さで、そ

こに規則正しく並んだ住居の列は長さにしてー○○フィートを超える場合もあった。地面にしっ

かりと打ち込まれたいくつかの柱が横木の枠組みでつながれ、それが住居の骨格となっていた。

側面とアーチ型の屋根は楡の木の皮で何層にもしっかりと覆われた。大きめの住居にはそれぞれ

数家族が一緒に住み、家族ごとに別々の炉が中央部分に焚かれ、各壁面にはちょうど厩舎の仕切

のようなコンパートメントがあって、ある程度のプライヴァシーが保たれていた」(Parkman､a 370)。
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あたかも博物館の陳列ケースに収められたレプリカ･サンプルを解説したような記述である。他

にも組織の形態や宗教についてなど、この第一章ではインディアンたちの生活諸様式が同じよう

な淡々とした語り口で事細かに列挙される。そしてこれらのデータをもとにインディアン諸部族

に関する知識は体系化されてゆくわけである（図表１を参照）。もちろん、この標本化と体系化の

プロセスに多くの文献を渉猟し、インディアンたちと直に接した経験が大いに役立っていること

は間違いない。しかし、我々読者が少々違和感を覚えるのは、このような記述が「歴史」という

名の付いたテクストの冒頭を三〇ページにもわたって長々と続いていることである。（5）これをど

のように理解したらよいのだろうか。

『ポンティアックの陰謀』第一章「ミシシッピ川以東のインディアン部族」(Parkman, a 359-89)

I｡概説-すべての部族に共通する慣習について

II.イロクウォイ系

　1.テリトリー、および地理的ポジション

　2.部族内統治の様式

　3.イロクウォイ系部族の起源

　4.伝説、神話、宗教

　5.生活様式、住居の様式

ｍ.アルゴンクウィン系

　1.広大なテリトリーについて

　2.各部族のテリトリー

　3.イロクウォイ系部族との闘争

IV.インディアンの一般的性格

6.戦闘様式、イロクウォイ系部族の残忍さ

ﾌ.最も特徴的な性質：誇り高さ

8.イロクウォイ系のその他の部族

9.イロクウォイ系部族の勢力拡大について

4｡生活様式

5.伝説、神話、宗教

Ｌ矛盾する性格（誇り高さと卑屈さを併せ持つなど）

2.インディアンの知性について

図表１：『ポンティアックの陰謀』第一章のアウトライン

図表２：『ポンティアックの陰謀』初版時のタイトル･ページ

　パークマンは『ポンティアックの陰謀』第一章を執筆するにあたって、当時アメリカで発展し

つつあった民族学の専門家に幾度となく助言を求めている。例えば執筆真っ只中の一八五〇年七

月ニー日付け、アメリカ民族学協会の創設者の一人であるヘンリー･ロウ・スクールクラフト（－

七九三－一八六四）に宛てた手紙では、パークマンは当時かなりの影響力を持ったというこの民
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族学者にアルゴンクウィン系部族のトーテムの慣習について問い合わせており、これによって得

た情報は実際に第一章の中に組み込まれることになった(Jacobs l: 15: Wade 400-01）。また第一章の

本文と脚注において繰り返しなされる著名な民族学者たち（スクールクラフト、アルパート･ギ

ャラティン）への言及はパークマンが当時の民族学に極めて近しい関係にあったことを証明して

いる。こうして見れば、第一章に書かれた内容がスクールクラフトらによる十九世紀アメリカ民

族学の成果を下敷きにするものであると言って差し支えないだろう。（6）

　さらに『ポンティアックの陰謀』第一章に見られるような標本化、体系化といった記述の手法

も元来それは民族学の方法に由来するものであった。例えば、一八四七年三月の議会決定を受け

るかたちで始められたスクールクラフトの大著『合衆国におけるインディアン部族の歴史、現況、

および今後の見通しに関する系統的、統計学的資料集』（Hiｓtｏｒical　ａｎｄ Ｓtａtiｓtical　Infoｒｍａtｉｏｎ

Ｒｅｓｐｅｃtｉｎｇthe Hiｓtｏｒｙ、 Ｃｏｎｄｉtｉｏｎａｎｄ Ｐｒｏｓｐｅｃtｓof　tｈｅＩｎｄｉａｎＴｒibeｓ of tｈｅ Ｕｎｉtｅｄ Ｓtａtｅｓ、６ vols･､ 1851-57)

はパークマンの記述スタイルと驚くほどの共通性を見せている。スクールクラフトによれば、こ

のシリーズは「現在合衆国領土内に住むすべてのインディアン部族の歴史、生活様式、言語、お

よび知的能力や性格を例証するデータの提供」を目的とし、さらにこれらのデータをもとに「イ

ンディアン諸部族を民族学的なグループに分類することを意図している。こうしてこれまで混迷

をきわめてきたインディアン研究により大きな意昧での秩序が回復されることになる。このよう

な系統的グループ分けはこの分野の研究に一定のまとまりを与えることになるだろう」

( Schoolcraft ll: xiv y またシリーズ第四巻からは「テーマ別見出し」と題された、各巻に共通し

て用いられる日次見出しの一覧が収められているが、これと先はどの『ポンティアックの陰謀』

第一章の構造とを比べるだけでも両者の類縁性は明らかである｛図表３を参照｝、

I｡巻全体のシノプシス

II.生活様式、社会の成り立ち

in.遺跡、発掘出土品

IV.テリトリー、地理的ポジション

Ｖ.部族内統治の様式

VI.知的文化

VII.先人による観察記録

VIII.身体的特徴

IX.言語

Ｘ。エ芸技術、建築様式

ＸＩ．先住民の教育に間する政策

XII.魔術、悪魔崇拝

XIII.医術

ＸＩＶインディアンの言語の語彙日録および文法

ＸＶ統計、人口

ＸＶＩ．著名なインディアンの伝記

XVII.宗教

XVIII.民族学的観察

図表３：スクールクラフト『合衆国におけるインディアン部族の歴史、現況、および今後の見通

しに関する系統的、統計学的資料集』の「テーマ別見出し」(SchoolcraftIV:ｘi）

パークマンガ『ポンティアックの陰謀』第一章を書くにあたって、このような当時の民族学の
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方法論に則っていたことは間違いない。そして一八五一年五月に『ポンティアックの陰謀』が完

成すると、彼は世話になった民族学者たちに謹呈本を送り(Jacobs l: 88､ 89）、さらにはアメリカ民

族学協会の会合で自分の本を紹介してもらえるようにちゃっかり手筈を整えさえする(Jacobs l:

80-81)。彼の中でフレンチ＝インディアン戦争に関する歴史記述は疑いなく、当時の民族学研究の

分野と密接に結びついていたのである。

　このような民族学との結びつきはパークマンの歴史記述の特質について二つのことを示唆して

いる。―つめはパークマンの歴史の「非時間性」である。歴史的コンテクストから抜き出され、

標本化された民族学的なインディアン像には、当然のことながら「非時間性」がつきまとう。事

実、スクールクラフトの民族学においては、インディアンは非時間的な存在として強調されてい

る。「九世紀であろうと、－○世紀であろうと、十五世紀であろうと、あるいは初めて植民者がヴ

ァージニアを訪れた十六世紀末であろうと、インディアンたちの主たる特徴と性格は現在とまっ

た＜同じだった。〈中略＞明らかに彼らはほとんど変化しておらず、身体的、精神的な原型をほ

とんどまったく変えることなく未だ保持している。少しくらい生活様式が洗練され、知的に教化

されたとしても、彼らの人種としての本質は変わらないまま続いてゆくことだろう。まるで彼ら

は決して変わることのない原型の足撫をかけられているかのようだ」(Schoolcraft ｌ:15）。そしてパ

ークマンもまた『ポンティアックの陰謀』第一章の終わり近く、まるでスクールクラフトの文言

を繰り返すかのように、インディアンそのものを永劫不変、時間を超越した存在として定義する

にいたる。「インディアンはいわば岩から切り出された人種なのだ。そのものを破壊してしまうこ

となしに、インディアンの姿形に変化を加えることは不可能である。〈中略＞断固として変わろ

うとしないインディアンの精神はその不変性のために我々に賞賛の念を抱かせる。そして我々は

深い興味を持って見るのだ、この矯正不可能な荒野の子、母なる大地ｶヽら乳離れしようとしない

荒野の子の運命を」(Parkman､a 389)。またこの第一章の文章は基本的に過去形で書かれているの

だが、しばらく読み進めると突如として現在形の記述が数パラグラフ続き、ここに描ｶヽれた先住

民の生活風景は過去のものとも現在のものとも判断のつきにくい様相を呈し始める(Parkman､a

382-83)。そこあるのはどこｶヽ時を超越したタイムレスなインディアン像である。第一章に列挙さ

れたインディアンおよび彼らの生活習慣はある特定の時代のものではない。それは今も昔も決し

て変わることのない普遍的な特徴として提示されているのだ。

　そしてこのように標本化され、非時開化･非歴史化されたインディアンは次に、いわぱ「空間

化」されることになる。これがパークマンの歴史記述の二つめの特質である。図表４の地図は『ポ

ンティアックの陰謀』に一八五一年の初版時からこれまで常に収録されてきた。『ポンティアック

の陰謀』には合計で四つの地図が収録されているが、これは一つめのもの、第一章におさめされ

た地図である（版によって前後することはあるが、第一章の初めか終わりかのどちらかに置かれ

ている。初版では第一章の冒頭に収められ、Library of America版もそれを踏襲している｝､この地

図には右上に「一七六三年、アメリカにおける砦と入植地」というタイトルが付けられているが、

よく見るとこれはインディアン各部族の配置図になっていることが分かる。民族学的な手法によ
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って非時開化されたインディアンはまず地図という道具によってその空間的な存在性を強調され

ることになるわけである。

図表４：『ポンティアックの陰謀』に収録されたインディアン各部族の配置図

　さらに本文においてもパークマンの歴史記述は「空間性」を中心に展開してゆく。そしてここ

で重要になってくるのが「旅」なのである。第一章に関して言えば、イロクウォイ系部族につい

ての説明が終わり、この本のタイトル･キャラクター、ポンティアックを初めとするアルゴンク

ウィン系部族の説明に移ると、パークマンはインディアンたちの土地を実際に空間移動しながら、

つまり旅しながら話を進めようとする。具体的に言えば、アルゴンクウィンの広大なテリトリー

について、「旅人」のあとを追うｶヽたちで各地にちらばった諸部族の位置を確認してゆく作業であ

る。例えば我々は旅人の案内を通して、アルゴンクウィンたちがマッキノーの湖岸でウィグワム

を建てたり、セント･メアリー川で魚を捕ったりしている様子を目撃する(Parkman､a 379)。また

は同じく旅人の登場を媒介として、デラウェア族の戦士が闘いに勝利して村に帰ってくるのを目

の当たりにする(Parkman､a 381)。さらに「カヌーを北に向け、ミシガン湖とスペリオル湖を横切

り、ヒューロン湖の西の縁に沿って進んでゆくと、旅人は周囲を取り囲むもの寂しい荒野の所々

にオジブウェ族、ポタワタミ族、オタワ族の住居が散在しているのに気づくだろう。ミシガン湖

西の入り江や川の周辺では、彼はソーク族、フォックス族、メノミ二－族を目にする。北の凍結

荒野に分け入ると、彼はそこを放浪するクリー族すなわちクニスタノウ･インディアンの手荒い

もてなしをうけることになるだろう」(Parkman､a 382)。こうして旅人の先導によって、この先に

続くアルゴンクウィン系部族の陰謀の歴史舞台が空間的に読者に印象づけられてゆくのである。

　パークマンの歴史記述の根底にはここに表れているような「空間性」がある。言い換えるなら

ば、それは空間的なフィールドを「旅」するというかたちで進められる歴史記述である。また「旅

人」は第一章に登場するだけではない。この後、ポンティアック戦争の歴史が本格的に始まるが、

そこでも「旅人」は繰り返し登場し、パークマンの歴史記述を牽引する原動力としての役割を担

うことになる。この意味において、彼の歴史における「旅」は方法論となっているのである。

　では、「旅人」の存在、あるいは「旅」という方法論は歴史記述にどのような効果をもたらすの

だろうか？　次の節では旅行記『オレゴン･トレイル』との比較をまじえながら、『ポンティアッ

クの陰謀』における旅の効果について考察することにしたい。

四　「旅人」の効果

　『ポンティアックの陰謀』が出版された当時、ある書評家はパークマンを歴史の舞台を案内す

る旅のガイドに喩え、彼の歴史を読むことが旅に似ていることを暗に示唆している。「彼は文字に

印刷されたあらゆる歴史資料を調査し、深く分析しただけではない。彼は可能な限りその歴史を

生きたのだ。〈中略＞このように彼が自らの主題にいわば直に接したことは、パークマンの本に
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ほとんど唯一無二の高い価値を与えている。一歩進むごとに、我々は土地に詳しいだけでなく、

その特徴をむやみに脚色することのないガイドの後をついて歩いていることを感じる。」（7）これが

単なる言葉のあやでないことは実際に『ポンティアックの陰謀』を読んでみれば明らかである。

前節でパークマンの歴史における「旅人」の存在について指摘したが、それは読者を歴史の森へ

と案内するパークマンそのひとに他ならない。

　では歴史家／旅人という存在は『ポンティアックの陰謀』にどのような効果をもたらしている

だろうか？　まずは旅行記『オレゴン･　トレイル』における旅の性質を検証し、そこに手がかり

を探すことにしよう。

　パークマン自身が述べているように旅行記『オレゴン･　トレイル』はインディアンの生活習慣

を直に知るために試みたリサーチ･　トリップという性質を持っていたが、しかし彼の旅は単なる

資料収集に終始していたわけではない。そのことは『オレゴン･　トレイル』の後半に描かれるあ

る奇妙な一場面からうかがい知ることができる。それはこんなシーンである。アメリカ･インデ

ィアンの部族に交じって旅を続ける最中、パークマンはたまたま見つけた路傍の洞窟に吸い寄せ

られるように入り込んで行く。「その土地の霊は私の心に不思議な効果を及ぼした。刺激を受けた

私の心は奇妙な働きを見せ、洞窟の奥へと進むにつれ、それまでほとんど忘れかｶヽっていたよう

な出来事や遠く離れた人や物の姿が突如として驚くほどはっきりと私の目の前に浮かび上がった。

お情け程度の文明からさえ八〇〇マイルも離れたあの危険な荒野にあって、地球の反対側の光景

が、洗練された古代文明の中心地の光景が目の前を通りすぎてゆくのだ。幻想的な夢というより

も、それはまるで鮮明な絵画が次々と現れるようだった」(Parkman､a 244)。そしてパークマンガ

そこで実際に日にしているものとは、セント・ピーターズ教会、エトナ山、コロセウム、パッシ

ョニスト修道院など。つまり、今引用した中にある「洗練された古代文明の中心地」とは要する

にローマのことである。一八四三年から一八四四年にかけてパークマンはヨーロッパヘのグラン

ド･ツアーに出掛けており、もちろんローマもその旅程の中に組み込まれていた。当時の彼のト

ラペル･ログを見ると、ローマ滞在中はセント･ピーターズ教会、コロセウム、パッショニスト

教会への言及が頻繁に出てくる(Journals l: 173-99)。簡単に言ってしまえば、彼がここで見ている

のはその時の思い出である。しかし問題はなぜこの西部の荒野のど真ん中でそんなものを見なけ

ればいけないのか、ということだ。この場面のパークマンの行動は単なる資料収集のしペルを超

えている。

　これほどあからさまではないものの、パークマンはオレゴン･　トレイルの旅行中、たびたび白

昼夢のようなものを見ている。そしてその白昼夢は周囲の土地が彼にふと思い起こさせた「連想

(associations)」によって引き起こされたという。周囲は見わたすかぎり荒れ果てた荒野、しかしそ

こで彼は偶然美しい花々を見つけ、思う。「今これらの花々は突然周囲の野蛮な風景には似つかわ

しくない一連の連想を喚起した。そしてしぱらくの間、私の思いはニューイングランドヘと戻っ

ていった。よく覚えている美しい顔が次々とまるで生きているように鮮明に私の眼前に浮かび上

がった」(Parkman､a 86)。さらに同じ＜荒野で見かけた松林については、「その松の木立に近づい
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てゆくと、そこには古い連想を思い起こさせる何かがあった。ニューイングランドの松の木で覆

われた山々、丈夫で元気だった頃に越えたことのあるあの山々がまるで本物みたいに私の心の中

に浮かび上がった」という(Parkman､a 158)。しかし、もちろん今パークマンがいるのは西部の荒

野であり、馴染みのニューイングランドの森ではない。先ほどの洞窟の場面と同じく、これらの

シーンで彼は西部の荒野に何らかの記憶なり、「連想」なりを上書きしようとしていると言ってよ

いだろう。

　数々の旅のスケッチを書いているワシントン･アーヴィングは旅人ジェフリー･クレヨンにこ

んなことを言わせている。「もし私が単なる美しい風景の愛好家であるのなら、わざわざ余所の国

に出向いてその好みを満足させようなどとは思わなかっただろう。というのも［アメリカほど］自然

の魅力が惜しみなくあふれている国は他にどこにもないからだ。〈中略＞しかしヨーロッパは語

り継がれた詩的な連想の持つ魅力を放っている」(Irving､743-44)。これは十九世紀アメリカの作家

に共通する認識だったことだろう。そして同じようなことはパークマンも自身の自伝小説『ヴァ

サル･モートン』の中で主人公に言わせている。「結局のところ、連想こそが概して風景の持つ力

の源なんだよ。たとえばハドソン川、ぽくは思うのだけれど、ハドソン川は単なる美しさの点で

言えばライン川に引けを取らないと思う。ただし、廃墟の城跡が二つ三つ、数々の記憶をまとっ

て出てくると、完全に形勢逆転、ばくらにはかなわないんだ」(Parkman､b 113)。これらを参考に

すると、先に見たパークマンの白昼夢の意味は明らかである。彼自身も意識しているように、ア

メリカの土地には歴史、’記憶、語り継がれてきた「連想」が欠けている。そこで彼は旅先の荒野

の風景に自らの手で積極的に「連想」を付与しようとしたのだ。先の洞窟のシーンで西部の荒野

にイタリアの風景を重ね見るのは、ローマくらいに過剰な歴史と連想を西部のまっさらな荒野に

書き込んでゆこうとする、歴史家パークマンのいくぶん極端な意思表明として捉えることができ

るかもしれない。（8）

　そして、オレゴン･トレイルの旅で行われたこの連想付与は、歴史書『ポンティアックの陰謀』

でも引き続いて行われる。結論から言ってしまえば、この連想付与こそがパークマンの歴史にお

ける「旅」（もしくは「旅人」）の効果なのである。

　前節で触れたように、パークマンの歴史は時間的直線というよりも地理的ネットワークを形成

するような描かれ方をしている。先ほどはインディアン諸部族を説明した第一章における旅人の

存在を確認したが、ポンティアック戦争の歴史本編においても明らかに彼の記述は空間的であり、

語りの推進力になっているのは「移動」である。デトロイト砦から北に向かいミシガン湖の北の

端にあるミシリマッキノー砦へと向ｶヽう移動(Parkman､a 582-83)、ペンシルヴェニアのピット砦か

らベッドフォード砦を通りすぎ入植地に至る道のり(Parkman､a 622-23)など、これらの移動はきま

って「旅人」という案内役を媒介にして描かれる。次の一節では直接的に描かれているのはペン

シルヴェニアからオハイオ川にそって西へと行軍するイングランド植民地軍だが、この兵隊たち

にもやはり「旅人」の姿が重ね合わされている。
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時に兵隊たちはオハイオ川沿いをその大きく渦巻く流れと岸辺の輝くような風景を眺めなが

ら行進した。またそうかと思えば、洞窟の内奥のように冷たく静かに湿った、僻蒼とした森

に降りてゆくこともあった。〈中略＞まれではあったが、木々の密生が途切れる野原のよう

な場所に出ることもあった。迷路のような厚い森から抜け出すと、森の中に空いた牧草豊か

な陽光注ぐ草原へと視界が開ける。そこで兵隊たちは鳥の鳴き声に和み、牧草をはむ鹿の群

れなどを見ては励まされるのだ。こういった場所は森を旅する者にとって、ちょうど砂漠に

おけるオアシスと同じように、ありがたいものである。そしてこのような場所こそがプレー

リーの前触れなのだ。西に進むにつれ森の中に空いた野原はだんだん広くなり、だんだん多

＜なり、やがてミシシッピ川の向こうの広大な大草原へと広がってゆ＜。(Parkman､a 772)

パークマンの歴史記述はこのように実際に湖を越え、森を抜け、つまり旅することで進められ、

旅人は読者を歴史の次なる舞台へと案内し、物語を推進する役割を担う。もちろん、この旅人は

パークマン自身である。旅人／歴史家パークマンは我々読者を案内する導き手となり、歴史物語

は進んでゆく。彼は歴史空間を縦横無尽にかけめぐり、我々読者は彼のあとについて同じように

歴史を旅するわけである。（9）

　そしてパークマンのガイドに従って歴史の森を旅しつつ、我々はある地点でこんな描写に遭遇

する。土地の記憶、土地に語り継がれる「連想」についての記述である。「この記憶すべき衝突は

アメリカで最も美しい場所の一つに暗い連想の影を落とした。その晩の戦場からほど近く、今で

は雑草と睡蓮の花でなかぱ覆い尽くされ、周囲を森の木々で暗く囲まれた水たまりがツーリスト

に紹介される。そして彼は教えられるのだ、その淀んだ水の底に三〇〇人ものフランス人の骨が

ヘドロにまみれて沈んでいるということを」(Parkman､a 440）。さらにまたこんな一節。「この場所

はすでにそれ自身の歴史的な連想を有している。もっともその生々しさはまだ時の経過によって

やわらげられてはいないけれど。この地こそフランス人たちがデュケーヌ砦を立てた場所だった。

またここｶヽら数マイルのところには、ブラドックがあの凄惨な敗北を経験した戦場がある。そし

て砦の裏の丘はかつてグラントの高地連隊兵とルイスのヴァージニア人たちが包囲攻撃された場

所だった」(Parkman､a 622)。もちろん、直接的に「連想」という言葉が使われていなかったとし

ても、旅人／歴史家としてのパークマンの仕事はこのような「連想」を土地に付与し、読者に紹

介することに他ならない。事実、『ポンティアックの陰謀』そのものも土地にポンティアックとい

う偉大な酋長の記憶を植え付け、「連想」を付与することで終わっている。次の引用はこの本の最

後のパラグラフ、ここでパークマンはセントルイスという土地に対して、その地下に眠るポンテ

ィアックの連想を与えようとする。「ポンティアックの埋葬地を示す塚も碑もない。霊廟の代わり

として、街がこの森のヒーローが眠る土地の上にそびえたった。かつて彼が燃えるような怨念を

もって憎んだ人々が、今ではその忘れられた墓のうえを間断なく踏み歩＜のである」(Parkman､a

846)。こうしてセントルイスは語り継がれる歴史を持った土地となる。そして、このように土地

に記憶を植え付け、うしろをついてくる後続の旅人（つまり読者）がその土地から豊かな連想を
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喚起することができるように地ならしすること

しての仕事の中心はここにあったのである。

パークマンの旅人としての、そして歴史家と

五　結びｰ「土地の文学」から国家の歴史ヘー

　ここまでパークマンの最初の歴史書『ポンティアックの陰謀』について、主としてその「空間

性」と方法論としての「旅」の意義を中心に論じてきた。パークマンにとって旅と歴史記述は本

質的に同義であり、そのことは旅行記『オレゴン・トレイル』と歴史書『ポンティアックの陰謀』

に共通してみられる「旅人」の効果からうかがい知ることができた。

　歴史家としてのキャリアの最初期に見られるこの傾向はパークマンのその後の歴史記述を理解

するうえでも重要な鍵となるようである。『ポンティアックの陰謀』以後、彼は深刻な肉体的、精

神的な疾患を抱えながら北米植民地史シリーズの執筆を続け、死の前年の一八九二年『衝突の半

世紀』の出版をもってとうとうそれは完成する。そしてこのキャリア全体を通して、彼は常に「空

間性」に基礎を置く歴史家だった。シリーズのクライマックスにして彼の最高傑作と言われる『モ

ンカルムとウルフ』（ＭｏｎtｃａｌｍａｎｄＷｏｌｆｅ、1884）にはこんな一節がある。ここでも登場するのはやは

り「旅人」、具体的には旅人に喩えられた鳥たちが歴史の舞台を案内するガイド役として読者を導

くことになる。「ようやく春がやってきた。オル八二－のオランダ系市民たちは天高く、北方の夏

のすみかへと長い列を作って飛んでゆく渡り鳥の群れの鳴き声を聞いた。この空の旅人たちが飛

んでゆく、その眼下の地上には主な戦場が地図のように広がっていた。まずは青きハドソン川、

森の中をまどろみながら進み、岸辺の砦や街、ハーフムーン、スティルウォーター、サラトガ、

そして幾何学的なつくりのエドワード砦とその土手を通りすぎる。そして次に広がるのは黒ずん

だ常緑樹の森。その向こうには冬の拘束衣を解かれ輝きに満ちたジョージ湖の入り江、さらにそ

の脇にはウィリアム･ヘンリー砦が黒焦げの廃墟となぎ倒しにされた木々の荒れ野のただ中に見

えてくる」(Parkman､c 1152)。新大陸北東部におけるイングランドとフランスの衝突は旅人の日か

ら空間的に捉えられ、さらにこの一節ではその空間性は鳥瞰図的に提示され、歴史は文字通り一

大パノラマとして読者の日の前に広がる仕組みになっている。植民地期のイングランドとフラン

スの歴史を空間的に網羅した「アメリカの森の歴史」を志したパークマンにとって、この歴史パ

ノラマは彼のキャリアの上での一つの到達点だったかもしれない。

　最後にこのようなパークマンの歴史記述を十九世紀当時の歴史をめぐる状況の中に位置づけ、

本稿を終えたい。

　十九世紀初頭から中葉という時期はアメリカにとってようやく自らの国家の歴史を意識するよ

うになった時期だった。それまでにも各地で古い文書の収集や編集は行われていたが、基本的に

それらは地方史の色合いが強く、国家レペルの歴史記述となると本論の最初に触れたパークマン

の師匠ジャレド･スパークスの登場を待たなければならない。そしてスパークス以後ようやく、

ジョージ･パンクロフトやウィリアム･プレスコット、そしてヘンリー･アダムズヘと続く、い

わばハーヴァード学派の歴史家たちが活躍を始めるようになる。パークマンもまたこのアメリカ
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の歴史学の黎明期を支えたー人だった。この分野の研究で先駆的な仕事をしたデイヴィッド･レ

ヴィンはスパークス以後のハーヴァード学派の歴史家たちを過去への憧憬や進歩史観といった特

徴を共有する「ロマンティック･ヒストリアン」と定義している。（lo）たしかにパークマンの歴史

にもそのような傾向をはっきりと見て取ることができ、彼をロマンティック･ヒストリアンの列

に加えることに別段問題はないのかもしれない。しかし、とりわけパンクロフトの歴史に強く表

れているように、他の歴史家たちが人類の進歩、アメリカの国家としての進歩という「時間性」

を強調するのに対し、パークマンの歴史は「空間性」に基礎を置いた歴史である。ほぼ同じ時代

と場所を共有しつつ、パークマンの歴史記述は他の歴史家たちとひとくくりにまとめてしまうこ

とのできない異質さを持つと言わざるを得ない。そして、おそらくその異質さは彼の歴史記述が

アメリカ独立期から十九世紀にかけてさかんに書かれた別のジャンルの流れをも汲んでいること

に原因がある。すなわちそれは「土地の文学(the literatureof the place)」と呼ばれるジャンルである。

　パメラ･リージスによると、「土地の文学」とは独立当時のアメリカ合衆国が自らを記述し規定

しようとする際に用いた自己表象方法の別名である。当然のことながらその頃アメリカはまだ国

家の歴史を持たず、その代わりとして新大陸の大地や自然環境について観察と記述を行うことで

自らを定義しようとした。そしてその記述方法には人間の歴史よりも普遍的な、より非歴史的な

博物誌（ナチュラル･ヒストリー）の枠組みが用いられたという。構造的には、ナチュラル･ヒ

ストリーの手法による「非時間的」な体系化の記述と旅行記のような「物語」の要素が混合した

ジャンル、これが「土地の文学」である。白人の旅人がアメリカの大地を探検し、そこで見つけ

たものを分類、体系化しようとするジャンルと言ってもよいだろう。もちろん、旅人が旅先で発

見するものの中には先住民インディアンも含まれる。そして「土地の文学」においてインディア

ンはえてして歴史的コンテクストから引き離され、標本化と体系化のプロセスに晒されることに

なるのである。この分野からは植物学者のウィリアム･バートラムやクレヴクールらの著作が生

まれ、その代表的テクストとされているが、それと同時にジャンルの一部は民族学へと派生、発

展していったという事実も注目に値する。（11）

　『ポンティアックの陰謀』の第一章はまさに非時間的･民族学的な手法によるインディアン諸

部族の体系化の試みだった。また『ポンティアックの陰謀』という歴史書全体は「旅」や「空間

性」に重心を置き、歴史記述を進める原動力になっていたのは「旅人」の存在だった。この意味

において、パークマンの歴史記述は今述べた「土地の文学」と共通するものを多く持ち合わせて

いる。あるいは、むしろパークマンの歴史は「土地の文学」という、独立革命期から続いてきた

アメリカの土地を記述するジャンルの直系子孫と言ってもいいほどである。

　もちろん、前節で指摘したような土地に対する記憶の埋め込み、もしくは「連想」の付与には

必ずしも非時間的･民族学的な「土地の文学」に合致しない部分がある。いくら言葉の上でのこ

とであるにせよ、それは土地に変化を加えることにほかならないｶヽらである。また、変化とは「時

間化」を意味する。そしてこの「時間化」はパークマンの中でやはり「進歩」と結びついていた。

したがって、この点は同時代のロマンティック･ヒストリアンと共通する時間性ないし進歩史観
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が表れている箇所と言っていいだろう。彼は『ポンティアックの陰謀』冒頭で歴史記述、すなわ

ち連想付与の作業を荒野の開墾に喩えて書いている。「歴史のフィールドというのは開墾されてい

ない未開拓の荒れ地のようなもので、私を待ち受けていた作業はちょうど辺境入植者のそれと同

じだった。つまり、粗末な住居を建てる前に森の木々を切り倒し、下生えの草を燃やし、土地を

切り開き、そして倒れた幹を適当な長さに切り出すといった作業のことだ」（？。心ｃ､348-49)。パ

ークマンの歴史記述は歴史を持たない新大陸に記憶を書き込むことで、荒野という生の素材から

国家を加工することだったわけだ。

　当然ながら、このような土地の加工によって果たされる国家の進歩は十九世紀アメリカの領土

拡張政策や先住民インディアンの放逐と無関係ではない。そもそもパークマンは『ポンティアッ

クの陰謀』が目指すのは「アメリカの森とアメリカ･インディアンの両方が最終的な破滅を連命

づけられた、その瞬間を描くこと」だと言っている（7）回心ｃ､347)。またその結末はポンティアッ

クの死とその上に栄えるセントルイスの街という極めて非対称な搾取の構図で終わっていた。パ

ークマンガ書いているのはあくまでも白人の歴史である。インディアンたちは彼の歴史の中で重

要な登場人物ではあるが、あらかじめ没落と絶滅を宿命づけられた存在、いわば白人たちの勝利

とその国家の進歩を際立たせる引き立て役でしかない。このような描き方に重大な問題があるこ

とは明白である。

　しかし、このことと同じくらい私にとって重要に思われるのは、アメリカの歴史学の黎明期に

あって、「土地の文学」という・ilrJWli‾的興味に満ち、空間性を前面に押し出したジャンルが

禎1政瀋蚕の創設に果たした役割の実例をパークマンの歴史記述に見６ことが７き、６というこ

とである。あるいは、パークマンの歴史を「土地の文学」から国家の歴史へとシフトする過渡期

の歴史として捉えることも可能だろう。それは非時間的･空間的な存在としてのアメリカを国家

として時間化･歴史化しようとする試みでもある。この意味において、同時代のロマンティック･

ヒストリアンの中でもパークマンの仕事が持つ意義は非常に大きいと言えるだろう。

　『モンカルムとウルフ』を上梓した翌年、パークマンは『北部ツアーのための歴史ハンドブッ

ク ジョージ湖、シャンブレーン湖、ナイガラ、モントリオール、ケペック』(Hiｓtｏｒiｃ Ｈａｎｄbｏｏk

of the Northen･ Tour:£akes Georgeりnd Champlain､Ｍ昭αΓ･7､Montn･α/､Quebec､1885）というタイトル

の旅のガイドブックを書いている。書くと言っても、これまで出版してきた歴史書から副題にあ

る土地にまつわるエピソードを抜き出し、まとめたものである。その他のパークマンの仕事に比

べたら何でもない本なので、通常、パークマン研究でまともに取り上げられることはまずない。

しかし、これまでパークマンの旅と歴史記述の関係性を見てきている我々にとって、キャリアの

最終盤になって彼がまさに「歴史」と「旅」をガイドブックというかたちで結合させていたこと

は非常に興味深い事実である。ここにも彼にとって歴史記述と旅が同義であったことの証左を見

出すことが出来るとともに、キャリアの最初期に見られたこの傾向はその後もずっと彼の歴史記
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述をコントロールし続けたことが分かる。彼は生涯、アメリカの歴史の森のガイド役として、後

続の旅人（読者）を案内し続けたのである。

　【註】
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　　tｈｅ Ｃｏｎｓpiｒａｃｙ of Pontiac,”American£沿Γature 65.2 (June 1993):215-38; Francis Jennings,

　　“Francis Parkman: Ａ Brahmin among Untouchables，”　Ｗｉｌｌｉａｍ ａｎｄ Ｍａｒｙ Ｑｕａｒtｅｒlｙ ４２.3(July 1985):
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3　　十九世紀アメリカの歴史家たちの一次資料研究についてはJames J. Barnes,‘‘Bancroft, Motley,

　　Parkman and Prescott: A Study of Their Success as Historians," Litｅｒａtｕｒｅ（ｍｄ Ｈｉｓtｏｒｙ: )vｅｗゐurnal

　　,foｒ tｈｅＨｕｍａｎｉtieｓ 5(1977):55-72のとりわけ，六二－六三頁を参照。またジャレド・スパーク

スの歴史記述については拙論「歴史学部スパークス教授の苦悶 十九世紀前半のアメリカ

における歴史記述」鷲津浩子･森田孟編『イン･コンテクスト:Epistemological Frameworks and

LiteraryTexts』（つくぱ、EpistemologicalFramework と英米文学研究会、二〇〇三年）二八五-
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三〇五頁で詳しく論じている。

パークマンの日記を編集したメイソン・ウェイドは『オレゴン･　トレイル』をその後の歴史

書に準ずる二次的なものとして捉え，さらには出版された旅行記そのものよりも，日記のほ

うが生のデータとして歴史的価値があると主張している(Wade II: 385-404)。これにはさすが

に批判が多い。代表的なウェイド批判としてはE. N. Feltskog,‘‘Editor's Introduction,”in Francis

Parkman, The Oregor汀yail (Madison: Ｕ of Wisconsin Ｐ, 1969):lla-75a.

　パークマンの旅と歴史の関係については，多くの批評家が彼の歴史における生き生きとし

た描写は旅で得た実体験の賜物だと高く評価する一方，その本来の意義はこれまで充分論じ

られてこなかったのが現実である。この点は十九世紀当時の書評家たちが指摘していること

とほとんど変わっていない。パークマンの実況中継的な描写法を評価した代表的な書評は次

のとおり。 “Parkman's Histoり伐μ）回心c's War,” The North Ame･吻回忌海田73 (October 1 85 1 ):

495-529: “Reviews ad Literary Notices，”　Ｔｈｅ ＡtｌａｎtｉｃＭｏｎthlｙ x 6 (October 1865):505-10; “Mr.

Parkman's Montcalm and Wolfe,”7加ぷlantic Month･ly 55 (February 1 885):265-70リohn Fiske,

“Francis Parkman，”　Ｔｈｅ ＡtｌａｎtｉｃＭｏｎthlバ73 (May 1894):664-74リames Russell Lowell, “Francis

Parkman,”The Century Magazine: A Pｏｐｕlaｒ c:?回心rly 45 (November 1892):44-45; Henry Ｃ.

Vedder, American Writers of To一心y(1894: Freeport, ＮＹ: Books for Libraries Press, 1972):27-42.

　『ポンティアックの陰謀』の初版時のタイトルはHiｓtｏｒｙ ｏｆ　tｈｅＣｏｎｓpiｒａｃｙｏｆｌ='＾ｏｎtｉａｃ，　ａｎｄtｈｅ

Ｗａｒof　the}vりrth American Tribes against the励ｇ/�･Colonies after the Conquest of Canadaという

具合に，当初頭に｢歴史｣という語が冠せられていた。図表２を参照。

民族学者ではないが，先に引用したインディアンの家屋に関する記述は植物学者ウィリア

ム･パートラムによるインディアンの村の観察記録を参考にしていることが脚注から分かる

(Parkman ａ, 370-71n)。パートラムもまた十九世紀の民族学者と同じ＜，対象を記述し，固定

し，標本化することを仕事の中心とした。後述するように，彼はアメリカ合衆国独立期の｢土

地の文学｣を代表する一人である。尚，アメリカ民族学協会は一八四二年，ニューヨークで

ギャラティン，スクールクラフトらによって設立されている。

“Recent Literatuｒｅ，”ＴｈｅＡtｌａｎtｉｃＭｏｎthlｙ 27 (April 1871):522-23.

　｢土地と記憶｣という問題については次の研究書を参考にしている。 Simon Schama, Ｌａｎｄｓｃａｐｅ

and Memりりﾉ(1995; New Ｙｏrk: Vintage Books, 1996); Larzer Zi凧　Return八田昭ｅｊ Great

ＡｍｅｒｉｃａｎＴｒａｖｅｌＷｒitｉｎｇ1７８0-1910(New Haven: Yale UP, 2000)｡　尚，サイモン･シャーマはパ

ークマンの歴史記述を題材に独創的なナラティヴ･ヒストリーを書いている。本稿は必ずし

もシャーマの見方と一致するものではないが，これに大きな刺激を受けている。 Simon

Schama, Z:)ead Certainties (1991 ; New York: Vintage Books, 1992)を参照のこと。

当然のことながら，｢空間性｣はそのまま｢視覚性｣に直結している。パークマンの記述ス

タイルの｢視覚性｣に関してはすでに優れた研究があり，前述のピクチャレスク美学につい

ての論考もこれに含まれる。とりわけ秀逸なのはOtis Ａ. Pease,Ｐａｒｋｍａｎ １; Hiｓtｏｒｙ: Ｔｈｅ
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　　Hiｓtｏｒｉａｎ ａｓ Litｅｒａｒｙ Ａｒtiｓt(New Haven: Yale UP, 1953).

10　David Levin, Hi∫zθびas Romantic Art.･召Ｊ(：フ9/?, Prescott, Motley, and八洲７?lan (New York: AMS

　　Press,1967).　特に｢ロマンティック･ヒストリアン｣の定義については，三一四五頁を参照．

１１　Pamela Regis, 1)ｅｓｃｒｉｂｉｎｇＥａｒlｙ　Ａｍｅｒｉｃａ: Ｂａｒtｒａｍ，
ヽﾉeffeｒｓｏｎ，　Ｃｒｅｖｅｃｏｅｕｒ，

ａｎｄ the Inflｕｅｎｃｅ ｏｆ

　　Ｎａtｕｒal Hiｓtｏｒｙ(1 992; Philadelphia: Ｕ of Pennsylvania Ｐ, 1999).　とりわけ｢土地の文学｣に関す

　　る議論はニー三九頁，｢土地の文学｣から派生した民族学についての議論は一三五一五七頁

　　を参照．
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